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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　──泣いてる？　誰だれだ……？

　深い眠ねむりから目覚めたタナトスは天を仰あおぎ、尖とがった耳をそばだてる。消え残る朝あさ靄もやを伝って聞こえてきたのは人間の子供の泣き声だった。

　ここは人と神しん獣じゆうが共存する美しい碧みどりの小国・神皇国フェリエラルド。天てん地ち開かい闢びやくのときから存在する、この静かな〝神獣の森〟に、聞き慣れない人の子の泣き声が響ひびき渡わたる。

　森の奥深く、しかもこのような早朝になぜ子供が一人でいるのだろう。不思議に思っていると、森がさわさわと音を立てた。

　──あの子、母親を捜さがしてるわ。あんなにも泣いて可哀かわい想そうよ、見つけてあげて──周囲の木々がタナトスに訴うつたえてくる。放ほうっておくつもりだったが、そう乞こわれては無視もできない。それにあの大きな泣き声を耳にしながらもう一度眠る気にはなれなかった。

　人間とは関かかわりたくないんだがな──タナトスは起き上がり、声のする方へ歩き出した。

　朝あさ露つゆにその身を濡ぬらす苔こけ桃ももがいつも通りタナトスの四し肢しを優やさしく受け止める。子供はすぐに見つかった。背後にあらわれた狼おおかみに気づくこともなく懸けん命めいに母親を呼んでいる。

　この姿を見れば今以上の大声で泣くのではないだろうか。タナトスはできるだけ驚おどろかせることのないよう、わざと苔桃をがさがさと鳴らしながら近づく。

　すると音に気づいた子供が、ぐすぐすと洟はなを啜すすりながら振ふり向いた。

「うぇ、えっ……、──わ、ぁ。おおかみ……」

　タナトスに出くわしたときの人間は、類たぐい稀まれな銀の毛並みと群を抜ぬく巨きよ軀くを前に、森の主だと絶ぜつ叫きようして逃にげ出すか恐きよう怖ふのあまりその場にへたり込む。

「すごくおおきい。どうぶつのかみさま？」

『………』

　マルス騎き士し団の騎士でさえ極度の緊きん張ちようでその顔を蒼あおくするというのに、子供はそのどれでもなく、ただぴったりと泣きやんだ。

「どうぶつのかみさま、ぎんいろで、ふわふわ」

　自分より大きな身体からだをした狼に、子供は恐怖をおぼえるどころか強く興味を持ったようだった。涙なみだで瞳ひとみを潤うるませたまま、タナトスのことをじっと見つめてくる。

　歳は二歳ほどだろうか、ずいぶんと肝きもが据すわっているようだ。

「ぶどういろ、きれい」

　そう言ってタナトスの紫むらさきの眼めを覗のぞき込んでくる子供の瞳こそ、珍めずらしい色をしていた。

　この国の民たみは皆みな、淡あわい黄緑色の瞳をしている。それは女め神がみフェリエの末まつ裔えいである証あかしだった。神話や御お伽とぎ話ばなしに登場する人々の瞳は、しばしば「ペリドットのような」と形容され、古代からその美しさを称しよう賛さんされてきた。

　しかしこの子供は違ちがう。御伽話にならって喩たとえるとするなら、エメラルドといったところか。

　深く、けれど透とう明めい感かんのある綺き麗れいな碧の瞳。そこに留とどまっていた涙がまたひとつ頰ほおを伝う。

　それは色いろ鮮あざやかな緑葉からこぼれ落ちる朝露に似て、その瞳に惹ひかれたタナトスは頰を濡らす涙を舐なめ取った。

『………！』

　狼の舌が頰に触ふれても、子供は驚きも怖こわがりもしない。驚いたのはタナトスの方だった。

　この涙はいったい何なのだろう。全身が痺しびれるほどに甘く、わずか一ひと滴しずくで空腹感が消えた。

　人間の体液を摂せつ取しゆしたことはあるが、こんなに美味うまいものは初めて口にする。

「ふわふわ、さわっていい？」

　甘い涙に気を取られていたタナトスは、思いがけず子供が触れてくることを許してしまった。

　狼への怖おそれを本当に持っていないのだろう、最も柔やわらかな首元の獣じゆう毛もうに、ぽふ、と顔を埋うめたりそっと撫なでたりを繰くり返す。その手つきはとても丁てい寧ねいだったが、触れられることに慣れていないタナトスは身体じゅうがむずむずとして落ち着かない。

　子供は自分が迷子になっていることも忘れ、獣毛に夢中になっている。泣きやんだのならそれでいい、あとは母親の元へ帰してやるだけだった。

　並外れた嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かくを持つタナトスにとって人間の女を捜すことなど簡単だ。すでにその居場所をとらえている。襟えりを咥くわえて子供を持ち上げると、そこに向かって歩き出した。

　すると自分で歩けるから下ろせと言いたげに、宙に浮ういた細い手足をじたばたとさせてくる。しかたがないので母親の気配が近づくと下ろしてやり、ほんの少しの距きよ離りを一いつ緒しよに歩いた。

　神獣の森の入り口は、独特の形状を成している。

　道の両側に立つ樹木の、長く伸のびた枝葉が天てつ辺ぺんでからみ合い、互たがいを支え合って見事な緑葉の弧形アーチを描えがく。樹木の幹には大きな葉を持つ蔦つたが巻きつき、道は可愛かわいらしい果実をつける苔桃で埋め尽つくされ、差し込む朝あさ陽ひが濃のう淡たんの異なる光の帯を苔桃の床ゆかに落としていた。

　そこはさながら碧の回かい廊ろうのようで、この先が神獣と動物の領域であるということを人間たちに伝える役目を担になっていた。

　様々な樹木や枝葉が織り成す碧と光の回廊を、大きな狼と小さな子供の影かげが進んでゆく。

　本当に不思議なやつだ──タナトスを見て怖がりもせず、こんなに近づいてきたのは後にも先にもこの子だけだろう。その綺麗な瞳は碧の回廊にあってより濃のう度どと煌きらめきを増している。

　この神獣の森に溶とけ込む、いい色だと思った。

　やがて遠くから息子むすこを懸命に呼ぶ母親の声がした。子供はじっとタナトスを見つめてくる。

「ぎんいろの、ふわふわ。すき」

　子供は別れを惜おしむように、今一度タナトスに触れた。その手は本当に小さくて、柔らかな獣毛に埋うもれてしまうほどだった。子供が離はなれると、そこだけ小さな手の形に獣毛が逆立つ。

　もう迷うなよ、と鼻先で小さな背中をそっと押す。子供は駆かけ出し、途と中ちゆうで振り向いた。

　この森の光で染めたような、深い深い碧色の瞳を輝かがやかせて笑う。

「ありがと。ばいばい」

　タナトスも森の奥へ向かって歩き出す。ほどなくして子供と母親が再会する声が耳に届くと、タナトスは毛け繕づくろいをして小さな手の形に逆立っていたままの獣毛を整えた。










　近くに住んでいるのだろうか、あのときの子供は母親とともにその後も森にやってきた。

　明るい栗くり色いろの髪かみと、綺麗な碧色の瞳はそのままに、何かを探すように森全体を見み渡わたす。

　彼の瞳がせわしなく動くその理由が自分自身にあるとわかっていても、タナトスは姿を見せるような真似まねはしない。あの親子が健すこやかに過ごせているのならそれで良かった。

　しかし、数ヶ月も経たたないうちに平へい穏おんは破られ、やはり人間とは関わるべきではなかったと後こう悔かいする出来事が起きる。

　その日、神獣の森は朝からひどく落ち着かない様子を見せていた。

　理由は明確だった。タナトスの鼻び腔こうをつく濃こい血の匂におい。悲しみに満ちたその血の匂いをたどって駆けると、タナトスの四肢が踏ふむ苔桃に鮮あざやかな赤い血が附着しはじめ、やがてそれは小さな血ち溜だまりとなった。

　そこには倒たおれた女と、女にとどめを刺さそうとしている二人の男がいた。

　女の腕うでに抱いだかれた幼児の、見覚えのある栗色の髪を見たタナトスは全身の獣毛を逆立てる。

「うわぁぁっ！　お、狼!?」

　突とつ然ぜんあらわれた銀の狼に男たちは逃げてゆく。この場だけではなくフェリエラルドからも立ち去れと、その後ろ姿にきつい咆ほう哮こうを浴びせ、タナトスは女に駆け寄った。

『女。もう死んだか。──子供は？』

「お……狼？　言葉が……、どうして……？」

　女はかろうじて呼吸をしている。ゆっくりとタナトスを見上げるその瞳は、黒色だった。

『おまえ……この国の人間ではないのか』

　フェリエラルドに黒い瞳の人間は生まれない。この国の民は皆、肇ちよう国こくの女神フェリエと同じ淡い碧色の瞳をしている。

「あなた、は……神しん獣じゆう？　本物、の……？」

　異国の女は、大きな狼の姿をして人語を操あやつる神獣──タナトスを見ても怖がらなかった。

　怖れる力すら残っていないという方が正しいのかもしれない。

『何があった？　子供は生きてるのか』

「この子の、瞳の色が──、……ずっと、逃げて、きて……」

『瞳の色がどうした？　聞こえない。しっかりしろ』

　途と切ぎれた呼吸の合間に紡つむがれる言葉はひどく聞き取りにくい。タナトスはもう一歩女に歩み寄った。銀色の獣毛に覆おおわれたその前まえ脚あしに、血に濡ぬれた女の手が重なる。

「私の、こと……食べてもいいから──、この子を、助けて……」

『おい』

「助けて、逃がして……お願いよ……」

　子供の助命だけを何度も乞こいながら女はまぶたを閉じ、それきり動かなくなった。

　女が息絶えた今、タナトスに真実を知る術すべは無かったが、おそらく、産んだ子の瞳が碧色だったばかりに、女はフェリエラルドに通じた者として迫はく害がいされたのだろう。

　この美しい碧の小国は、周辺の強大な国々に狙ねらわれ続けている。他国の支配を拒こばむフェリエラルドに業ごうを煮にやす列強は少なくない。

　しかしそんなことなど関係なく、人は出で逢あい恋こいに落ちる。赤子を産み落としたとき、その濃のう緑りよくの瞳に女は落らく胆たんしたのだろうか、それとも喜びに心を震ふるわせたのだろうか。

　異国の恋人を頼たよることは叶かなわなかったのか、彼もまた命を落としたのかはわからない。だが何にせよ女は一人、奪うばわれ殺されそうになった赤子を抱いて逃にげ続けた。そして長い流る浪ろうの果てにここにたどり着いたに違いない。

　国境一帯はマルス騎士団の国境守護隊が厳重に警固している。女も、先ほどの男たちもどうやってそれを搔かい潜くぐってきたのかは知る由よしもないが、そんなことはもうどうでも良かった。

　冷たくなった女の腕を咥えて移動させると、そこにいた子供のまぶたが一度だけ開いた。

　胸を深く傷つけられ服を真っ赤に染めているというのに、綺麗な碧みどり色いろの瞳ひとみでタナトスをとらえ、小さな手を懸けん命めいに伸ばしてくる。しかし好きだと言っていた獣毛に届く前にその手は崩くずれ落ち、まぶたも閉じられた。

　タナトスは鼻先で子供の柔らかな頰に触れた。そこにあるわずかな温ぬくもりが消えてゆく。

　人間はどうしてこうも脆もろい──タナトスはそれを長い歳月見つめ続けてきた。

　この親子も、儚はかなく命を終わらせる人間たちの一部に過ぎない。そう理解しているのに、この子の濃緑の瞳が光を失うのかと思うと、それが急に惜しくなった。

　ふいに、神獣の森が一層ざわざわと騒ざわつきはじめた。風も無いのに木の葉たちがしきりに触れ合い、音を生む。

　生々しい血の匂いを一いつ瞬しゆんで搔かき消すほどの強きよう烈れつな花の甘い香かおりが漂ただよってきて、あの人があらわれたことにタナトスは気がついた。

　──銀の狼おおかみタナトス。幼児から離れなさい。その親子はわたくしが然しかるべき世界へ連れてゆきましょう──。

　美神フェリエの大いなる意志が、鳴りやまない枝葉の間から伝わってきた。

『フェリエ。こいつはまだ死んでないだろう。どうするつもりだ』

　タナトスは人間の瞳には決して映ることのない女め神がみに問いかけた。

　有ゆう翼よくの女神フェリエは、神皇国フェリエラルドの母なる神だ。

　子を産み落としてもなお、フェリエは少女と乙女おとめの狭はざ間まを永遠にたゆたうような姿をしている。太古、天界の神々を虜とりこにした光り輝くペリドットの瞳。その片方を女神は惜しげもなくフェリエラルドの大地に捧ささげたという。

　光を失った左眼は今、色とりどりの花で覆われている。踝くるぶしまである豊かな金髪ブロンドにもちりばめられたその花々は、数千年という長い時を経ても朽くちることを知らない。

　かつて天界の住人であった美神フェリエを巡めぐって、彼女の父である全能神と夫である雷らい神じんが天界じゅうを巻き込む大戦を勃ぼつ発ぱつさせたという神話もうなずける。

　フェリエは誰だれもが心こころ奪うばわれるその美び貌ぼうに柔やわらかな微笑ほほえみを浮かべて言う。

　──ほどなくして彼の命は尽きます。その幼児は生き延びることによって我らが母国に禍わざわいを喚よぶかもしれません。このまま自然の定めに委ゆだねるのです──。

『なぜだ？　異国の血が流れているからか？　くだらない理由だな』

　──救うつもりが無いのなら離れなさいな。もう連れてゆきますから──。

　女神の真っ白な手が伸びてくる。

　まだ死んでない。そしてひとつだけこの子を救う方法がある。恐きよう怖ふもためらいもなく触ふれてきたこの子供を、救えるのは自分だけ──タナトスは感情に任せてフェリエを威い嚇かくしていた。

　そんなタナトスを見ても美神は微笑みを微み塵じんも崩さないでいる。

『気に病やむなフェリエ。もし何か起きたときは、禍もろともおれがこいつを喰くってやる』

　神獣の森に似合う綺き麗れいな濃緑の瞳に、ふたたび光が宿ることを強く願う。タナトスは自分の前脚を咥くわえ、そこに牙きばを立てた。

　この緑豊かな森で育はぐくまれた力強い生命の源──どくどくとあふれ出す真っ赤な鮮せん血けつを、もはや呼吸をしているかも定さだかではない子供の口へと運ぶ。

　女神は姿を消した。花々の強い残り香がだけがそこに漂う。

　子供の喉のどがこくりと動いた。息を吹ふき返し、タナトスの血をしっかりと飲む。小さな口で短い呼吸を繰くり返しながら、やがて生きることを思い出したかのように大声を上げて泣いた。

　同時にタナトスは、その巨きよ軀くをぐらつかせる。瀕ひん死しの人間を瞬しゆん時じに復活させるほどの力だ。与あたえた大量の血液とそこに含ふくまれた濃のう厚こうな生命力は、タナトス本体の半分近くに至る。

　腹が急激に減り、抗あらがえない強い眠ねむ気けに襲おそわれた。ひどい眩暈めまいがする。すぐそばにあるはずの子供の泣き声が、遠くから聞こえるような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　せっかく命を留めさせたというのに、これ以上子供を守ることはできそうにない。他の神獣を呼んでも対処に困るだけだろう。タナトスは森にいるであろう人間に聞こえるよう、一度だけ高く長く啼ないた。

　子供はなおも泣いている。そのまぶたを開かせてタナトスを見せれば、あのときのように泣きやんでくれるのではないだろうか。閉じられたまぶたからあふれてくるあの甘い涙なみだを舐なめ取れば、空腹が満たされて子供を守ることができるのではないだろうか。

　そう思ったが視界がほとんど霞かすんでしまい、もうそのどちらもできなかった。

『逃げるためにやった生命じゃない。逃げずにこのフェリエラルドで強く生きろ』

　やがてこちらに近づいてくる人の足音をとらえたタナトスは、這はうように茂しげみに潜もぐり込む。

「はて、このあたりから子供の泣き声と狼の声が聞こえたように思えたが……？」

「あっ！　父さんっ、女の人が倒れてるよ！　子供もいる！」

　どうやら近くに住む村人の親子が見つけたようだ。タナトスは茂みを抜ぬけ、転げ落ちるように崖がけを下り、そこにある洞どう窟くつに入った。

　残りわずかな体力もすべて使い果たし、立っていることもままならない。このままではタナトス自体が消しよう滅めつしてしまう危険があった。擬ぎ似じ冬とう眠みんを行って生命力の温存を図はかる。苔こけ桃ももに巨軀を横たわらせると四し肢しを折り曲げ、銀色の尾おを身体からだに巻きつけるようにして目を瞑つむった。

　そして深い眠ねむりの淵ふちに落ちるその間ま際ぎわ、フェリエの白い手が子供ではなく母親に伸のびていたことに気がつく。女神は最初から子供を連れ去るつもりは無かったのだ。しかし己おのれの手を下して子供を救うことはできない。だから彼女はタナトスにその役を担になわせた。

　──フェリエのやつ、おれの情を煽あおる賭かけに出たな。このおれが人間に血を分け与えるなど……。同じ血は強く呼応する。あいつとはいずれまた出逢うはずだ。

　失くしてしまった力を充じゆう塡てんするため、タナトスは長い眠りについた。
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　マルス騎き士し団の見習い騎士・シュペリは、大聖堂への道を歩いていた。

　その手には自分で造形し磨みがき上げた黄金の腕うで輪わがある。かなり大きなこの腕輪は、人の手首に合わせて作ったものではない。

　女神フェリエの眷けん族ぞく──純白の神獣のために作ったものだ。

　シュペリの母国・神皇国フェリエラルドは、神獣の棲まう国として世界に名を馳はせていた。小国ながらも豊かな自然と肥ひ沃よくな大地があり、一年を通して花々が咲さきこぼれ、多種多様の作物が実る。温暖な気候を利用して牧羊や葡ぶ萄どう酒造りなどもさかんに行われていた。

　町や村に立ち並ぶ民家はどれも白い壁かべをしていて、屋根まで伝う蔓つるは春から夏にかけて色いろ鮮あざやかな花をつける。神々に祈いのりを捧げる聖堂は諸所にあり、壮そう麗れいな建築様式を保持していた。

　小国を守るように聳そびえる連れん峰ぽうからは希少価値の高い鉱石が多く採さい掘くつされる。それらは研けん磨まされ煌きらびやかな宝石になり、製せい錬れんされ武器や鎧よろいとなった。

　そして、国の至し宝ほうと謳うたわれる、強く美しく叡えい智ちを持った神しん獣じゆうたち。

〝神獣の森〟と呼ばれる常緑の土地に棲すむ彼らは皆みな、神の眷族である証あかし──真っ白な獣じゆう毛もうと淡あわい碧色の瞳を持っていた。

　神獣を保有している国は、この世界でフェリエラルドだけだった。建国三千年余という長く神秘に満ちた歴史とその明めい媚びな風景から、名も無き吟ぎん遊ゆう詩人が〝白しら百合ゆりと橄欖石ペリドツトで織り成された麗うるわしの神国〟と謳うたったことに始まり、多く戯ぎ曲きよくや叙じよ事じ詩しの舞ぶ台たいとなっている。

　そんな神々の恩おん恵けいを享きよう受じゆした小国を周辺諸国が放ほうっておくはずもなく、フェリエラルドは長い歴史の中で列強からの侵しん略りやくを受け続けていた。

　苦労の末に締てい結けつした平和条約は唐とう突とつに破約される。望まない戦乱は避さけることも許されず、戦火に消えた町や村は数えきれない。神の御み世よから長く国を守ってきた神獣は、人間が生み出した火器によってその数の激減を余よ儀ぎなくされた。

　なおも繰り返される侵しん攻こうを退けるため、フェリエラルドはマルス騎士団を創立する。

　特別な力を持つ純白の神獣──獅し子しや狼は騎士とともに戦うようになり、梟ふくろうや鹿しかは持ち得うるすべての智ち恵えを与え、一いつ角かく獣じゆうは不思議な力で傷ついた騎士を癒いやす。

　その身を賭として母国を守るマルスの騎士だけが、神獣と契けい約やくを交かわし、彼らを〝伴はん侶りよ〟とすることができるようになった。

　契約を締結するに至るまでの道程は容易ではないが、シュペリは一刻も早く神獣を伴侶とし、正騎士となる必要があった。

　兄を救うために。

「ユノー……」

　今この瞬しゆん間かんもどこにいるのか、無事でいるのかもわからない兄を思って胸が苦しくなる。

　たった一人残された大切な家族を早く見つけ出したい。その気持ちは募つのるばかりだった。

　シュペリの家族は動物好きの変わり者一家として町でも有名だった。

　しかしシュペリは今、その家に一人で住んでいる。優やさしく朗ほがらかな家族がばらばらになった七年前のあの日のことは、絶対に忘れない。

　シュペリの父親は鍛冶かじ職人をしていた。母親はシュペリを産んですぐに亡なくなったと聞いている。男手ひとつで兄弟を育ててくれた父親が作っていた物は武器ではなく、鍋なべや釜かまといった日用品だった。

　大きな身体をして穏おだやかな性格の父親は、後妻を娶めとることもなく神獣の森やそこに棲む動物たちを大切にした。普ふ段だんは自然に生きる彼らの邪じや魔まにならないよう遠くから見守り、時には深く細い谷に落ちて動けなくなった小こ鹿じかを生かすために、ほんの少しの力を貸す。

　森はとても深く、純白の神獣以外にも様々な動物が棲せい息そくしている。迂う闊かつに入ってしまえば、神獣ではない獰どう猛もうな豹ひようや蛇へびなどに襲われることがあった。神聖でもあり恐おそろしくもある場所ということから、人々が森に近づくことはほとんど無い。

　しかしそれを少しも気にしない父親は時間を見つけては森を散策し、ユノーとシュペリはそれについてゆく。父親の影えい響きようを受け、いつしかユノーは誰よりも強く動物たちを愛するようになった。

　フェリエラルドは絶対的な世せ襲しゆう制ではない。家業を継つぐ者も多いが、若者は皆、自分の望む生業なりわいを目指して勉学や技術向上に励はげむことができる。

『繰り返される戦いに疲ひ弊へいするのは騎士だけじゃない、神獣もまた傷つき斃たおれてゆく。そんな彼らを、ぼくは一頭でも多く助けたいんだ』

　幼い弟にそう話してくれたユノーの、きらきらと輝かがやく明るい碧みどり色いろの瞳ひとみをシュペリは時折思い出す。

　八つ歳の離はなれた兄は本当に優しい人だった。森に棲む動物たちにも、弟であるシュペリにも。

　ユノーは獣じゆう医いを志し医学の道を進んだ。優しいばかりに自分を守る術すべさえ持たなかった兄を守るため、シュペリは騎士になることを心に決める。

「ユノーが神獣を守るなら、俺がユノーを守るから！」張り切ってそう言うと、ユノーは柔やわらかな笑えみを浮うかべて、ありがとうと頭を撫なでてくれた。

　けれどその約束は果たせないままでいる。シュペリたち家族をばらばらにした、あの大戦のせいで。

　七年前の大戦は凄せい惨さんを極きわめた──。

　不敗を誇ほこるマルス騎士団の隊列が破られ、神皇国フェリエラルドは軍事大国カナン帝てい国こくの侵攻を許してしまう。当時の騎士団総そう帥すいは戦死、多くの騎士や神獣も戦いに斃れ、戦火は一時皇都の建つ湖にまで迫せまった。

　町や村の至るところで炎ほのおが上がるあの恐ろしい光景は、今もまぶたに焼きついて離れない。神獣の森近くに位置していたシュペリたちの町も襲しゆう撃げきを受け、まだ十一歳だったシュペリを守るために父親は落命した。

　そしてユノーは、姿を消した数頭の神獣と時を同じくして行方ゆくえ不明となる。

　殺されたのか神獣共々捕ほ虜りよとなったのかも判明しないまま、七年経たった今も、彼らの消息は知れない。

　カナン帝国は神獣を欲ほつしていたという。攫さらわれた神獣を追ってユノーは一人で敵国に行ってしまったのではないかとシュペリは考えた。けれど周囲の者は誰だれもそうは思わず、ことあるごとに囁ささやかれる「ユノーは神獣を差し出しカナン帝国に命いのち乞ごいをした」という心無い噂うわさに、シュペリはひどく傷ついていた。

　あんなにも優しくて動物を愛していた人が、敵国に神獣を渡わたすはずがない。

『約束したよね？　マルスの騎士になってぼくを守ってくれるって。きっとだよ。ずっと信じているからね』

　ユノーが最後に言ったその言葉を、シュペリは片時も忘れたことが無い。

　兄と攫われた神獣を救い出すのは自分であると、シュペリはこの七年間そればかりを考え、騎士見習いとなって剣けん術じゆつや武術に勤いそしんできた。

　しかし一人で兄を捜さがしに行こうとするたび、マルス騎士団の総帥であるアークに阻はばまれる。

　そして「ユノーと神獣の捜そう索さくは騎士団が行う」と何度も諭さとされてきた。

　けれど調査は何年経っても進展しない。不安や苛いら立だちばかりが募り、じっとしていられなかった。シュペリは一ヶ月ほど前にも単身国境へ向かおうとし、結局それも止められている。

　そのときはアーク総帥に頰ほおをしたたかに打ぶたれた。さらに「いつまでも見習い騎士に甘んじているおまえに何ができる？　おまえの死体処理に騎士団の手を割さかせるな」ときつい叱しつ責せきまで受けた。

　一人が駄だ目めなら、見習い騎士であることが駄目だというのなら、神獣と契約するしかない。

　神獣と契約した騎士は神獣隊に配属される。

　神獣隊は戦いの最前線に立つ、マルス騎士団の花形だ。その比率は一千人を超こえる騎士団全体の一割程度に留とどまり、他の九割は騎き馬ば隊、皇こう帝てい付親衛隊、火か砲ほう隊、歩兵隊などで構成される。

　悔くやしいことに見習い騎士はどの部隊にも正式に配属されなかった。

　神獣隊は遊ゆう撃げき的てきな役目も担になっている。そのためある程度行動の自由を許され、ときには特命を受けて単独行動を取ることもあった。

　神獣を伴侶にできさえすれば、真っ当な騎士として戦い母国を守ることもできるし、何よりユノーを捜す手立てや機会が格段に増える。シュペリはそう信じて、この数週間、神獣と〝伴侶〟の契約を締結させるための準備をしてきた。

　まず、みずからの手で神獣の身に着けさせる黄金の装そう飾しよく品ひんを作る。

　騎士の手で作ったものを神獣が肌はだ身み離はなさず着けること、それが伴侶の証であり、装飾品は互たがいの絆きずなを結ぶ重要な存在だった。

　そのため腕うで輪わや首くび飾かざりなど神獣が着けやすいものが主流となるが、金の製錬は素人しろうとにはひどく難しい。まして十八歳の不器用な若者が上手うまくできるはずもなく、シュペリは町の金職人にたいそう叱しかられながら苦労して腕輪を作り上げた。

　次に腕輪を大聖堂へ持っていき、フェリエラルドを創造した神々の祝福を受ける。

　そこで騎士は神々に見み極きわめられ、許しを得ることができると黄金の腕輪が眩まばゆいばかりの輝きを放ち出す。反対に神々が〝この騎士に神獣を伴侶とする資格なし〟と定めたのなら、腕輪はたちどころに光を失うそうだ。

　無事に祝福を受けることができたその後、自分の血を垂らした黄金の腕輪を神獣に着け、それを彼らが受け入れてようやく、騎士と神獣の〝伴侶〟の契約が成立する。これが最も重要な儀ぎ式しきとなっていた。

　神獣は皆、高い知性と品位を持っている。人間に従順な種族もいるらしいが、獅子や熊くまなど大型の神獣は、腕輪を着けた騎士が気に入らないとその場で喰くい殺すという噂も聞いた。

　だからといってシュペリは見み目め麗うるわしい一角獣や可か憐れんな鹿などを伴侶とするつもりは無い。

　狙ねらいは最初から戦せん闘とう向きの神獣だけだった。黄金の腕輪を大きく重たいものにしたのは、そのためだ。

「ん……？」

　遥はるか頭上で大おお鷲わしの啼なく声が聞こえたシュペリは、晴れ渡った空を見上げる。

　フェリエラルドでは珍めずらしい綺き麗れいな栗くり色いろの髪かみがふわりと揺ゆれた。燦さん々さんと降り注ぐ陽ひの光を受けて、濃のう緑りよくの瞳が透とう明めい度を増す。

　コバルトブルーの空に、ひとつの真っ白な流れ星のようなものが見えた。

「ヒュペリオン？」

　純白の大鷲ヒュペリオンは、マルス騎き士し団総帥・アークを主あるじとする神しん獣じゆうだ。

　ヒュペリオンが単独飛行をしているときは、総帥が決まって何かを警けい戒かいしているときだと聞く。また大きな戦いくさがあるのかもしれない。それならなおさら、シュペリは神獣と〝伴侶〟の契けい約やく締てい結けつを急がなくてはならなかった。

「眩まぶしっ！」

　本来、ヒュペリオンとはフェリエラルド神話に登場する太陽神のことを指す。

　意味は〝天空を駆かける者〟──その名が示す通り、アーク総帥の大鷲は天高く飛ひ翔しようし太陽を背に翼つばさを広げた。それを目で追っていたシュペリは、あまりの眩しさにまぶたをきゅっと閉じる。

　そしてすぐに開いたその後は、真っ直すぐ大聖堂を目指して駆けた。

　朝の礼拝は終わったのだろう、司教も民たみの姿も無く、大聖堂は耳鳴りがするほどにしんと静まり返っていた。

　ここには歴代の騎士団総帥の墓石が並んでいる。いずれアーク総帥もここに列座し、肉体が朽くちてもなお魂たましいを大聖堂に留め、そして永久に母国を守護し続ける。それはマルスの騎士として最上の誉ほまれだった。

　豊かな装飾がほどこされた墓石たちが並ぶその最さい奥おうには、聖せい剣けんを振ふりかざす軍神マルスの大理石像があり、彼女を守るように太陽神ヒュペリオンの像がこちらに向かって光の矢をつがえている。

　そしてその後ろに、虹にじ色いろの翼を広げる女め神がみフェリエの像が立っていた。

　大聖堂の空気は、いつも他とは違ちがう。それはここに強力な〝碧の磁場〟があるからだ。

　その聖なる神域に畏い敬けいの念を持たずにはいられない。シュペリは息を吞のみ、背筋を伸のばした。

　神皇国フェリエラルドの礎いしずえとなった三人の神のことを、この国の民は皆みな、子こ守もり歌うたで聴きき、眠ねむる前に母親が聞かせてくれる御お伽とぎ話ばなしで夢中になり、学舎でその神話を学ぶ。

　早世してしまった母親の代わりに、シュペリに御伽話を聞かせてくれたのはユノーだった。

　柔らかな声で丁てい寧ねいに物語を紡つむいでくれるユノーの言葉は、今でも鮮せん明めいに耳に残っている──。




　──遥かなる古代、天界に美しい女神がいました。

　女神の名はフェリエ。白磁のような肌はだと、踝くるぶしまで届く黄金色の髪。背には虹色の翼があり、ペリドットのように煌きらめく淡あわい碧みどり色いろの瞳は、右眼は過去を、左眼は未来を視みることができました。

　フェリエの父である全能神は、娘むすめが乙女おとめになるときを待って自分の妻にすると決めます。

　それを知ったフェリエは雷らい神じんに救いを求めました。求めに応じた雷神は女神を娶めとり、女神は子を宿しました。しかしある朝、フェリエの褥しとねに全能神の衣ころもが落ちていたのを見た雷神は怒いかり狂くるいます。「腹の子も全能神の子であろう」そう言ってフェリエに襲おそいかかってきました。

　自分が天界にいてはならないと思ったフェリエは、翼を広げて下界へ降りてゆきました。

　そこは創つくられたばかりの世界で、太陽の光も届きません。フェリエは産まれてくる子供のために、そして未来を託たくす想おもいで、何も無い大地に自分の左眼を埋うめたのです。

　するとそこに強力な碧の磁場ができました。磁場を中心に厚い雲が散ってゆき、光が射さしました。森や湖ができ、森から産まれた動物たちはフェリエを慰なぐさめてくれました。

　そこは女神の瞳ひとみを模したような美しい碧の小国になったのです。

　やがて臨月を迎むかえたフェリエは、腹の中から赤子の声を聞きます。「どうか私を戦闘の神にしてくれ。そうすれば私は未み来らい永えい劫ごう、母さまと国のために戦える」

　フェリエは赤子の願いを叶かなえ、軍神マルスを産み落とします。

　マルスは母親と瓜うり二ふたつの美び貌ぼうを持つ乙女に成長しました。しかしその身体からだを包むのは煌きらびやかな絹ではなく、屈くつ強きような黄金の鎧よろいでした。性格は冷れい酷こく無む慈じ悲ひで、神々の手先を斃たおしてゆきます。しかし神々に加え下界の人間もフェリエを狙うようになり、マルスは劣れつ勢せいを余よ儀ぎなくされます。

　全能神は、太陽神ヒュペリオンにマルスの抹まつ殺さつとフェリエの奪だつ還かんを命じました。

　軍神は警戒心が強いと聞かされていたヒュペリオンは、大鷲に姿を変えて下界へ降りました。

　そしてマルスの美しさとその毅き然ぜんとした姿に、ヒュペリオンは一目で恋こいに落ちてしまいます。

　太陽神は大鷲の姿のまま、戦いに傷ついたマルスに触ふれ、彼女に力を与あたえました。

　その大鷲だけが、誰だれも寄せつけることのなかったマルスの肩かたにとまることを許されました。それを見た森の動物は『自分たちも軍神とともに戦いたい、その力が欲しい』とフェリエに願い出ました。フェリエが動物たちに特別な力を与えると、彼らの獣じゆう毛もうは真っ白になりました。

　軍神マルスは太陽神ヒュペリオンに守護され、神獣たちの加勢を受けて、ついに天界の神々と下界の人間たちから碧の小国を守り抜ぬくのです。

　三人の神さまは安らぎの地を得ました。軍神マルスと太陽神ヒュペリオンの間に産まれた子が初代フェリエラルド皇帝となり、皇帝は綺麗な心を持った人間のお姫ひめさまと結ばれました。

　そうやって神々の血は神皇国フェリエラルドに連綿と受け継つがれてゆくのです──。




「………」

　幼いころ、ユノーが何度も話して聞かせてくれた、神さまたちの御伽話。

　その最後の一文までをシュペリはしっかりと思い出した。

　たった一人の家族が行方ゆくえ知れずになってもう七年になる。七年はあまりにも長過ぎる。

　ユノーは十九歳で姿を消し、シュペリは十八歳になってしまった。もう充じゆう分ぶんに待った。今度こそこの手で決着をつける。

　シュペリは祭さい壇だんに黄金の腕輪を置いた。両りよう膝ひざを折って額ぬかずき、ぎゅっとまぶたを閉じる。

「フェリエさま。どうか俺に神獣を。俺を軍神マルスさまの幕下にお加えください。あなたの民と眷けん族ぞくを守る、その勇気と力をお与えください」

　本当は心の中で祈いのることだ。でもシュペリははっきりと言葉にした。声に出して神々に聞いてほしかった。絶対にユノーを助ける。フェリエラルドに連れ戻もどすんだ、この俺が──。

「あれっ……？」

　ふいに身体に力が漲みなぎるような感覚があって、シュペリはまぶたを開く。

　大聖堂内のどこにも変化は無い中で、黄金の腕輪だけが間ま違ちがいなく輝かがやきを増していた。

「フェリエさま？」

　母国を守るように翼を広げる女神フェリエの、その綺麗な貌かおが微笑ほほえんだ気がした。

「よしっ！」

　軍神マルスと太陽神ヒュペリオン、歴代の騎士団総そう帥すいたち、そして女神フェリエに深く一礼をする。光り輝く腕輪を握にぎり締しめて、シュペリは大聖堂をあとにした。










　父親やユノーと何度もおとずれた神獣の森は、昨日と同じようにシュペリを迎えてくれた。

　腕うで輪わに神々の祝福を受けて、もう一週間が経たつ。

　その間、森じゅうを歩いて神獣を見つけては、逃にげられたり威い嚇かくされたりを繰くり返し、夕暮れに諦あきらめて帰る毎日を過ごしていた。

　すぐに伴はん侶りよにできると思っていた神獣には、結局まだ一度も触れられていない。

　今日こそ見つけてみせる。そう決意して碧の回かい廊ろうを通り抜けた。

　柔やわらかな苔こけ桃ももを踏ふみ、ライラックの茂しげみを横切った。リスがいて小鳥がいて、それを狙ねらう蛇へびがいる。シュペリはいつもやっているように蛇を追い払はらい、けれど少し緊きん張ちようしながら森の奥へと進んでいった。

「──見つけた」

　小さな茂みをひとつ抜けると、真っ白な山犬が二頭、岩の上でくつろいでいた。若い兄弟のように見える。神獣が二頭もいるのだ、どちらかを伴侶にするなんて簡単なはず──シュペリはわずかに汗あせの滲にじんだ手で黄金の腕輪を握り直す。だが結果は昨日と変わらなかった。

「あっ。……ま、待てよ」

　山犬たちはシュペリに気づくと身体を起こし、人間のことなど見向きもせずに風のように駆かけてどこかへ行ってしまった。

　その後も、眠そうな梟ふくろうにそっぽを向かれ、探していた戦せん闘とう向きの熊くまには威嚇され、鹿しかに至ってはシュペリの気配だけで跳はね上がって逃げられてしまう始末だった。

「なんでだよっ」

　黄金の腕輪は神々の祝福を受けてこんなにも光り輝いている。神しん獣じゆうの方から寄ってきてもおかしくないほどなのに、少しもうまくいかない。

　焦あせりと苛いら立だちから、力いっぱい茂みを蹴けりつける。しかし足は空を搔かき、まずいと思ったときにはすでに遅おそく、シュペリは茂みの中にすっぽりと入ってしまった。

　うわぁ、という自分の声がぐるぐると回る。茂みを抜けた先の崖がけから転げ落ち、したたかに尻しりを打った。かすり傷を負ったのか、頰ほおがひりひりとする。

「痛いってぇ。──なんだここ……？」

　知らない場所など無いと思っていたのに。シュペリが初めて目にしたそこは、普ふ通つうに歩いているだけでは絶対に見つけられない場所だった。まるで森が人間の目に触れぬよう隠かくしているようだ。

　そこに生おい茂る小枝たちは、不思議な動きをしていた。風で揺ゆれているというより生き物の呼吸を受けて上下しているような──その枝葉を搔き分けると、小さな洞どう窟くつがあらわれた。

　枝葉を揺らす元となるものは、この奥にある。シュペリはわずかな恐きよう怖ふと、それを凌りよう駕がする、強く惹ひきつけられる思いに駆られた。ローブの内ポケットから携けい帯たい用の蠟ろう燭そくを取り出し、火打金で火をつける。空いたもう片方の手で護身用の短たん剣けんを握り、洞窟の中を進んだ。

「………！」

　やはり足を踏み入れてはいけない場所だったのかもしれない。シュペリは息を吞のんだ。

　洞窟の奥に大きな塊かたまりがあった。近づいて、やっとその全ぜん貌ぼうが見えてくる。……狼おおかみだ。通常の狼よりも遥はるかに大きく、脚あしも長く腿ももは太く、目を瞠みはるほど立派な体たい軀くをしている。

　そして薄うす暗ぐらい洞窟の中で、か細い蠟燭の炎ほのおに照らし出された獣毛は、美しい銀色をしていた。

　種族にかかわらず神獣は白いものなのだが、この狼は違ちがっている。いかにも神獣らしい姿をしているが、そうではないのだろうか。それとも──。

　──まさか……な。

　神獣にまつわる伝説や英えい雄ゆう譚たんは数えきれないほどある。

　そのひとつが〝孤こ高こうの神獣・銀ぎん狼ろうタナトス〟だ。

　一頭だけ異色の毛並みを持つ狼・タナトスは、神獣の中でも一、二を争う強さを持つとされている。鋭えい敏びんな嗅きゆう覚かくと聴ちよう覚かく、鋭するどい牙きばに鍛きたえられた巨きよ軀く、そして高い洞どう察さつ力りよくと判断力。

　神獣に与えられる力のすべてを持ち合わせているタナトスは、その並外れた強さゆえに永く騎き士しと関かかわりを持たなかったが、敵国が侵しん攻こうしてきたときには風のように森の奥からあらわれ、敵兵を次々と斃していったという。

　しかしこの十数年、タナトスの姿は確かく認にんされていない。七年前の大戦のときでさえも。

　あの大戦が長く凄せい惨さんなものになったのはタナトスがあらわれなかったからだと言う者もいる。それほどまでに畏おそれ敬われている伝説級の神獣が、果たしてこんな薄暗く寂さびしい場所で眠ねむっているだろうか。

　シュペリは蠟燭を岩いわ壁かべの窪くぼみに差し込んだ。そして寝ね息いきを立てる銀色の狼を見定める。

　伝説の神獣かどうかは別にして、この強そうな巨軀はとても魅み力りよく的てきだ。しかも狼はシュペリの憧あこがれていた戦闘向きの神獣である。

　こいつを伴侶にできれば──ごくりと生なま唾つばを飲む音が体内に響ひびいた。汗ばんだ手に短剣の先せん端たんをあて、すっと引く。緊張のせいか痛みはあまり感じない。血の滲んだ掌てのひらを黄金の腕輪に滑すべらせる。あとはこれを狼の腕うでに嵌はめるだけ──。

　腕輪が前まえ脚あしに触れそうになったそのとき、突とつ如じよ空気が振しん動どうした。洞窟の中に轟とどろくような狼の咆ほう哮こうが響き、風も無いのに枝葉の騒ざわめく音がする。

「グアァゥ!!」

「うわぁっ！」

　眠っていた狼の深く切れ込んだ口が大きく開き、鋭い牙と真っ赤な舌が目に飛び込んできた。

　──駄だ目めだ、喰くわれる！

　腕を喰い千切られ、身体からだを襲おそうであろう激痛を予感して、かたくまぶたを閉じる。

「痛っ」

　しかし痛みが走ったのは腕ではなく背中と後頭部だった。勢いよく起き上がった狼に押し倒たおされたことに気づき驚おどろく。

「あっ!?」

　今度はシュペリと狼が同時に驚くことになった。

　押し倒された拍ひよう子しに、狼の腕に黄金の腕輪が嵌はまったのだ。

　狼は後あと脚あしでシュペリの腿を踏みつけ、前脚で肩かたを強く押さえ込んでくる。まるで狩かりの獲え物ものを仕留めるときのように伸のばした首の、その喉のどの鳴る音が聞こえた。

　あの噂うわさが脳のう裏りをよぎる。戦闘向きの大型神獣は、腕輪を着けた騎士が気に入らないと即そく座ざに喰い殺す──この体勢はそれを充分に示している。巨軀の下で死の感かん触しよくをおぼえた身体が戦慄わなないた。

　腕輪を嵌られたことに苛いらついているように、狼は低く唸うなりながら鼻先を使ってそれを外そうとした。しかし腕輪は外れるどころか眩まばゆいばかりの光を放つ。そこに附着した血に気づいた狼は、訝いぶかしげにそれを舐なめ取った。

　すると、なぜか狼はひどく驚き、見開いた眼めでシュペリを見つめてくる。

　小さな蠟燭の炎を受けて輝くその瞳ひとみは、深い紫むらさき色いろをしていた。

　銀色の獣じゆう毛もうに紫の瞳。なんて綺き麗れいなんだろう──喰われるかもしれないというのに、シュペリは異形ともいえるその姿に見み蕩とれてしまった。

　そして強い既き視し感かんをおぼえた。自分でもよくわからない。銀の狼など初めて見るのに──。

「く、っ……！」

　しかしそれらはすぐに搔き消された。息を荒あらくした狼の鼻先が間近に迫せまる。

　触ふれそうなほど近くで見た牙はひとつひとつが短剣のようで、これが身体に突つき立てられる瞬しゆん間かんを想像して身の毛が弥よ立だった。今度こそ喰われてしまう。黄金色に輝かがやく腕輪がやっと嵌ったというのに。

　俺はユノーを助けるまで絶対に死ねない、お願いだフェリエさま──女め神がみに祈いのっていると、狼はシュペリに牙を立てず頰を舐めてきた。

「えっ？」

　長い舌がシュペリの頰を二、三度伝うころには、できたばかりのかすり傷が無くなっていた。

　この狼は傷を癒いやす力を持っている、まぎれもない神獣だ。喰い殺さずに傷を治したということは、伴侶として認められたということだろうか。

　とまどうシュペリをよそに、銀色の神獣は次にシュペリが短剣で作った掌の傷を舐めた。

　その傷もすぐに消してしまうと、形の良い鼻をすんすんと鳴らしながら何かを探しているような動きを見せる。

「な、何だ？　血か？　血の量が少なすぎたのか？」

　神獣は腕輪に残ったわずかな血液を舐め、ふたたび匂においを嗅かぎはじめる。シュペリはそれを見て『神獣の中には契けい約やくの証あかしにより多くの血を求めてくる種族もいる』と聞いていたことを思い出した。

　この契約を完全なものにしたくて、短剣で先ほどより深く掌を切り込む。

　すると神獣は貪むさぼるように血を舐めた。痛みを感じる間も無く塞ふさがってしまった傷口に、恨うらめしそうに低く唸る。もっと出せと言わんばかりに掌に牙を突き立てる仕草をする神獣の姿は、酩めい酊ていしているように見えた。

「ちょっと、待て……危ないって」

　もう一度掌に傷を作ろうとしたが、そこから顔を離はなそうとしない神獣に剣けん先さきが当たりそうで上手くできない。もたついていると痺しびれを切らした神獣に短剣を弾はじかれてしまった。

「あっ、何すんだよ。血が欲しいんだろ？　いいから一回退どけよ」

　苔こけ桃ももの上に転げ落ちた短剣を取りたくても、巨軀に伸し掛かかられていて動けない。神獣はなおも鼻を鳴らしてどこかからシュペリの血液が出ていないかと探している。そうやって神獣の口がシュペリの唇くちびるに迫った。予期せぬ動きに心臓が跳ねる。

「な、に……？」

　触れそうなほどに近づいた神獣の赤い舌がまた見えた。喰い殺される気配は薄うすまったが、血液の代わりに唾だ液えきを舐めようとしたのではないかと、ありもしないことを考えてしまって身体が強こわ張ばる。

　すると深く切れ込んだ狼の口の、その口角が上がった。

　こいつ、笑ってる──？

『この姿では怖こわいか？』

「──!?」

　目の前にある神獣の口が動いた。幻げん聴ちようではない、牙の間をすり抜ぬけるように聞こえてきたのは、人間の言葉だ。

「し、喋しやべった！　神獣が──」

　それだけで驚きよう愕がくに値あたいするというのに、シュペリはさらに信じがたい光景を目まの当たりにする。

　神しん獣じゆうが一度だけぶるっと巨軀を震ふるわせた。狼特有の細い鼻先が少しずつ丸みをおびてゆく。シュペリを押さえつける前脚が五本の指に変形し、その間に美しく艶つややかな獣毛がみるみる短く薄くなり、やがて筋肉の隆りゆう起きした人間の腕や背中に形を変えた。

「う、わぁ──」

　シュペリの身体の上に居座っていた神獣が消えた。代わりにあらわれたのは全ぜん裸らの男だ。

　銀ぎん髪ぱつと紫色の瞳をした、まぎれもない、人間の男。

「ひ、人に、人になった……！　なんだよこれ！」

　神獣が人型を成すなどとは誰だれからも聞いてない。シュペリの知っている伝承にはあっても、それはフェリエラルドの民たみが作った御お伽とぎ話ばなしに過ぎない。

「おれの名はタナトス。おまえは？」

「タナトス!?」

　驚愕は波状攻こう撃げきのようにシュペリを襲う。それをしれっと無視するように長めの前まえ髪がみを搔かきあげる男の腕には、シュペリが嵌た黄金の腕うで輪わが輝いていた。　>>>♥

「噓うそ、だろ？　おまえがタナトス？　伝説の神獣が、人の姿に──」

「名を言え」

「シ、シュペリ……」

　この状じよう況きようを脳内で上手うまく処理できない。人間の姿になったタナトスに督とく促そくされるがまま、シュペリはなんとか自分の名前を口にした。

「シュペリ、おまえの体液は甘くて美味うまい。おれは長いこと眠っていて腹が減っているんだ。もっとよこせ」

　そう言って身体ごと伸し掛かってくるタナトスの言動は、やはり酒に酔よっているように見えた。全裸の巨きよ軀くにひどく圧あつ迫ぱくされ、息がしづらくなる。

「重いっ。血ならやるから退けって。頼たのむから、考えを整理させてくれ」

「何をぶつぶつ言っている？」

「んっ」

　タナトスはまた痺れを切らしたようで、長い指で顎あごをつかまれた。親指が下した唇くちびるにあてがわれると、そのまま無む理り矢や理り口を開かれる。

「あんなわずかの血で足りるわけがないだろう。口を開け」

「あ、むぅっ……！」

　唇を重ねるというよりは、がぶりと嚙かみ合うようにされて、大きく開かされた口こう腔こうに長い舌が入ってくる。

「ん！　んんっ」

　タナトスの舌はシュペリの小さな口内じゅうを動きまわる。口こう蓋がいをくすぐり舌と舌を激しくからませて、そうやって分ぶん泌ぴつされた唾液を、じゅるりと音を立ててすべて吸い取られた。

「んぅ……、は、ぁ……っ」

　これは口づけなんかじゃない。ただの摂せつ取しゆだ──そう思っても、きつく触れ合う唇やぬめる舌の感触に、下半身が一気に熱を持つ。

　──なんだこれっ……！

　口づけすら知らなかったシュペリは、その性的な反応にひどく狼狽うろたえた。与あたえられた快感をもっと追おうとする身体からだは、まるで自分のものではないようだった。

「若いな。もしかして初めてか？　この匂い……驚きよう異いと期待の混ざった匂いだ。悪くない」

「！」

　タナトスは狼おおかみらしく、嗅きゆう覚かくでシュペリの変化を察知したようだった。躊ちゆう躇ちよの無い腕うでが匂いの根源へ伸びてゆく。硬かたくなった茎くきを衣服ごと強く握にぎり締しめられ、身体がびくりと震えた。

「やめっ……！　触さわるな！」

「美味そうな匂いを撒まき散らしておいて、触るなは無いだろう？　ここからならたっぷり出せる」

「ふ、ふざけるな！　──やめろ！」

　シュペリの腰こしあたりまで頭を下げたタナトスに一気に下衣を剝はぎ取られ、下半身が外気にさらされる。好き勝手させるかと、銀髪の揺ゆれる後頭部めがけて思いきり踵かかとを落とした。

「痛っ」

　しかし振ふり下ろした足はタナトスにあっさりと捕とらえられた。その力はつかまれた足首が折れてしまうのではないかと思うほどに凄すさまじい。だがシュペリの抵てい抗こうを受けたタナトスは怒いかりもせず、食事を前に気分は昂こう揚ようしているようだった。

「じたばたするなら今すぐ喰くうぞ？　聞いてなかったのか？　おれは腹が減っているんだ」

「喰うなら喰えよ！　でも、それはともに戦った後だ！」

「ほう。ずいぶんと威い勢せいのいいことを言う。身体は小さいが心意気はあるようだな」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいがタナトスに通じるかはわからなかった。けれどこれは本心でもある。

　タナトスの協力を得てユノーを助け、母国を守ることができたなら、そのときは喰われても文句は言うまい。ただ、今ここで無む駄だ死じにするのだけは御ご免めんだった。

　羞しゆう恥ちと困こん惑わくで顔を真っ赤にしながら懸けん命めいに張り合おうとするシュペリを見て、タナトスがにやっと笑う。

「おまえの体液なら何でもいい。喰われたくないなら出せ」

「い、──あぁっ！」

　関節が軋きしむほどに脚あしを大きく広げられ、驚愕によって芯しんを失いかけていたそこに齧かじりつかれた。脳内は喰われるという戦せん慄りつに支配されているのに、ぬるぬるとした熱い感かん触しよくに反応して性器が勢いよく立ち上がる。

「う……、や、ぁ──」

　初めて粘ねん膜まくに包まれたこの衝しよう撃げきが、シュペリには受け止めきれなかった。それなのにタナトスは容よう赦しやなく射精を急せき立ててくる。

　粘ねばつく水音を生みながら、顎を大きく上下させて陰いん茎けいをしゃぶる。速過ぎる舌の動きは、まさしく獣けもののそれだった。

「……や！　何っ、する……、──あっ？　あぁ……っ」

　硬く尖とがらせた舌先で先せん端たんの孔あなを抉えぐられ、そこが透とう明めいの蜜みつ液を漏もらし出す。タナトスはようやくありつけた美食を一ひと滴しずくも逃のがすまいと茎をさらに喉のど奥まで吞のみ込んだ。

　羞恥で頭がかっと熱くなり、未知の快感に身体が戦慄わななく。タナトスの熱い粘膜に包まれた茎が痙けい攣れんするみたいにびくびくと動いた。

「震えてる。もう、待てない……早く出してくれ」

「あぁ！　あうぅっ！」

　激しい口こう淫いんと屹きつ立りつに直接響ひびくタナトスの声に、あっという間に昇のぼり詰つめた。タナトスは獣が水を飲むときのようにぴちゃぴちゃと大きな音を立ててあふれてきた精液を堪たん能のうする。

「は、ぁ……最高に美味い。生き返るようだ」

「く、ぅ……も、放せ……」

「まさか。これからだろう？」

　一いつ瞬しゆんでも放すまいと濡ぬれた先端を唇で浅く挟はさみながらタナトスが言う。達したばかりの身体はひどく敏びん感かんになっていて、それすらも刺し激げきになる。開いた脚はタナトスを拒きよ絶ぜつする役目も果たせず、頼たよりなげに揺れるだけだった。

「ひ……！　いや、だっ……」

　性器を長い舌でねっとりと舐ねぶられ、袋ふくろを揉もみしだかれた。ふたたび完全に勃ぼつ起きするまでそれを執しつ拗ように繰くり返され、シュペリの股また座ぐらを銀色の髪かみがせわしなく動く。

「あっ、あっ……も、やめ……」

「ああ、くらくらする。美酒のようだ」

　硬くなった茎を何度も甘あま嚙がみされ、その不規則な刺激がもどかしいとばかりに先端が白く濁にごった蜜を漏らした。熱く濡れたタナトスの舌先がそれを残さず浚さらう。そのたびに腰が跳はねて恥はずかしくてたまらない。

「や、めろっ……、いい加減に、しろ！」

「体液がもう見えてる。強く吸ってやるから、全部出すといい」

　開ききった孔に唇くちびるを押し当て、ちゅう、ときつく吸いつかれた。タナトスの吸引に誘さそわれるようにして、体内に重く残った白はく濁だくが細い管をせり上がってゆく。

「うぁ、あっ……、んんんっ──！」

　たとえ荒あらい快感でも、それを逃すまいと言わんばかりに身体が勝手に動いた。臀でん部ぶがへこむほどに力を籠こめ、腰を突つき上げる。

「はぁっ……は、あっ……」

　二度目だというのに射精する時間は先ほどよりも長く感じて、先端がじんじんと痺しびれた。

　わずかな筋肉しかついていない薄うすい腹を激しく上下させて空気を吸い込む。頭がぼうっとしてまぶたが重くなってきた。

「あ……、も、無理……もう、出ない、って……」

　ぼやけた視界の中で懸命にそう訴うつたえても、少しも聞き入れてもらえない。ひどく酩めい酊ていしたようなタナトスは、柔やわくなった性器をなおも舐り無理矢理にでも立たせようとする。

「いいな……この穢けがれない純潔な血肉。蜜なる体液。もっと出してくれ、シュペリ……」

「あっあっ──！」

　もう何も出ないのに、そこがまた硬くなる。タナトスの激しい搾さく取しゆに何度果てたかわからないまま、シュペリは意識を手放した。




　　　　２




　小鳥たちが囀さえずりはじめるよりも先に目を覚ました。

「………」

　なぜ自分が家の寝しん台だいではなく苔こけ桃ももの上で寝ねているのか、春の夜気はまだ冷たいはずなのに少しも寒くないのかを、シュペリはぼんやりとした頭で考える。

　細い蠟ろう燭そくはとうに溶とけ消えて、その姿を完全に無くしていた。

　──最悪だ。

　薄うす暗くら闇やみに目が慣れるころには、昨日の信じがたい出来事のすべてを思い出していた。

　今まで経験したことのないきつい倦けん怠たい感かんに驚おどろく。それもそのはずだ、あんな滅め茶ちや苦く茶ちやなやり方で何度も放出したことなど無かった。本当に精気を搾しぼり取られたのだ。身体が重くてしかたない。

　ゆっくりと身を起こして己おのれの姿を確かめると、乱れた衣服は荒っぽいなりに着せ直した形けい跡せきが見られ、ローブはその上から掛かけられていた。

　寒くない理由もわかった。すぐそこにある獣じゆう毛もうのせいだ。

　タナトスは狼の姿で眠ねむっていた。その前まえ脚あしには黄金の腕うで輪わが憎にくらしいほどに輝かがやいている。

　初めてしっかりと見たそれは、まるで測ったかのようにぴったりと嵌はまっていた。

　タナトスの前脚がシュペリの腹あたりにあるということは、なかば抱だかれるようにして眠っていたということだ。なんという屈くつ辱じよくだろう。柔らかな獣毛を夢うつつに心地ここちよいと感じていたことなど絶対に認めたくない。

「くっそ……」

　振り向いて見た神しん獣じゆうは起きる気配がまったく無い。腹は満たされたのだろう、耳近くまで深く裂さけた口の、口角が満足そうに上がっているのが見えて無む償しように腹が立ってくる。

　怒りに任せて立ち上がり、眠るタナトスを思いきり蹴けりつけた。

『──ッ、……なんだ？　いきなり何をする』

「おまえこそ！　なに好き勝手してくれてんだよっ！」

『うるさい……。朝から大きな声を出すな』

　中ちゆう途と半はん端ぱに着せられた衣服を手早く整えローブを纏まとった。

　神獣姿のタナトスが当然のように人語を操あやつっている。昨日のことは何ひとつ夢ではないのだ。シュペリは今すぐにでもここを飛び出したくなった。

「よくも、よくもあんなことをっ。二度とするなよ！　やったら破約だ！」

　まだ契けい約やくが成立したのかもわからないのに、勢いでそう言ってしまった。捲まくし立てるシュペリをよそに、タナトスは大きな口をこれ以上ないほどに開いて長いあくびをひとつする。

『ほう、破約か。おれはかまわないが。──おまえ、何も知らないようだな』

「な、なんだよ」

　シュペリと対照的にタナトスはずいぶんと落ち着き払はらっている。人間の姿をしていたなら、立てた片かた肘ひじで自分の頭を支えて余よ裕ゆう綽しやく々しやくと身を横たえているのだろう。タナトスは柔らかな苔桃の上で座る体勢を変え、前脚を組みながら言う。

『おれたち神獣は碧みどりの磁場から離はなれると少しずつ力が落ちる。それを補うのが主あるじの義務だ』

「義務？　補うって、食べ物を？　家か畜ちくを譲ゆずってもらえばいいのか？」

『まぁ、それも方法のひとつではあるだろうが』

　シュペリは真ま面じ目めに考えついたことを口にしたが、タナトスに笑われただけだった。

　察しの悪さを揶や揄ゆするように首をわずかにかしげ、わざとらしく軽い口調で言う。

『昨日みたいに体液を与あたえるのさ。簡単なことだろう？』

「なっ……」

『おれは常に腹を満たしていたいんだ。戦うことは好きだが、すぐに腹が減るのは敵わない』

　タナトスは黄金の腕輪が嵌った前脚の毛け繕づくろいをしながらしれっと話す。

　なんということだ。昨日のような屈辱的な行こう為いを、これからも繰り返し行わなければならないなんて。驚きよう愕がくに身体からだを硬かたくしていると、タナトスが毛繕いをやめて前脚をおろした。

　さっきとはまったく違ちがう顔つきをしてシュペリを睨にらみつけてくる。

『腕輪をされることと服従とは違う。おれは騎き士しなどいなくても戦える。破約？　したいならいつでもするがいい。そうなればおれはおまえを喰くうことができる。その方が腹も満たされるだろうしな』

　シュペリを睨むその紫し紺こんの瞳ひとみが怪あやしく光る。喰われる脅きよう威いが無くなったわけではないのだ。むしろその現実と常に背中合わせでいることに気づき背筋が冷える。でもここでくじけるわけにはいかなかった。

　脅おどされても、たとえ体液を搾り取られることになっても、シュペリにだって譲れないことがある。

「俺、は……。兄を……ユノーを助けたいんだ」

『兄を助ける？　どういうことだ』

「ユノーは七年前の大戦で、町が襲おそわれたとき行方ゆくえ不明になって、それっきりまだ見つかってない。早く助けたいのに騎士団も動いてくれそうにないから、自分で何とかしたいんだ。そのためには神獣の──おまえの力が必要なんだよ」

　シュペリが懸けん命めいに訴えると、紫むらさき色いろの瞳にじっと見つめられた。その言葉に偽いつわりが無いかを見み極きわめているようだった。

「ユノーと一いつ緒しよに神獣も何頭かいなくなった。神獣は、おまえの仲間だろ？」

　その言葉にタナトスはあきれたようにまぶたを半分閉じ、妙みように冷めた視線を寄よ越こしてくる。

『おれに仲間などいない。おれは今まで一人で戦ってきた。他の神獣とも騎士とも、馴なれ合うことは好まない』

「でもおまえたち神獣はフェリエラルドの大切な宝だ」

　奪うばわれた神獣たちをいつまでも放ほうっておきたくなかった。フェリエラルド人として心が痛む。タナトスもさっき言っていたではないか。神獣は碧の磁場から離れると力が落ちると。

「皆みなここに帰りたいって絶対に思ってる。俺は全員を連れ戻もどしたいんだ。どんな手を使ってでも──頼たのむよタナトス、力を貸してくれ」

　最近では皆この話を避さけるようになっていた。時折話題に出たかと思えば、ユノーに関する心無い噂うわさまでついてくる。どうしようもないシュペリは長い間一人でこのことを抱かかえ込んできた。積もり積もった思いが今、兄を救える力を持つ者を前にあふれ出す。

　二人の間にわずかな沈ちん黙もくが生まれた。タナトスはあきれてしまっただろうか。

『おれの腹が減ったらどうしてくれる』

「それ、は……。ちゃんと、やるよ。血でもいいし、家畜だって貰もらってくる」

『おれは人間に飼養される同種族を口になどしないが』

「……っ。──だったら、血液と、……唾だ液えき、も」

　これが精せい一いつ杯ぱいの譲じよう歩ほだった。掌てのひらを切って血液を与えるのはまだしも、気を許し合ってもいない者同士で唇くちびるを重ねて唾液のやりとりをするなど、強い抵てい抗こう感かんを拭ぬぐいきれない。

　逡しゆん巡じゆんを悟さとられまいとしたが無理だった。タナトスは先ほどまでの険しい雰ふん囲い気きを幾いく分ぶん和やわらげ、ふっと短く笑って言う。

『それでいい。──契約成立だ』

「本当に!?」

『ただ、兄を助けたいなら今のおまえでは無理だ。剣けん術じゆつに励はげむなり、弓きゆう術じゆつを磨みがくなり、何か得意なことを極きわめて真っ当な騎士になれ。おまえは小さいし細いし、戦場に出たら一発で死ぬ。神獣の立場になって考えてみろ。伴はん侶りよとなった騎士が初うい陣じんで死ぬことほど虚むなしいことは無いと思わないか』

　タナトスの言うことはどれも端たん的てきでシュペリに反論する余地は無かった。タナトスを得たところでシュペリ自身が強くならなければ、ユノーを助けることはできないし戦場を生き延びて母国を守ることもできない。

「わかった……」

　痛いところを衝つかれたが、神獣の口から契約の締てい結けつを聞けたことに安あん堵どの吐と息いきをつく。

　そんなシュペリを見たタナトスがわずかに語調を軽くして言った。

『ま、おまえも毎日血液や唾液を多く出すのは大変だろう。もっと簡単な方法もある』

「えっ、どんな？」

　手軽で最良の方法があるのなら、最初から教えてくれたらいいのに──シュペリは期待しながらタナトスの言葉を待った。

『人間と直接繫つながると腹が満たされて力が漲みなぎると聞いた』

「な、なんだよ……人間と、──繫がるって」

　不ふ穏おんな空気を感じて無意識に一歩後ろへさがってしまう。それを見たタナトスが紫色の瞳をすうっと細くした。

『決まってるだろう。交こう尾びだよ』

「!!」

　あまりにもあっさりと答えられて、余計に羞しゆう恥ち心しんを煽あおられる。さっきまで蒼あおざめていた顔が耳まで熱くなるのがよくわかった。

『どれほど満腹になれて力が湧わくのか、早く試ためしてみたいものだな』

「な……、なん、で」

　なぜそんな恥はずかしいことを平然と口にできるのだろう。しかも、この神獣は二人が繫がるという受け入れ難がたいことを当たり前のように話している。

　喰われた方がましだと言いたかった。でも頭がのぼせたようになって上手うまく言葉が出ず、シュペリは真っ赤な顔で口をぱくぱくとさせる。するとタナトスが声を抑おさえて笑い出した。

『なかなかいい反応をする』

　顔を蒼くして硬こう直ちよくしたり、そうかと思えば頰ほおを紅潮させて狼狽うろたえたり、ころころと変わるシュペリの表情が気に入ったのか、タナトスは笑うことをやめない。

　──ちくしょ……馬ば鹿かにして。

　からかわれていることにようやく気づいたシュペリは、今度こそ大おお股またで洞どう窟くつを出た。

　後からゆっくりと出てきたタナトスが伸のびをする。四し肢しで立つその姿をあらためて見ると、やはり大きい。平均的な狼おおかみの体長から逸いつ脱だつしているその背は、シュペリの腰こしあたりに及およぶ。

　伸びを終えたタナトスが夜明けの空を仰あおぎながらシュペリに問いかけてきた。

『今、何年だ』

「神皇暦れき三〇三八年だよ。なんで？」

『いや……。少しばかり寝ねすぎたと思ってな。──それで？　これからどうするんだ』

「皇都にある騎士団本部へ行く。演習はほとんど毎日あるけど、その前におまえを連れて総そう帥すいのところへ行かなきゃ駄だ目めだと思う。──皇都に行くのは一度家に戻ってからだけどな」

　湯でも水でもいいから浴びなければ、身体じゅうがごわごわとして居い心地ごこちが良くない。

「急がないと、遅ち刻こくがばれたら総帥に殺される」

　そう言っているのに、タナトスに気のおもむくまま行動され、早々に振ふり回される羽目になった。タナトスはシュペリが転げ落ちてきた崖がけを、たった一度の跳ちよう躍やくで軽々と上る。

「え……？　今の何だよ」

　長身の大人二人分ほどの高さがある崖だ。あまりにも現実離ばなれした光景に思わずぽかんと口を開けて見てしまう。タナトスは長い尾おを一ひと振ふりし、しれっとつぶやく。

『急いでいるのだろう？　ほら、さっさと上がって来い』

「待てよ！　そんなのできるわけないだろっ」

　必死で崖を登りきると、そこにタナトスの姿は無かった。焦あせってあたりを捜さがし、その姿を見つける。タナトスは樹じゆ齢れい一千年を超こえる大樹の前に座り、何かを語らうようにしばらく動かなくなった。そうしてやっと動き出しても、姿をあらわした老ろう齢れいの神しん獣じゆうと長く見つめ合って、早く早くとせかすシュペリの声など聞こうともしない。

　おかげで神獣の森を出るまでに相当な時間がかかった。

「なんで今なんだよ、明日あしたまた来たらいいだろ？」

『長い間眠ねむっていたと言わなかったか』

「長いことって、どのくらいだよ？　まさか一年とか？　そんな長いわけないか」

　先を急ぐシュペリの適当な言葉に、タナトスは答えなかった。

　森を出て草原を横切ると、どこまでも続く麦畑が見えてくる。朝あさ陽ひに照らされた畦あぜ道みちを進むにつれて土の道は舗ほ装そうされた石いし畳だたみに変わっていった。

　町へ入ると、シュペリはこれ以上ないほどの早足で真っ直すぐに家を目指す。

『………』

　人々の騒ざわめきや視線に、タナトスはもう気づいている。

　その視線は決して好意的なものとは言えず、脅威や畏い怖ふ、奇き異いなるものを見る眼めに近い。

　変わり者一家の生き残りが連れてきた、戦せん闘とう向きの大型神獣。紫の瞳ひとみをした銀色の狼に、「伝説の？」「いやまさか」という声が聞こえてきそうだった。

　市街地から少し離はなれた場所に建つ家に着くころには、かなり息が上がっていた。

　扉とびらを開けてタナトスを中に入れ、すぐに閉める。そこに背を預けて深く息を吐はき、呼吸が整うのを待った。すると家の中を見ていたタナトスがこちらを見上げて言う。

『おまえ、厄やつ介かい者もの扱あつかいされているんだな』

「うるさい……」

　七年前、ユノーが姿を消してから、町の人々はシュペリを避けるようになっていた。あからさまにはしないが、態度や言葉の端はし々ばしにそれを感じる。幼いころのシュペリはそのことに泣いていたが、十八歳に成長した今は、彼らと自分との距きよ離り感かんにある種の諦あきらめを感じていた。

　けれどあらためてそう言われると、心が重くもなる。

「早く……ユノーを助けなきゃ」

　ユノーに関する心無い噂は、今もまだ根強く残っているとシュペリは考えていた。タナトスとともに歩くシュペリを見て、神獣を利用し国を裏切ったユノーの弟がなぜ、という疑問を持つ者が出てきてもおかしくはないだろう。

　彼らが話す内容を聞かなかったのか、それともそんな小さなことをいちいち気にする性質たちではないのか、タナトスは少しも態度を変えなかった。けれどその一いつ貫かんした振る舞まいに、シュペリは少し救われた気がした。

　心地ここちよい湯ゆ浴あみも手伝って、幾分気持ちがさっぱりとした。食事を搔かき込み、手早く着き替がえを終える。

「よし、行こう」

　ふたたび家の扉を開けるころには、完全に姿をあらわしていた太陽の光にも後押しされて、シュペリの中にあった昨日の混乱も、先ほどのわずかに沈しずんだ思いも薄うすまっていた。

　町を抜ぬけ、皇都へ向かって歩くその途と中ちゆう、巡じゆん回かい中の騎き士したちと擦すれ違ちがった。皆みな、肩かたに長い弓を携たずさえている。おそらく弓矢隊だろう。

　騎士である彼らは町の人々とは違い、強きものや神獣を素す直なおに敬う気風を持っている。

　皆、タナトスとともに歩くシュペリを見て驚おどろきと称しよう賛さんの表情をして去っていった。そのきらきらと煌きらめくマルス騎士団の制服を、シュペリは強い憧あこがれを抱いだいて見つめる。

　金の飾かざり紐ひもが付いた深緑の上着に、伸しん縮しゆく性せいの高い下衣と膝ひざ上うえまでの長ちよう靴か。

　そして騎士の象しよう徴ちようでもあるフード付きのローブは、太めの縁ふち取どりに金糸で煌きらびやかな刺し繡しゆうがほどこされ、左胸部分には軍神マルスを意い匠しようとした騎士団の紋章エンブレムが輝かがやく。

　騎士団のローブは装そう飾しよく性せいだけを追つい求きゆうしたものではない。内側には大小八つのポケットがあり機能性も高い。水に強い生き地じが使用され、ある程度の風雨ならしのぐこともできる優すぐれものだと聞く。

「格好いいよなぁ」

『なにが』

「あの制服。マルス騎士団の正装……」

『なんだ、おまえ持っていないのか』

「お、俺はこれから貰もらうんだっ」

　タナトスを伴はん侶りよにできたのだから、早ければ今日にも見習い騎士を卒業して、あの輝かしい制服を身に着けることができるはずだ。それだけでシュペリの胸は期待と希望に高鳴った。

　皇こう帝ていの住む都は、巨きよ大だいな湖の中央に浮うかぶ島に建っていた。

　島の岸がん壁ぺきと一体化させた白い城壁が一周張り巡めぐらされ、その内側には小規模だが活気あふれる市街地がある。狭せまい路地には雑貨店、織物店、食堂や酒場が軒のきを連ね、医師や学舎も充じゆう実じつしていて生活に不自由することはない。

　市街地と隣りん接せつした一帯に原野区が確保され、少数だが牛や羊の飼養も行っている。そこを抜けると坂が急きゆう勾こう配ばいになり、坂の上は執しつ政せい官や高位騎士の居住区となっていた。そのあたりから緑が目立ちはじめ、さらにきつくなる坂の先に騎士団本部があった。

　本部の奥は神皇区域と呼ばれ、政治を行う諸機関や皇族の邸てい宅たくが立ち並ぶ。

　そしてその中央に美び麗れい極きわまる皇帝の大だい宮きゆう殿でんが聳そびえ立っていた。

　広大な演習場を四ヶ所も保有するマルス騎士団の本部は、居住区と神皇区域を分断するように両区の間に位置していた。すべては皇帝を守り、国家の中ちゆう枢すう機関を守るためである。

『相変わらず橋は無いのか』

　湖の汀みぎわに立つタナトスがそう指し摘てきする通り、皇都に通じる橋はひとつも架かけられていない。湖を行き来する舟ふねも厳しく管理され、数が限られている。

「タナトスが皇都へ渡わたったことがあるなんて、意外だな。ずっと神獣の森にいると思ってた」

『大昔に二、三度だけだ。もう浅あさ瀬せの場所も忘れた』

「こっちだよ」

　シュペリは湖へ足を踏ふみ入れると、そのまま沈むことなく湖面の上を歩いてゆく。そこは湖底に土を盛り固めた人工の浅瀬だ。

　これが皇都へ続く唯ゆい一いつの道だった。馬が二頭並んで歩けるぐらいの幅はばはあるが、敵兵が容易に渡れぬよう、遠方から見ただけではわからない造りとなっている。

　シュペリは慣れた足取りで浅瀬を進み、タナトスはその後をついてきた。

『そういえば、なかなか原始的な造りをしていると昔も思った』

「でもここを突とつ破ぱできた敵兵はいないぜ」

　タナトスは久しぶりに渡る人工の浅瀬を確かく認にんしたいようで、湖面に顔を近づけた。水に触ふれた鼻先を中心にささやかな波は紋もんが生まれる。

『あれは何だ』

　タナトスは切り立った断だん崖がいのような浅瀬の、その先に見えた湖底で咲さく花に気を取られたようだ。シュペリも同じように湖を覗のぞき込む。

「綺き麗れいだろ？　水底花っていう。湖の底で咲いて、花びらだけ浮かんで来るんだ」

『昔は咲いていなかったように思うが』

　そう説明する間も、白い花弁がひとつまたひとつと浮かび上がり、タナトスの鼻先をかすめて水面を滑すべってゆく。

　しかしタナトスはもう水底花に興味を無くしたようで、無言でシュペリを追い越し先へ行ってしまった。水で濡ぬれないよう、長くふさふさの尻尾しつぽを器用に丸めているのが見えた。

　二人の足元で奏かなでられる水の音は少しずつ異なっていて、でもそれがとても心地よい。

　その音を聞きながら、シュペリは少し先にある島を見つめた。

　神皇区域は美しい宮きゆう殿でんと緑が計画的に配置されていると教わった。群れ立つ樹木の合間から幾いくつもの白い尖せん塔とうが天空へ向かって伸のびている。それらは島の中心にあるものほど高く造られていた。

　移ろう季節を愛めでるための庭園には世界中から薔薇ばらや百合ゆりが集められ、清らかな水の湧わく泉があり、白しろ孔く雀じやくが放たれている。小さいが壮そう麗れいな礼拝堂も建てられており、皇帝は毎日そこで女め神がみたちに祈いのりを捧ささげる。

　皇都の建築物の屋根はすべて淡あわい碧みどり色いろで統一されていて、外がい壁へきの白と、森の深い緑との色調がとても美しかった。

「綺麗だ」

　皇都には碧の風が吹ふくという。それは女神フェリエの吐と息いきなのだとか。風に舞う花がシュペリの栗くり色いろの髪かみを撫なで皇都をかすめて、透すき通るような蒼そう天てんへと吸い込まれてゆく。

　輝く白はく亜あの宮殿も碧の屋根も深緑の森も、真っ青な空も先をゆくタナトスまでも、すべてが煌く湖面に鮮あざやかに反映する。

　さかさまに映った世界には水底花が揺ゆれていた。

　それはシュペリの心をぎゅっと切なくするほどに、美しく幻げん想そう的てきな風景だった。

「本当に、綺麗だ──」

　どうしてだろう、シュペリはこの風景にやむことのない憧どう憬けいを抱いている。

　碧の風光る皇都はすぐそこにあって、いつでもシュペリを迎むかえ入れてくれるというのに。

　憧れの遠い土地という想おもいが拭ぬぐいきれない。

　カナン帝てい国こくをはじめ、周囲の列強がフェリエラルドを我がものにしたいという欲よく望ぼうを抱く気持ちが、シュペリにはよくわかる。

　こんなに美しい国は無い。こんな美しい風景は、世界中のどこを探してもきっと見つからないと思う。フェリエラルドの民たみであるシュペリは自国の誉ほまれと胸を張ってもいいはずなのに、その心にあるのは誇ほこりではなく、痛切な憧れだった。

『どうした。遅おくれるとまずいんじゃなかったか』

「あ。うん──」

　相変わらず尻尾を丸めたタナトスがずいぶんと先にいた。それを追いかけ、島に着くと賑にぎわう市街地は迂う回かいした。そして鍛たん錬れん代わりにきつい上り坂を駆かけ足で登ってゆく。体力が有り余っているのか、タナトスは早々にシュペリを追い抜かしていった。

『遅おそい』

「はぁ、っ……、お……おまえが速過ぎるんだ」

　騎士団本部に着くころには心臓が痛むくらいに息が上がっていたが、演習前にお披ひ露ろ目めの時間を取ることができそうだった。しかし面会の申しん請せいもせず総そう帥すいの執しつ務む室へ行って良いのだろうか。そう迷っていると、背後から名を呼ばれた。

「よう、聞いたぞ、シュペリ」

「ランサム！」

　振ふり向くと精せい悍かんな雰ふん囲い気きを纏まとった長身の男が立っていた。

　ランサム少将はシュペリとは六つ歳の離はなれた高位騎士だ。うっすらと焼けた肌はだに騎士団の制服がよく映はえていて、男のシュペリから見ても好よい顔立ちをしていると思う。

　上官であるランサムに対して砕くだけた物言いをするのは、彼がシュペリたち兄弟の幼おさな馴な染じみでもあり、兄を捜さがすシュペリを唯一理解してくれる存在だからだ。

　若くして高位騎士という同条件からアーク総帥と混同されがちだが、冷れい酷こく無む慈じ悲ひな総帥とは対照的に、少将は俠きよう気きに富んだ人ひと柄がらをしている。

　冷れい淡たんなアークが敬遠される分、情に厚いランサムに人は集まる傾けい向こうにあった。

　神しん獣じゆう隊の筆頭騎士でもある彼は純白の獅し子しを伴ともない、戦場では自身も冷静かつ獰どう猛もうな獅子のように敵兵を次々と斃たおしてゆく。

　戦いの場においてもそれ以外でも部下や後こう輩はい騎き士しの面めん倒どう見みが良いランサムは、部隊の枠わくを越こえて若い騎士たちの絶大な憧れの的となっていた。良家の姫ひめ君ぎみや貴婦人の中には彼の熱心な支持者も多くいて、ランサム少将の功績や好男子ぶりを称たたえるための茶会まで開かれているという噂うわさだ。

「やったなシュペリ。黄金の腕うで輪わを作るのにも苦労していたおまえが、ついに神獣を伴侶にできたなんて」

「うん。大変だったけど、俺、頑がん張ばったよ」

　ランサムに会ったら神獣を伴侶にできたことを一番に伝えようと思っていたが、シュペリが話す前にその情報は騎士団まで届いているようだった。

「しかも伝説の神獣と契けい約やくするとは……。凄すごいぞ、俺も鼻が高い」

「ありがとう、ランサム」

　ランサムはいつも通りシュペリを弟のように扱あつかう。その大きな手でシュペリの髪を無造作に撫で、整った顔に爽さわやかな笑えみを浮かべて言った。

「総帥がお呼びだ。今すぐ執務室へ来いと。いよいよだな、しっかりやれよ」

「わかった。行ってくる」

　深緑色の絨じゆう毯たんが敷しかれた長い廊ろう下かを歩いてゆく。

　思えば総帥とまともに顔を合わせるのは、シュペリがユノーを捜しに単身国境へ向かい、それを阻はばまれて以来、一ヶ月ぶりだ。そのときに強く打ぶたれたんだっけ、とシュペリは自分の頰ほおに手をあてる。

「なぁ、タナトス。頼たのむから総帥の前ではおとなしくしてくれよな。少しでも暴れたり勝手な振る舞まいをしたら、たぶん俺たちその場であっさり殺やられるぜ？」

『何をそんなに身構える必要がある？』

「会えばわかる。とにかく怖こわいんだよ。あの人には伝説の神獣なんて言葉も通用しないだろうからさ」

　執務室の扉とびらを叩たたいて名を告げると、すぐに「入れ」と聞こえた。

　その声からして、すでに氷を連想させる。少々緊きん張ちようしながら扉を開け、先に入るようタナトスを促うながして自分も入室した。

「おはようございます。マルス騎士団・見習い騎士シュペリ、参上いたしました」

「おはよう、シュペリ。おまえ、ずいぶんと頑張ったようだな」

　第百三十八代マルス騎士団総帥、アーク・バローロ──総帥就任六年目の二十七歳、フェリエラルドを守るためだけに生まれてきた彼は、それ以外に興味も趣しゆ味みも何ひとつ無い。

　長く伸ばした眩まばゆいばかりに輝かがやく金髪ブロンドと透き通るような白い肌に、碧色に煌きらめく双そう眸ぼうは本物のペリドットを埋うめ込んだように美しい。

　世の女性が嫉しつ妬としそうな美び貌ぼうと、それを容易に覆くつがえすほどの凶きよう悪あく残ざん忍にんな性格を以もつて、〝軍神マルスの再来〟と国内外にその名を轟とどろかせている。

　騎士団の制服とローブに加えて、右胸から首の後ろまでを覆おおう白しろ貂てんの毛皮は、伴はん侶りよの鋭するどい鉤かぎ爪づめを受け止めるためのものだ。その伴侶──昨日、大聖堂への道で出会ったヒュペリオンは、白貂の毛皮の上で目を糸のように細くして動かない。

　彼はアークの伴侶の証あかしとして首くび飾かざりを身に着けている。その首飾りは緻ち密みつな装そう飾しよくがほどこされ、中央には希少価値の非常に高いアレキサンドライトが輝いていた。

　総帥を見たタナトスはきっと心の中で『稀まれに見る美び丈じよう夫ふだな。どこが怖いんだ』などと思っているに違ちがいない。だがその考えは非常に危険だ。

　──我らが総帥の、その見み目め麗うるわしき姿に騙だまされることなかれ──それは入団した新入り騎士が先輩騎士たちに最初に教わることだった。

　それを聞かされたとき、シュペリは意味がまったく理解できなかったが、今はよくわかる。

　この人は美び麗れいな女神の皮を被かぶった魔ま物ものなのだ。

　その魔ま力りよくめいた美しさで人を惹ひきつけ、何の躊ちゆう躇ちよも無しに縊くびり殺す。そうやって過去、いったい何千の敵兵が総帥の背後に屍しかばねを累るい々るいと連ねてきたことか。母国に仇あだなす者はたとえ女子供であろうと容よう赦しやはしない、まさに冷酷無慈悲の化け身しんだった。

　あの七年前の大戦を終結させたのはアーク総帥だといわれている。

　当時、長い劣れつ勢せいの中、若手騎士だったアークはヒュペリオンを伴って単たん騎き敵てき陣じんに乗り込み、敵将を討うって一個兵団を壊かい滅めつに陥おとしいれた。その姿に仲間の騎士たちは軍神マルスを見たという。

　終戦後も母国の回復に尽じん力りよくしたアークはその功績が認められ、翌年、二十一歳という異例の若さでマルス騎士団総帥の地位に立った。

　他国のものは要いらぬ、自国のものは草一本も渡わたさぬ──決して揺るがない思想の下もとに集つどう精せい鋭えいと、十に及およぶ部隊を一手に纏まとめ上げ、騎士団史に確実にその名を残す稀き代たいの豪ごう傑けつである。

「それで、おまえタナトスを伴侶としたのか？」

　アーク総帥は持っていた羽根つきのペンを置き、シュペリの伴侶を見つめた。やはり一目で伝説の神獣だと理解したようで、ごく自然にその名を口にする。

「はい、一応……。でも、こいつ滅め茶ちや苦く茶ちやです。いきなり人型に──うわぁっ！」

　ガウッと短い咆ほう哮こうがしたかと思うと、もう床ゆかに捩ねじ伏ふせられていた。頭と頰をタナトスの前まえ脚あしに強く押さえ込まれる。

「ぐ、ぅ……何すんだ、放せよっ。痛いってーな！」

　負けてたまるかとシュペリも腕うでを伸のばし、タナトスの喉のど元もとの柔やわらかな獣じゆう毛もうを鷲わしづかみにする。

　その様子を見ていたアークが机に両りよう肘ひじをつき、指をからませた両手の上に顎あごを乗せた。

　すうっと細められたその瞳ひとみに本物の殺気が宿る。　>>>♥

「この部屋で暴れるなら二人まとめて今すぐ始末するが、それでかまわんか？」

「すっ、すみません！　タナトスっ、おとなしくしろって言っただろ！」

　その殺気を感じているだろうに、タナトスは静かになるどころかまた短く吠ほえて嚙かみつくような動きをする。もうどっちに殺されてもおかしくないとシュペリは思った。

「ずいぶんと聞き分けの無い狼おおかみだな。──ヒュペリオン」

　アーク総帥が伴侶の名を呼ぶと、今まで彼の肩かたでじっとしていた大おお鷲わしが翼つばさを広げる。

　次の瞬しゆん間かんにはもう間近で風を切る音が聞こえて、タナトスの頭がヒュペリオンに押さえつけられていた。

　暴れるタナトスを一いつ瞬しゆんでおとなしくさせた総帥の伴侶にシュペリはただただ感かん嘆たんする。

「おまえたちは部屋の外に出ていろ。シュペリ、扉を開けてやれ」

「はい」

　抹まつ殺さつされないだけましだったと、ぐしゃぐしゃにされた髪かみを整えながらシュペリは扉を開けた。出て行く間ま際ぎわのタナトスに、これ以上ないほど鋭い眼光で睨にらみつけられる。

　おれのことを他言したら許さない──眼めでそう伝えられた。

　扉を閉めて総帥のところへ戻もどると、ひどくあきれた顔をしていた。それもそうだろう、伴侶となった騎士と神獣は、あんなつかみ合いの喧けん嘩かなどしない。

「おまえ、本当に契けい約やくを締てい結けつさせたか？」

「契約といっても、半分事故みたいなもので……。強過ぎて俺の手には負えません」

「事故？　なんだそれは。おまえのことだから神獣探しもただでは済まないだろうと思っていたが……よくもまあ毎回我々を驚おどろかせてくれるものだな」

　アークは怒ど気きもあきれも消し、少し意地悪そうな笑みを浮うかべていた。その表情でいるときは、だいたいシュペリの言い分に耳を傾かたむけてくれるときだ。

　勝ち気で元気だけはあるが人一倍手が焼ける見習い騎士を、多た忙ぼうなアーク総そう帥すいが目を掛かけてくれていることに間ま違ちがいは無かった。

「総帥もさっきの見たでしょ？　俺、いつか怒おこったあいつに殺されてしまうかも……」

「タナトスが怒るのも無理はない。あれはおまえが悪い。神獣は各おの々おの独自の生態や能力を持っているが、それを誰だれ彼かれ無しに見せるわけではないからな。神獣については知るに及ばないことがまだ多くある。我々人間は女め神がみの眷けん族ぞくたる彼らの神性と品格を穢けがしてはならない」

　総帥は厳しい人だがその発言はいつも端たん的てきだ。

　たしかに長年神獣に憧あこがれ続けてきたが、その生態をシュペリはほとんど知らなかった。

「神獣がこの者になら知られてもいいという意志で見せる奇き跡せきを、騎士は決して他言しない。それが己おのれの伴侶に対する敬意というもの」

「──はい」

　人語を操あやつることも、人型になれることも、人間の体液を糧かてにできることも、それはタナトスだけの特とく徴ちようや能力かもしれないし、他の神しん獣じゆうにも共通することかもしれない。それのどちらかもわからないのに口外することは軽けい率そつだったと素す直なおに反省した。

「伴侶とした神獣と信しん頼らい関係を築いてゆくのも騎士の務めだ」

「でもあいつ、凄くわがままなんです。美味うまいものしか喰くわないからそれを用意しろって。それも毎日ですよ。どうしよう……」

　誰だれも手の届かなかった孤こ高こうの神獣・タナトスを伴侶とできたのなら、もっとそれを誇こ示じしそうなものを、そんな素そ振ぶりすら見せず心底困った顔をするシュペリにアークは笑った。

「本当に珍めずらしいやつだなおまえは。まぁ、伝説の神獣を伴侶にできたと自じ慢まんするような騎士など、タナトスは最初から認めまい。なかなか相あい性しようはいいようだな」

「笑いごとじゃないですよ。俺、どうしたらいいですか？　総帥とヒュペリオンみたいになりたいけど、まったくなれそうにないし……」

「私たちは長い付き合いだからな。だがあれは私を止まり木ほどにしか思っていないよ」

「そんなことない。強い信頼関係で結ばれてるのが俺たちからでもわかります。神獣を伴侶にして日が浅い若手騎士は、みんな総帥やランサム少将に憧れてるんだ」

「信頼関係か……そうだな。伴侶を女神の眷族として敬い、守り、そしてその高い能力を借りる。神獣と人間、フェリエラルドを守ってゆくという目的意識は同じで、そこは永久に変わらない。日々行動をともにし互たがいに理解を深めていけば、おのずと固い絆きずなで結ばれるだろう」

「それって、わがままを聞いて毎日美味いものを用意しろってことですか？」

「それがおまえたち二人の絆を深めるための近道になるかもな。やってみる価値はある」

　何かを諦あきらめたように肩を落とすシュペリを見て、アークはその美貌に微笑ほほえみを浮かべた。

　ふたたび羽根つきのペンを取り、書類に署名を入れる。

「伝説の神獣をつかまえてわがままとはな。──ま、それもおまえらしい」

　そうやって手て渡わたされた書類を見たシュペリは目を瞠みはった。マルス騎き士し団の入団証明書だ。

「総帥っ。俺、騎士に……？」

「マルス騎士団入団おめでとう。シュペリ、おまえにひとつ確かく認にんしておくことがある」

　そう言うアーク総帥の声が低くなった。

　宝石を嵌はめ込んだように美しいその双眸をすっと細めてシュペリを睨みつけてくる。

「皇こう帝ていはその人ひと柄がらで民たみに敬われる存在であればよい。政治は頭の切れる大臣が馬車馬のごとく働いて動かせばよい。司教は神々を愛めで民の嘆なげきを聞けばよい。そしてこの美しい小国の闇やみと穢れは、我らマルス騎士団がすべて担になう。軍神マルスがその御おん身みをみずから血で穢されたようにな。──シュペリ、おまえにその覚かく悟ごはあるか」

「はい！」

「安易に命を落とすな。規律を遵じゆん守しゆせよ。マルスの騎士となるのなら、その手を敵兵の血に染めてでも母国と伴侶を守り抜ぬく覚悟を持て」

「はいっ。わかりました」

「よろしい。おまえにこれを渡しておこう。今後、紛ふん失しつや破損した場合は政務隊へ報告を。新しい物と交こう換かんしてくれる。紛失の回数が多いと罰ばつ則そくがあるから、おまえは充じゆう分ぶんに気をつけろ」

「あっ……、ありがとうございます！」

　両手で受け取ったその重みに、シュペリは濃のう緑りよくの瞳をきらきらと輝かがやかせた。

　憧れ続けてきたマルス騎士団の制服だ。母国の自然を連想させる碧みどりの上着に伸しん縮しゆく性せいの高い下衣。そして、煌きらびやかな刺し繡しゆうの入ったローブ。その左胸部分にあるマルス騎士団の紋章エンブレムに、シュペリは喜びに震ふるえる指先で触ふれた。

　タナトスを伴はん侶りよとし、それを公式に認められて正騎士となれた。これでユノーを捜さがすための他国へ渡る手立てを見つけられる。明日にでも行動を起こしたい──逸はやる気持ちが表情に出ていたのか、それをアークに見み透すかされた。

「タナトスを得たからといって安易にユノーを捜そうなどとするなよ。おまえは今日これより神獣隊の演習に参加しろ」

「神獣隊の!?」

　もう一度見た入団証明書の所属部隊欄らんには〝神獣隊〟の記き載さいがあった。

　いよいよこのときが来た。シュペリが憧れ、目標としてきた神獣隊──それはマルス騎士団の筆頭部隊だ。常に戦いの最前線に立ち、他部隊を牽けん引いんする。

　純白の大型神獣が黄金の鎧よろいを身に着け立ち並ぶさまは、他のどの国にも真似まねできない威い厳げんに満ちた光景だという。シュペリもその中に立つときが来たのだ。

　急に様々なことが動き出したように思えて胸が高鳴る。しかしアークの一言でそれも一気に冷めてしまった。

「今日は私も参加しよう。神獣隊の演習は最高に悦いいぞ。ユノーを捜す気など起きぬほどにな」

「え……」

　総帥が参加する神獣隊の演習はあまりにも過か酷こくで、必ず脱だつ落らく者しやが出るとの噂うわさだった。

　悦すぎて吐はくなよ、と最後に脅おどしめいた駄だ目め押おしをされて執しつ務む室から退室する。

　扉とびらを開くとすぐそこにタナトスが前脚を揃そろえて座っていた。不ふ機き嫌げんそうにしてまだヒュペリオンを頭に乗せている。その鋭するどい鉤かぎ爪づめが銀の獣毛に食い込んでいるのは、少々気の毒だ。

「ごめん、タナトス。俺、総帥に何も話してないし、これからも誰にも言うつもり無いから」

『………』

　悪いと思ったことは素直に謝るのが自然だ。しかしどうしてかタナトスはただ驚きに目を見開いている。

「なに？　まだ怒ってんの？」

『いや別に』

　タナトスは短くそう言った。伴侶以外の人間の前では隠かくす能力も、神獣同士の前では問題ないようで、タナトスはヒュペリオンがいても普ふ通つうに人語を操る。

　しかしヒュペリオンは話さない。先ほどアーク総帥から教えられたことを思えば、もしヒュペリオンがタナトスと同じように言葉を使えたとしても、シュペリの前で喋しやべらないのは当然のことだ。

　アーク総帥の伴侶というだけで常に注目を浴びる純白の大おお鷲わしには、色々な逸いつ話わがあった。

「ふうん。──おまえ凄すごいな。ヒュペリオンは誰にも懐なつかなくて、総帥以外の生き物には絶対とまらないって逸話があるんだぜ」

『懐かないとはどういう意味だ。こいつはさっきおまえに加勢しただろう？　伴侶以外の騎士を守ることは懐くうちに入らないのか』

「あれは総帥がやれって言ったからだろ。タナトスは同じ神獣だから気を許してるのかな」

『おれたちは旧知の仲なんだ。こいつが雛ひな鳥どりのころからのな。──重いぞヒュペリオン、そろそろ主あるじの元へ戻もどったらどうだ』

「知り合い!?」

　ウー、とタナトスが低い声を出すと、それに応こたえるようにヒュペリオンは一啼なきして翼つばさを広げる。シュペリが閉めたばかりの扉を開けてやると、大鷲は総帥の肩かたに帰っていった。

『しかし兄弟を抑おさえてアークが騎士団総帥になっているとは……さすがに驚いたな』

「えっ？　タナトスは総帥のこと知ってたのか？　いつ会ったんだ？　戦場で見たのか？」

『あいつはバローロ家の末まつ弟ていだろう？　子供のころに会ったことがある。兄が三、四人いたはずだ。全員優ゆう秀しゆうな騎士だったと思うが』

「うん。でも──」

　タナトスはシュペリの知らないことをよく知っていて、それには度たび々たび驚おどろかされるが、肝かん心じんの近年の出来事には疎うとい印象がある。

　騎士輩はい出しゆつの名門バローロ家の悲劇を口にするのはためらわれて、シュペリは少し声を小さくして手短に言った。

「昔の大戦でバローロ家の人たちはみんな殺されたんだ。総そう帥すいの母上や姉上も……。幼かった総帥だけが生き残った。俺が小さいときのことだから、詳くわしくは知らないんだけど」

『………』

　本当に、長く眠ねむり過ぎたようだ──タナトスはそうつぶやいて窓の外の青空を見た。










　マルス騎士団が保有する四つの演習場のうち、最も広い第一演習場に神獣隊の騎士が集合し、演習準備に入っている。シュペリも後おくれを取らないよう、急いで騎士団の制服に着き替がえ、倉庫に行って剣けんと適当な大きさの鉄の鎧を借りてきた。

『何だこれは』

「錘おもり。神しん獣じゆうはフェリエラルドから出ると力が落ちて身体からだが重くなるんだろ？　戦場は国境付近か敵国の土地が多いから、それを想定して演習のときは必ず錘を着けるらしい」

　これはシュペリより早く神獣を伴侶にし、先月神獣隊に配属されたばかりの元見習い騎士仲間に教えてもらったことだ。彼は仲の良かったシュペリが神獣隊に来たことをたいそう喜び、演習が始まるまでの時間に大まかな規則を伝えてくれた。

　これから行われるのは、神獣隊を二つに分けた模も擬ぎ戦らしい。

『妙みようなものを着させるな。おれは敵地であろうと戦える』

「もうっ、頼たのむから言うこと聞いてくれ。初参加の俺たちはただでさえ目立つんだからな」

　またも暴れそうになるタナトスを押さえつけ、宥なだめすかしてなんとか鉄の鎧を着けさせた。

　この半年のうちに神獣を伴侶とした騎士は皆みな、神獣隊の新入り騎士として扱あつかわれる。

　新入り騎士は五、六人ほどいて、知らぬ間に神獣と契けい約やくしていたことを互たがいに驚き合った。

　演習場は緑豊かだった土地をわざと砂と石だけにしている。より戦場に近づけるためだった。

「うわ……すごい……」

　百騎き余いる神獣隊の騎士がそこに集結している。神獣の種族は様々で、獅し子し、豹ひよう、熊くま、山犬、大型の山やま猫ねこ、狼おおかみ、猛もう禽きん類るい──純白の身体をした彼らが同じ場所に集つどい、砂すな煙けむりを舞まわせるその光景にシュペリは圧あつ倒とうされた。

　先せん輩ぱい騎士に誘ゆう導どうされた演習場の右みぎ隅すみで様子を窺うかがっていると、伴侶とともにアーク総帥が馬に乗ってあらわれた。それだけで神獣隊全体の空気が一気に張り詰つめる。

「ヒュペリオンは錘を着けてないな。着けたら飛べなくなるからか」

『あのやたらと大きい宝石のついた首くび飾かざりが錘の役目を担っているんだろう。あいつの重さは尋じん常じようじゃなかった。五百ガルト（約二十キロ）はあった』

「え!?」

〝ヒュペリオンの巣はアーク総帥の肩〟というのが、彼にまつわる逸話のひとつだ。

　シュペリは常に錘を着けて飛ぶヒュペリオンより、何食わぬ顔で彼を肩に乗せて生活している総帥の方が恐きよう怖ふに思えた。

　いよいよ演習が始まる。高位騎き士しの指示を受けて隊列を組んだ。他の騎士と隣りん接せつして立つと、タナトスは人語を使わなくなった。周囲のどの神獣も同じように言葉を発さない。これが総帥の言う〝能力の秘ひ匿とく〟というものなのだろう。

　演習とはいえ使用される剣や火か砲ほう、毒矢までもが本物だ。気を抜ぬけば大おお怪け我がをするし下手へたをすれば死ぬ。戦場さながらの緊きん迫ぱく感かんにシュペリは余よ裕ゆうを無くしていった。

　反対にタナトスは完全な臨戦態勢に入っていた。身体を低くし首を伸のばし、その四し肢しはいつでも飛び出せるよう瞬しゆん発ぱつ力りよくを蓄たくわえている。

　アーク総帥が剣を掲かかげた。同時に演習開始の角笛が鳴り響ひびく。

　相手の隊列から矢が雨のように降ってくる。シュペリは必死でそれらを薙なぎ払はらった。だが早々に矢が神獣たちに当たりそうになり、一気に冷や汗あせが吹ふき出たが、タナトスたちはそれらを軽く避よけてゆく。

　演習を開始して間もなく周囲は砂煙に覆おおわれた。砂さ塵じんを物ともしない純白の豹や山猫が高く飛び上がって敵てき陣じんに切り込む。獅子たちが咆ほう哮こうするだけでその場の空気が大きく振しん動どうした。

　目の前の騎士や神獣たちに気を取られていると、ひゅっと砂煙を切って一本の矢がシュペリの真横をかすめた。不測の攻こう撃げきに尻しり餅もちをつく。先せん鋒ぽうの騎士から怒ど号ごうにも似た報告が届いた。

「総帥が毒矢を放ってるぞっ」

「すみやかに神獣を下げろ！　盾たてを持つ者が最前で隊列を組み直せ！」

　ランサム少将の指示が聞こえた。アーク総帥の放つ矢の速さと飛ひ距きよ離りは尋常ではない。

　あの細身からは想像がつかないほどの強きよう肩けんだ。日々錘を着けるヒュペリオンを乗せているからこその力だろう。

　砂煙の間にシュペリを見て笑っているアークの姿をみとめた。

「もっと私を楽しませろ。ほらシュペリ、早く立たないとおまえの伴はん侶りよを殺してしまうぞ？」

　アークは戦場には似合わぬその綺き麗れいな貌かおに微笑ほほえみを浮うかべて、新しい毒矢をつがえる。

　その美しくも禍まが々まがしい姿は軍神マルスにしか見えなくて、身体がぶるぶると震ふるえた。

　彼の姿を見た敵兵は異国の女め神がみから与あたえられる甘美な死の予感に、シュペリ以上の震えをおぼえるのだろう。

　マルスの化け身しんがつがえる矢の先には戦うタナトスがいる。総帥は本気だった。

「戦場でぼんやりとしてどうする？　それで愛する伴侶を守れるのか？」

「くっ、そ……！」

　苦労して契約した神獣を死なせてたまるか──シュペリは立ち上がると震える足を自分の拳こぶしで殴なぐり、全力で駆かけてタナトスを追う。相手の騎士や神獣に攻撃を仕し掛かけるタナトスの頭になかば飛び乗るようにして伏ふせさせると、間かん一いつ髪ぱつ、毒矢がシュペリの髪かみをすり抜けていった。

「その調子だ。神獣を死なせるくらいなら自分が盾となって死ね。それがマルス騎士団神獣隊の戦いだ」

　アークはそう言って軽快に笑うと砂煙に姿を消した。シュペリとタナトスを標的から外したようだ。しかし総帥の姿が見えなくなって初めて、その肩に大鷲がいなかったことに気づく。

「タナトス！　上だっ」

　はっとして空を見上げると、ヒュペリオンをはじめとする十羽以上の猛禽類が旋せん回かいしている。今にも雷かみなりのような速さで急降下してきそうだった。

　完全な戦せん闘とう状態に入ったタナトスが『さっさとかかってこい』と言わんばかりに天空へ向けて咆哮する。その声に周囲の騎士や神獣が空から狙ねらわれていることを知った。

　噂うわさ通り、この演習はシュペリが今まで参加していた歩兵隊のものとは比ひ較かくにならないほど過か酷こくだった。どれだけ時間が過ぎたのかもわからなくなり、息はとうに荒あらくなって、大きく呼吸をすれば砂塵まで口内に入ってくる。強い眩暈めまいと吐はき気がした。

　空ばかりに気を取られていると、その隙すきをまた突つかれる。騎士を乗せた純白の大おお熊くまが三頭、隊列を組んで進行してきた。

　そこへ獅子に跨またがったランサムが彼らの前に躍おどり出る。

「シュペリ、伴侶を守れ！」

「はいっ」

　二頭の大熊を薙ぎ払ったランサムが叫さけび、残りの一頭がタナトスめがけて突とつ進しんする。

「タナトス、下がれっ」

　タナトスを守るためシュペリは剣を振ふりかざして迎むかえ撃うとうとしたが、疲ひ労ろうからかその剣はずいぶんと重く感じられた。なかばそれに引きずられるようにしてよろめき、転んでしまう。

　その背後から銀色の塊かたまりが飛び出した。タナトスはシュペリを飛び越こえると大熊の眉み間けんに強きよう烈れつな蹴けりを与え、そこに跨る騎士の肩かたに嚙かみついて地面に叩たたき落とす。

　シュペリの目の前で熊の巨きよ体たいがどうと倒たおれ、騎士が背をしたたかに打つ。タナトスは銀の肢し体たいをくるりと一回転させて足音もなく着地した。

　同時に演習終しゆう了りようの角笛が鳴り響く。

　ばくばくと鳴る心臓が痛んだ。荒い呼吸を繰くり返しながら見やったタナトスの姿には傷ひとつ無く、息さえ少しも乱さずに長い尾おをゆっくりと振って砂を落としていた。

　おれがおまえを守った方が話が早そうだな──肩かた越ごしにシュペリを睥へい睨げいしてくるタナトスの、深い紫むらさき色いろの瞳ひとみがそう言っているのがよくわかった。恥はずかしくて情けなくて顔が赤くなる。

　シュペリは無様に座り込んだまま、返す言葉が見つけられなかった。

　タナトスは戦闘に生きる神獣そのものだ。傷つくことに恐おそれなど欠片かけらも持たず、躊ちゆう躇ちよなく敵陣へ突き進んでいた。それもただ闇やみ雲くもに突進するのではなく、どこに敵兵がいるのかをすべて把は握あくしたうえでの行動だ。シュペリが転んだことで生まれた一いつ瞬しゆんの隙すら逃のがさずに、大熊と騎士を同時に伸のすという大おお技わざを軽々とこなしてしまう。

　戦い慣れたその姿に見み蕩とれずにはいられなかった。

　シュペリの気持ちも知らないで、タナトスが『早くこの錘を外せ』と身体をぶつけてくる。力の入らなくなった両手で鎧よろいの留め具を外していると、同じ隊列で戦った先輩騎士たちが近づいてきた。その表情は意外にも穏おだやかで笑え顔がおの者もいる。

「凄すごいな。さすがは伝説の神獣タナトスだ。今日は騎士団の士気がかなり上がってたぜ」

「こんな近くで見られる日が来ようとは。久々に騎士の血が騒さわいだよ」

「お手て柄がらだなシュペリ。総そう帥すいも演習に力が入るわけだ」

　そうやって先輩騎士たちは口々にタナトスを称しよう賛さんし、明日あしたも死ぬなよ新入り、とシュペリにも声をかけて演習場を去ってゆく。

　アーク総帥は演習終了の角笛が鳴ると同時に執しつ務む室へ戻もどったようで、広い演習場にはシュペリと同じように力を使い果たして座り込む新入り騎士や、今日の演習の反省点を熱心に話し合う中ちゆう堅けん騎士たちがぱらぱらと残るくらいになっていた。

　近くに騎士がいなくなると、タナトスはやっと人語を操あやつる。

『もう終わりか？』

「ああ、そうみたいだな。俺は新入りだから演習場の掃そう除じとか兵略講義がまだあるけど」

『腹が減った。怪け我がしてるなら、その血でいいから飲ませろ』

「残念ながら、どこも怪我してない。少し辛しん抱ぼうしてくれ……」

　シュペリは大きな息をつく。

　強いものを素す直なおに認めてくれる先輩騎士たちの反応はありがたかった。町の人々ほど懐かい疑ぎ的てきな視線も無かったように思う。

　自分自身もそうだがタナトスが自然とマルス騎士団に受け入れられたような気がして、そこには確かな喜びと安あん堵どがあった。

　やっと立ち上がって制服をはたく。煩わずらわしく思われるのを承知で、ふさふさの獣じゆう毛もうについた砂すな埃ぼこりを払ってやると、意外にもタナトスはまぶたを閉じてシュペリに身を任せていた。

　けれどその眉間には深い皺しわが刻まれている。それを見たシュペリはタナトスの『人間や他の神しん獣じゆうと馴なれ合う気など無い』という言葉を思い出した。

　それが本心なら、タナトスは触ふれられることに慣れていないのかもしれない。

「よし、綺麗になったぞ。おまえはここで待ってろよ」

　講義堂へ行く前に演習場を片づけ、借りた物を倉庫に返へん却きやくする必要がある。

　シュペリは足元にばらばらに転がっていた剣けんとタナトスの鎧を拾い集めた。

「凄いのは伝説の神獣だけだな。シュペリ、おまえはただの足あし手で纏まといだ」

　突とつ然ぜん、背後から悪意に満ちた声がした。嫌いやでも聞き憶おぼえのある声だ。

　シュペリはゆっくりと振り向く。そこにいたのは同期騎士・エリクだった。

「なんだ？　いきなり。俺、おまえに何かしたか？」

　エリクは何かと言い掛がかりをつけてくる面めん倒どうなやつという印象しか持っていなかった。それも、見習い騎士のころからずっとだ。

　性格も考え方もまったく違ちがうため衝しよう突とつも多かったが、同じ神獣隊になったのだからそれも解消されると思っていた。シュペリの考えが甘かったのだろうか。

　タナトスは状じよう況きようが把握できていないようだった。エリクが唇くちびるを歪ゆがめて薄うすら笑いを浮かべる。

「演習でも足を引っ張ってたな。ランサムさまの的確なご指示が無ければ今ごろ神獣は毒矢に当たって死んでいたんじゃないか？」

　穏やかではない雰ふん囲い気きに、他の同期騎き士したちが二人を遠巻きにして様子を窺うかがっている。

　そんな空気を破るようにシュペリは身体からだを一歩前に出す。売られた喧けん嘩かだ、買ってやろうと思った。

　エリクは神経質そうな細い眉まゆを片方だけ上げてなおも続ける。

「騎士の力が無さ過ぎるのも神獣にとっては不幸なことだ。あまり不ふ釣つり合あいだと神獣の品位が落ちるよ」

「なんだと……」

　やめとけシュペリ、と周囲から声が上がった。動かした視線の先に、耳をぴんとそばだてるタナトスが見えた。

　タナトスもエリクと同じ考えでいるのだろうか。シュペリは精せい一いつ杯ぱいタナトスを守ったつもりでいたのに。

「兄が兄なら弟も弟だ。兄弟揃そろって足手纏いなんてな」

「っ！」

　エリクの口からユノーのことが少し出ただけで、過酷な演習にくたびれていた身体が急に熱くなる。無意識に握にぎり締しめた拳が怒いかりで震ふるえた。

「俺が足手纏いだと？　それとユノーと何の関係があるんだよ！」

「関係あるさ。おまえの兄も、それなりの地位が約束されていたのに動物を追いかけてばかりで、結局我が国にとっては足手纏いで厄やつ介かいな存在になっただろう？　神獣を利用した者の弟がよく堂々と神獣を従えているものだな。ランサムさまもなんでこんなやつに肩かた入いれ──」

「この野や郎ろう！」

　シュペリは抑おさえきれない怒りに任せてエリクに殴りかかった。

　自分のことはどう言われようがかまわないが、ユノーを悪く言われることは耐たえられない。シュペリのせいでタナトスの伝説級の評価が落ちると、気にしていたことまで衝つかれた。

　腹が立ってしかたがなかった。一発殴らなければ気が済まない──。

　にわかに周囲がわっと騒ぎ立つ。シュペリを止める者、二人の間に入る者、もっとやれと囃はやし立てる者など、若手騎士が数人入り乱れた。

「やめろ！　何を騒いでいる？」

　それらを止めたのはランサム少将だった。

　演習場に朗々と響ひびいた少将の一声で、関係の無い騎士たちはさっと散ってゆく。

　シュペリはエリクとともにランサムからきつい叱しつ咤たを受ける羽目になった。　>>>♥

「この場に総帥がおられたら、反省房ぼう行きでは済まなかったぞ。さらに重い懲ちよう罰ばつが与あたえられていただろう。くだらない言い合いで秩ちつ序じよを乱すな。マルス騎士団の名に恥じぬ行動を取れ！」

「も、申し訳ありませんランサムさま……」

　ランサムは声が大きいだけで言っていることは正しく、恐きよう怖ふは無い。それなのにエリクはわかりやすいほどに意い気き消しよう沈ちんし、辞じ儀ぎするとその場を足早に去っていった。その横顔は泣き出しそうにも見えて、シュペリはエリクに言われた嫌なことも一瞬忘れ、大だい丈じよう夫ぶかあいつ、と心配してしまうほどだった。

　不思議なことに、あの意地悪なエリクがランサムの前だけでは今のようにしおらしくなる。いつもあれくらいおとなしいとシュペリも助かるのだが。

「ランサム。ごめん」

　エリクの後ろ姿を見ながら溜ため息いきをつくランサムに、シュペリも頭を下げて謝った。

　ユノーのことがからむとどうしてもすぐに周りが見えなくなってしまう。特に見習い騎士になってからのこの半年、焦あせりは日を追うごとに強くなっているような気がした。

　素直に謝るシュペリに、ランサムは怒ど気きを完全に消していた。

「シュペリ。喧けん嘩かっ早ぱやいのはおまえの悪い癖くせだ。周囲の心無い声になんて惑まどわされるな。ユノーはそんなやつじゃないってことは、俺やおまえが一番よくわかってるだろ？」

「うん。……俺、駄だ目めだな。ユノーのことになると頭に血が上って……」

　ランサムがシュペリの立場をより理解してくれているのは、彼自身ユノーと親交があったからだ。明朗闊かつ達たつなランサムとおとなしいユノー、二人は真逆の性格をしているにもかかわらず、とても仲が良かった。

　タナトスは少し距きよ離りを置いて座り、前まえ脚あしを綺き麗れいに組んでいた。その堂々たる風ふう貌ぼうを見つめながらランサムが言う。

「まさしく伝説の神獣だな。演習中のあの動き……どこにも無む駄だが無かった。総帥も演習中はああだったけど、おまえたちに目を掛かけているからこそだ。おまえがタナトスを伴はん侶りよにしたなんて、ユノーが知ったら大喜びするだろうな」

「うん。俺も早く伝えたい」

　誰だれよりも神獣たちを愛し、大切にしていたユノー。タナトスを見たらきっと自分のことのように喜んで、たくさん褒ほめてくれるはずだ。そんな日が早く来るといい。笑みに満ちた優やさしい兄の顔を想像するだけで気持ちが逸はやった。

「でも無む茶ちやはするな。騎士団の調査隊も諦あきらめずに動いている」

　その報告を聞いてつい前のめりになるシュペリの頭にランサムの手が触れた。その手はぽんぽんと軽く弾はずみ、わずかに乱れていた前まえ髪がみをそっと梳すく。

　その一連のやりとりを遠くからエリクが羨せん望ぼうの念を籠こめて睨にらみつけていたことに少しも気づかず、シュペリはランサムの言葉に夢中になった。

「調査隊が動いてるって、騎士団公式の？」

「総そう帥すいの指示に間ま違ちがいないだろう。最近は総帥との会話にこの話題が出ることもある。何か情報をつかんだらすぐおまえに知らせてやるから」

「本当に!?」

「ああ、もちろんだ」

　消えたユノーと神獣たちについて、深く語り合えるのはランサムだけしかいない。シュペリにとって彼は大切な幼おさな馴な染じみであり、頼たよりになる上官だった。

「騎士団の調査隊なら、すぐに情報をつかんでくれる？　俺にも情報収集ができたらな……でも総帥は絶対駄目だって」

「当然だ。国外での情報収集は危険だからな。専門である彼らに任せた方がいい」

「でも、せっかく神獣隊に入れたんだ。タナトスも力を貸してくれる。俺でも何かできることは無い？」

「うぅん──」

　アーク総帥にはきつく止められていたが、それでも逸る気持ちは抑えられない。シュペリがすがるように訊たずねると、ランサムは腕うでを組んでまぶたを軽く閉じる。そしてしばらく思案した後、ぱっと目を開いた。

「──そうだ。一週間後、我が国で開かい催さいされる国際会議がある。各国の情勢報告や貿易協定の改定を行う定例会議だ。シュペリも聞いたことはあるだろう？」

「うん、毎年どこかの国で必ずやってる大きな会議だろ。今年はフェリエラルドでやるんだったよな。──あっ。ランサム？　もしかして……」

　演習場に留とどまっていた残りの騎士たちも去ってゆき、残るのはシュペリとランサム、そして各おの々おのの伴侶だけになっていた。それでもランサムは顔を寄せてくるなりひそひそ声で話し、シュペリはそれに真しん剣けんに聞き入る。

「そうだ。会議中は無理でもその後に開かれる夜会なら、周辺諸国の要人と接せつ触しよくする機会があると思わないか？　幸い俺たち神しん獣じゆう隊は賓ひん客かくの護衛や夜会会場の警固を任される。あまり大きな声では言えないが……フェリエラルド内で情報収集をするには最大の好機かもしれん」

「本当だ。俺、そんなこと思いつきもしなかった」

　やはりマルス騎士団神獣隊の力は大きい。思いもよらぬ機会が巡めぐってきて、シュペリは深い碧みどり色の瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせた。それを見たランサムは苦く笑しよう交じりに言う。

「俺が動くよ。だからおまえはあまり大きな動きをせずに会場警固に集中するんだ。特に総帥にはばれないように。俺たち騎士団はあくまで現場の安全確保が最優先任務だ。わかったな」

「わかった！　ありがとうランサム」

　頼りがいのあるランサムを本当の兄のように思いながら、元気よく礼を言う。それに笑え顔がおで応こたえてくるランサムの力強い腕が肩かたに回ってきた。

　タナトスはじっと二人の会話を聞いている。なぜかその眉み間けんには深い皺しわが刻まれていた。










「きつい──」

　家に戻もどるころには夜になっていた。星の群れを愛めでる余よ裕ゆうも無く、早々と扉とびらを開ける。

　契けい約やくと同時に底をつくほど体液を搾さく取しゆされ、森で一夜を明かし、そのまま参加した初めての過か酷こくな演習、その後の喧嘩騒さわぎ──めまぐるしく変化する環かん境きようにシュペリは疲つかれ果てていた。

　タナトスを板張の床ゆかで眠ねむらせるわけにはいかないため、今は使われていない父親の部屋へのろのろと向かう。そこから引っ張ってきた敷しき物ものを数枚重ねて厚みを増やした。

『苔こけ桃ももは無いのか？』

「無い……。近いうち採りに行くから、今はわがまま言わないでくれ」

　ローブを脱ぬいで寝しん台だいへ向かい、ひどく重くなった身体からだをそこに沈しずめる。髪かみも制服も砂っぽくて、風ふ呂ろに入りたいし食事もしたかったが、何もかもが億おつ劫くうだった。

　横になったまま足を動かし長靴を脱ぎ捨てると、幾いく分ぶん解放感があった。閉じていたまぶたをゆっくりと開いて見たタナトスは、敷物の上に四し肢しを折って座り、毛け繕づくろいをしている。

　窓から差し込む月明かりを受け、銀色の毛並みが神秘的な美しさを呈ていしていた。

　──黙だまってそうしてると凄すごく格好いいんだけどな。

　あらためて思うと不思議だった。つい一昨日おとといまで一人だったこの家に、今はタナトスがいる。しかも彼は伝説の神獣だ。人じん智ちの及およばぬ能力を持ち、言葉を操あやつり人型にもなれる。

　恐おそれるものを持たない強く美しい神獣──少々傲ごう慢まんで、わがままでもあるけれど。

　月の雫しずくで染めたような綺麗な肢し体たいに、シュペリはタナトスにまつわる伝承を思い出した。

　異色の神獣に対する畏い怖ふと崇すう拝はいが入り交じった、その誕生物語。

「あのさ……。魔ま物ものたちが集つどう銀の月の夜に生まれたって……あれ、本当か？　魔物たちもフェリエラルドを守りたくて、その魔ま力りよくを一いつ匹ぴきの神獣の仔こに託たくしたら、真っ白だったその仔の獣じゆう毛もうは銀色に、淡あわい碧だった瞳は紫むらさき色いろになったっていう──」

　そんな御お伽とぎ話ばなしみたいなことをシュペリも本気で信じているわけではなかった。けれどそれを訊きいてしまいたくなるほどに、タナトスは匂におい立つような魔ま性しようと神性を纏まとっている。

　やはり、笑われてしまった。その声はとても落ち着いていて、疲ひ労ろうした身体にもすっと入ってくる。

『それは人間がおれを奇き妙みような存在にしたくて勝手に想像したことだろう？　おれは普ふ通つうに狼おおかみの腹から生まれた。この銀毛はただの偶ぐう然ぜんだ。魔物とも会ったことは無いな。フェリエラルドを守る力を得ることができるなら、身体や瞳の色など何色でもかまわない』

　その異形の姿に、フェリエラルドの民たみは敬いもするが恐れも抱いだく。しかしタナトスは少しも気にしていないようだった。シュペリはただ純じゆん粋すいに凄く綺麗だと思ったが、それを素す直なおに伝えるにはまだためらいがある。代わりにシュペリはその強さを称しよう賛さんした。

「タナトスが強いってことは聞いてたけど、噂うわさ以上の強さだな。今日実際に見てぞわぞわって鳥とり肌はだが立った。周りのみんなもそう思ってたよ」

『戦ってフェリエラルドを守るという行こう為いは、戦せん闘とう型の神獣に与えられた本能だからな。死ぬその一いつ瞬しゆんまで強さを求め続けるようできてる』

「えっ、まだ強くなるつもりか……？」

　演習の後半、転んでしまったシュペリの背後から疾風はやてのようにあらわれたタナトス。計算された俊しゆん敏びんな動きで自分より大きな熊くまを易やす々やすと倒たおしたあの姿には感動すらおぼえた。

　エリクの言う通り、シュペリはタナトスには不ふ釣つり合あいなのかもしれない。

　アーク総帥のように華きや奢しやな身のうちに強きよう靭じんな精神と肉体を持ち合わせているわけではないし、ランサム少将のような絶大な人望があるわけでもない。

　それでも、母国フェリエラルドを守りたいという気持ちは誰よりも強いと信じている。

　もっと鍛きたえて強くならなくては。戦場で伴侶を守り抜ぬけるくらいに。この背の低さはどうにもならないから、得意な機動性を高めなきゃな──そう思いながら、毛繕いをするその様子にしばし見み蕩とれていると、タナトスが視線を動かすことなく話し出す。

『人間はずいぶんと無駄なやりとりをするものだ。あのエリクという子供はくだらないことばかりを言う』

「えっ……」

　心を読まれたのかと思ったがそうではない。あれだけ派手な喧けん嘩かをしたのだ、タナトスも不思議そうに見ていたことを思い出した。

「俺のせいでタナトスの品位が落ちるって言ってた……」

　本当にそうなってしまうのだろうか。だとしたらタナトスに申し訳ないし、何よりひどく悔くやしい。そんなシュペリの不安を消すようにタナトスがふっと笑う。

『おれがそんなことを気にするとでも？　おまえも気にするだけ無駄だ。やめておけ』

「き、気にしてなんかない」

『まあ、くよくよ悩なやむな。誰が何を言おうと関係ない、おれは自分で判断する。こいつは駄だ目めだと思った時点で喰くってやるから』

　タナトスなりに慰なぐさめてくれているのかと思ったが、言葉の後半を聞いてそれが勘かん違ちがいであることに気づく。捕ほ食しよくの対象であることはこの先もずっと変わらないのだ。

　けれど、そう言うタナトスの前まえ脚あしにはシュペリだけの伴はん侶りよという証あかし──黄金の腕うで輪わが月光を反射して輝いている。

　この関係はとても言いあらわしにくい。

　まるで見えない鎖くさりで互たがいを繫つなぎ合っているようだった。

　離はなれたくても離れられず、背中合わせでありながら、協力を得る代だい償しように体液を与あたえる。

　情じよう況きようによっては守りもするし守られもするが、油断すれば喰われてしまう。

　危険を孕はらむこの関係に、昨日はただ狼ろう狽ばいするだけだった。しかし今はそれが居い心地ごこちの悪いものだけではなくなってきている──シュペリは複雑な気持ちになった。

「国際会議と夜会があるって、ランサムが言ってたな……。なぁタナトス、俺もマルスの騎き士しとして護衛任務に就つくんだぜ」

　よくわからない自分の気持ちをごまかすみたいに、シュペリは話題を変えた。眠ってしまっても良かったのだが、伴侶となった銀色の神獣ともう少し話をしたいという思いもあった。

『それがおまえの最初の仕事になるのか？』

「たぶんな。会議と夜会には周辺諸国からの客人が大勢参加するんだ。カナン帝てい国こくの要人も」

『カナン帝国？　長年緊きん張ちよう状態にある国の人間まで入国を許すのか』

「そう。……ユノーは、カナン帝国にいるかもしれないんだ。だから夜会は情報収集の絶好の機会だってランサムが教えてくれた」

　シュペリはユノーが潜せん伏ぷくしている可能性の高い敵国の名をタナトスに伝えた。

　しかしあの心無い噂を自分から口にすることはできなかった。

「ユノーたちのこと、何かわかるといいけどな」

『あの高位騎士は、おまえにはずいぶんと甘いようだ。おまえが懐なついているせいか』

「懐いてなんかない。ランサムはユノーと仲が良かったから俺にも優やさしくしてくれるんだ」

　ランサムはシュペリたち兄弟の幼おさな馴な染じみで今は上官だというのに、それを懐いているなどと、タナトスはおかしな言い方をする。シュペリは眠ねむ気けの差しはじめた頭でそう考えた。

『ふうん。ユノーとね。──おまえ、ユノーとは何歳離れている？　どんなやつだ』

「八つ年上だから今は二十六歳だよ。凄く優しくて、料理も上手だった。勉強も教えてくれて、物語もたくさん聞かせてくれた。誰だれかが守らなきゃ駄目なくらい、ひ弱だったけどな」

『兄というよりは母親のようだな』

「そこが魅み力りよくなんだろ？　弱くても頭が凄く良かったし、本当に優しかった。俺が友達と喧嘩して怪け我がを作って帰っても、怒おこらずに『強いねえ』って褒ほめてくれた。ユノーの作る傷薬は絶対に沁しみないんだ」

『そんな若い頃ころから薬を調合する知識と技術を持っていたのか。それは貴重だな』

「な？　凄いだろ？　ユノーは神獣や動物が大好きで、よく神獣の森にも行った。今思えば動物たちと会話してたんじゃないかってくらい、ユノーはいつも動物と触ふれ合ってたな」

　シュペリはまぶたを閉じて、森に佇たたずむ兄の姿を思い起こす。リスや小鳥を肩かたや頭に乗せたユノーの足元に、狐きつねや小こ鹿じかが集まってくる。その風景をシュペリは幼心に不思議な気持ちで見つめていた。ほんの少しの羨うらやましさも籠こめて。

「神しん獣じゆうを守るためにユノーは獣じゆう医いになったんだ。医学校も首席で卒業したんだぜ。俺の自じ慢まんの兄だ。俺はユノーを守るために強くなるって決めたんだ」

『それならなぜ姿を消した？　エリクとかいうやつが言う、国の足あし手で纏まといとは何だ？　神獣を利用したという──』

「ユノーは足手纏いなんかじゃない！　神獣を利用するはずない！　なんでそんな言い方されなきゃ駄目なんだっ……」

　閉じていたまぶたを見開き、シュペリは躍やつ起きになってエリクの言葉を否定した。反対にタナトスは紫の瞳ひとみをすっと細める。

『怒らずに説明できないか。おれは事情を知らない。おまえは演習場にいるときもその言葉に過か剰じように反応していた。それが気になっただけだ』

「……ごめん」

　またむきになってしまったことを悔くやむ。ランサムにも指し摘てきされたこの癖くせを直さなければ、せっかく得られる機会も自分で駄目にしてしまいかねない。

　シュペリは大きく息をつき、タナトスにユノーが失しつ踪そうするまでの経けい緯いを話した。

　七年前のカナン帝国による大規模な侵しん攻こう。破られたマルス騎士団の隊列。炎ほのおを上げる町や村々。その騒そう動どうの中、姿を消した神獣たちと、同時にいなくなった兄。

　兄は攫さらわれたのではなく、カナン帝国に神獣を差し出して命いのち乞ごいをしたという噂。

「今じゃすっかり裏切り者扱あつかいだ。でもユノーは絶対にそんなことしない。俺は何が何でもユノーの潔白を証明するんだ」

　ユノーを自分の手で救い出す。それだけが今のシュペリを突つき動かしている。

「俺がユノーを助けるんだ、でなきゃ俺は──」

　いつまで経たっても兄は母国に帰れない。そしてシュペリはユノーだけが知っている、自分自身に関する真実をいつまでも訊くことができない。

　見えない敵を、そしてユノーを捉とらえたい一心で、シュペリは深くなった夜の闇やみを睨にらみつけた。

『わかったよ』

「タナトス？」

　諭さとすような落ち着いた声が耳に届く。そこで初めてシュペリは自分が気を荒あら立だてていることを知った。ユノーの話をするといつもこうなるが、ここまで気持ちが昂たかぶるのはしばらくぶりかもしれない。

『おまえがどれほどユノーを慕したい、救いたいと思っているかよくわかった。しかしなぜそれほどまでに自分で救出することに拘こだわる？』

「え……。どういう意味……？」

『おまえは昨日、兄を助けることに協力してくれと言ったが、今の話からして、相手はカナン帝国という国家だ。相手が強大過ぎる。おれは力などいくらでも貸してやれるが、おまえがどうこうできる相手じゃなさそうだ。それでもおまえはマルス騎士団に任せ、救出の機会がおとずれるまで待とうとは思わないのだろう？　そこまでおまえを駆かり立てるものは何だ？』

　冷静に状じよう況きようを分ぶん析せきされて、答えに窮きゆうする。

　自分の手で助け出し、すぐにでも訊たずねたいことがあるなどとは、タナトスには言えなかった。

「たった一人の家族だから、自分で助けたい。そう思ったら駄目なのか？」

『いいや。駄目とは言ってない。力を貸すと約束した以上、おれはそれを守るしな。ただ、その表情。ユノー救出を語るときのおまえの表情は、ひどく強こわ張ばっている。子供のようなその顔には不釣合い過ぎていただけないな。──他ほかに話してないことは無いのか？』

「なっ、何だよ、子供みたいって……、強張るに決まってるだろ。家族が攫われてるんだぞ」

『……それだけには見えないが』

　暗くら闇やみに光る紫し紺こん色の瞳にとらえられ、どきりとした。

　タナトスは何も知らない。おそらく、その鋭するどい嗅きゆう覚かくでシュペリの中の不安を嗅かぎつけたのだ。

　指摘された通り、シュペリには誰にも言っていない秘密があった。けれど今それを口にすることはできないし、したくない。

「話してないことはもう何も無い。……今日は疲つかれた。眠ねむい。もう寝ねさせてくれ」

『シュペリ？　まだ寝るな。腹が減ったと言ってるだろう』

　タナトスが足音もなく寝しん台だいに飛び乗ってきたような気がしたが、重いまぶたをまた開く気になれなかった。眠った振ふりをする必要もなく、シュペリはそのまま意識を手放した。

　ひどく疲れているのに夢を見る。またあの夢だ。

　シュペリは泥どろのように眠っているのに、そこから無む理り矢や理り引き上げられ、見せられる夢。

　今は嫌いやだ、思い出したくない──けれど夢は残ざん酷こくで、シュペリの心の奥底にある不安を鮮せん明めいに映し出す。

　大戦の最中、戦火は町にまで広がりつつあった。町の人たちと一いつ緒しよに逃にげなくてはいけないのに、ユノーは一人、大きな鞄かばんを持ってどこかへ行こうとしている。シュペリは必死になって兄を止めようと追いかける。でも絶対に追いつくことができない。

　そこで振り向くユノーは、いつもシュペリに何かを伝えようとしていた。

　──シュペリ……おまえは本当は……。

　──え？　なに？

　──神獣の森で拾われ……おまえの母、は……。

　──待ってよユノー、聞こえない！

　──だけどぼくはシュペリのことを本当の弟だと思って……。

　──ユノーってば！　行かないで！

「……ッ」

　またいつものところで目が覚める。暑くもないのに汗あせをかいているのも同じだった。

　神獣の森で拾われた子供。そんなこと絶対に信じたくないのに、ユノーはそれをしきりに伝えてくる。夢を見た後に必ずやってくる恐おそろしいほどの虚きよ無む感かんと孤こ独どく感かんに、今夜は耐たえることができるだろうか。

「わぁっ、何してんだよ！」

　しかしいつもと大きく違ちがうことも同時に起きていて、ひどく驚おどろかされる羽目になった。

　人型になったタナトスがシュペリの下衣を脱ぬがせようとしている。シュペリはそれを必死になって引っ張った。

「ばか、放せっ。何でもいいから服を着ろ！　裸はだかのままでいるなっ」

「おれは狼おおかみだ。服など着たことも無いし絶対に着ない」

　そう言うタナトスはまだ下衣から手を放そうとしない。シュペリは狼狽うろたえたが、おかげで夢見後の重苦しい感情にさいなまれずに済んだ。

「腹が減って眠れない。何もよこさないで寝るおまえが悪いんだろう」

「わかったよ、わかったから……ちょっと待ってろ」

　下衣を引っ張り合っていては勝ち目が無い。股また座ぐらにタナトスが顔をうずめるその前に立ち上がり、シュペリはローブの内ポケットから短たん剣けんを取り出した。

　タナトスは床ゆかに座り寝台に片かた腕うでをついて食事を待っている。寝台に腰こしをおろしたシュペリが掌てのひらに短剣をあてると、タナトスはそこへ齧かじりついた。痛みを感じる間も無く、せわしなく動く舌の感かん触しよくだけが伝わってくる。

「もう一回」

　傷口はすぐに塞ふさがってしまったようで、唇くちびるについた血をぺろっと舐なめながらタナトスが言う。

　乞こわれるままもう一度傷を作ろうとしたが、掌にぴったりと顔を寄せて離はなれようとしないタナトスの、その綺き麗れいな紫むらさきの瞳に剣けん先さきが触れそうになるのが嫌だった。

「危ない。少しでいいから離れろよ」

「それなら自分でする。それはもう仕し舞まえ」

　人型であっても鋭く発達したままの犬歯がシュペリの薬指の付け根にあてられた。そこから指先へ犬歯が滑すべると、じわりと血が滲にじむ。赤く濡ぬれた指を丸ごと口に含ふくまれた。

「ん、っ」

「痛みはすぐに消す」

「や、大だい丈じよう夫ぶ……」

　いつの間にそうなってしまったのか、寝台に座るシュペリの脚あしの間にタナトスがいて、なんだか落ち着かない。身動きも取れず、視線を逸そらすこともできなくなった。シュペリのすぐそばに座り、掌に口づけてくるタナトスの、その裸ら体たいにどうしても目がいってしまう。

　人型をしたタナトスは、二十五、六歳くらいだろうか。その肢し体たいは若者の精力が漲みなぎっている。

　美しい銀の髪かみ先がわずかに触れる大きな肩に、隆りゆう起きした筋肉と、生命力に満ちた艶つややかな肌はだ。

　匂におい立つような、完かん璧ぺきな雄おすの肉体。自分とはまったく違うそれに目を奪うばわれていると、視線を感じたのかタナトスの紫の瞳ひとみがわずかに動く。

「ずいぶんとうなされていたが、いつもああなのか？」

「そんなことない。今日は本当に疲れていたから」

「そうか」

　それきり、タナトスは食事に集中したようだった。指や掌に牙きばを這はわせ、それを舌で追う。

　時折、ぴちゃ、と音を立て、やけに美味うまそうに指先を舐ねぶる。

「血って、鉄の味しかしなくないか？」

「いいや。甘くて美味くて腹が満たされる。昨日言っただろう？　くらくらして気分も良くなる。人間が口にするもので喩たとえるなら、きついリキュールみたいなものだ」

「ふう、ん──」

　シュペリの血がタナトスにとって美酒などと、いつそう言っていたのか思い出せなかった。

　今こうして見るタナトスは、気分悦よさそうに目を細め、美味い体液の滲む手に夢中になっている。その表情がやけに艶なまめかしくてシュペリは戸と惑まどった。

　タナトスにとってはただの食事であるのに、それを見るシュペリは耳まで熱を持つ。

　上うわ目め遣づかいにそれを見たタナトスがふっと笑う。掌を撫なでるその吐と息いきがやけに熱く感じた。

「ふ……、美味かった」

　長い時間をかけた食事がやっと終わり、シュペリは妙みような安あん堵ど感かんを得て寝台へ入った。

　すると聞いたことの無い音を立てて寝台が軋きしむ。はっとなって振り返ると、全ぜん裸らのタナトスまで入ってこようとしていた。

「な、なんだよ。そっちに戻もどれよ」

「うなされて起こされるのもかなわないからな。添そい寝してやろう」

「そ、添い寝!?　そんな必要ない！」

　タナトスの口から出てきそうにない言葉が聞こえて、慌あわてたシュペリは思わず声が裏返ってしまった。その反応を見てタナトスが笑う。腹が満たされて機き嫌げんがいいのか、タナトスはシュペリをからかいはじめている。

「安心しろ。今夜またおまえが夢む魔まに襲おそわれようものなら、おれが追い払はらってやる」

「悪い夢を見たなんて一言も言ってないだろっ。余計なお世話だ」

　タナトスはまた少し酔よっているみたいな話し方をした。戯たわむれに言っているとわかっているのに、狼狽えてしまう。そんなシュペリを見て妙に楽しそうにしているのが悔くやしい。

「まあそう遠えん慮りよするな。人型で腕うで枕まくらしてやってもいいし獣けもの型で温めてやってもいい。どちらが好みだ？」

「どっちもお断りだっ」

　そう突つっぱねてもタナトスは怒いかりもせずに、ふっと笑いながら狼の姿に戻った。

　からかうこともやめたようだが、敷しき物ものの方へ戻る気もまったく無い。このまま本気で添い寝するつもりだ。

『狭せまい寝ね床どこだな。もっと奥にいけ』

「これ一人用だぜ？　もう無理だって。人型にしろ獣型にしろ、おまえがでかすぎるんだよ」

　タナトスはシュペリの言うことも聞かないで寝台の奥へ押し入ってくる。

　その拍ひよう子しに、獣の身体からだの中で最も柔やわらかいとされる首回りの獣じゆう毛もうに、もふ、と顔が埋うまった。

　あまりの肌はだ触ざわりの良さに思わず口元がほころんでしまう。

「おまえ、すっごいふかふかなのな」

　それはシュペリにとって極ごく上じようの感触だった。今日の疲ひ労ろうも悪い夢も沈しずんだ気持ちも、何もかもを吹ふき飛ばす力を持っている。

　今度こそタナトスなりの慰なぐさめなのか、顔を反らせ顎あごの毛までさらしてくれた。

　触ふれられることに慣れていないくせに──嬉うれしくなったシュペリは獣毛に指を埋めて撫で、人差し指を回して渦うずを描えがく。

　するとさすがに我が慢まんの限界になったのか、タナトスが顎を引き、眉み間けんに皺しわを寄せて言う。

『そこばかりいじるのはよせ』

「あっ、ごめん。つい……嫌だったか？」

『そうじゃない。物もの凄すごくやりたくなる。だからもうやめておけ』

「えぇっ!?」

　一いつ瞬しゆんにして顔を赤くしたシュペリを見たタナトスは、ふい、と反対の方へ向いてしまった。

　そしてもぞもぞと落ち着かない様子をしていたが、しばらくすると獣特有の鼻息を立て出す。

「………」

　眠ねむってしまったらしい。シュペリのすぐそばで、タナトスの引き締しまった肢体を覆おおう獣毛が一定のリズムでふわふわと上下する。

　タナトスは柔らかく温かだった。シュペリは不本意ながら悪い夢を見ることもなくぐっすりと眠った。
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　七日後、湖の畔ほとりに建つ大公会堂において周辺諸国会議は開かれた。

　国際的な会議を滞とどこおりなく進めるのは行政大臣とマルス騎き士し団政務隊。主しゆ催さい者しやである皇こう帝ていとそこに招待された各国の要人や傍ぼう聴ちよう人たちを護衛するのは、皇帝付親衛隊と、そして神しん獣じゆう隊である。

　騎士たちは正装して任務にあたり、神獣は目立ちすぎるため控ひかえることになる。

　しかし会議場の扉とびらを警固するシュペリの横にはタナトスがいた。その姿は獣型ではなく人型をして、「絶対に着ない」と言っていた服を着用している。

　こうなるきっかけを作ったのは意外にもタナトスだった──。

「夜会での情報収集。おまえの代わりにおれがやってやろう」

「えぇっ？　なんで？　どうしたんだよタナトス？」

　驚おどろいてその理由を聞くと、任務のあるシュペリより客人に扮ふんしたタナトスの方が自由に行動できるため、夜会にうまく溶とけ込みさえすれば情報を得やすいだろうという答えが返ってきた。

　たしかに銀ぎん髪ぱつと紫し紺こんの瞳を持つタナトスは異国からの来らい賓ひんにしか見えず、誰だれも警けい戒かいしない。

「その提案はありがたいけど……でも、おまえ自然に人間を装よそおうことできんの？　ずっと神獣の森にいたのに？」

「少なくともおまえよりうまく溶け込む自信はある。任務をこなしながら情報収集をするなんて、そんな器用なことはおまえには無理だ。どこかで派手な失敗をしてアークに縊くびられるのが落ちだろう」

　それが本当の理由のようだった。異議ありと言いたかったが、タナトスがあれだけ拒きよ否ひしていた服を着ることも承しよう諾だくしたので黙だまっておくことにした。

「それなら、夜会に参加する人物の設定を考えないとな。──セオドア卿きようってのはどう？　大陸の端はしにあるレセト公国の大公の従兄弟いとこで、体調を崩くずした大公の代理で来てるっていう……」

「そんな設定必要なのか？」

「そりゃ要いるだろ。夜会で誰かに訊きかれることもあるだろうし。よし、セオドア卿に決まり」

　そしてシュペリは異国の貴族が着そうな煌きらびやかな服を準備した。

　濃のう紺こんの天鵞絨ビロードに銀糸の刺し繡しゆうで縁ふち取どりをした立襟えりの上着と、真っ白なシャツと上品な柄がらのネッカチーフ。引き締まった太ふと腿ももを際きわ立だたせる伸しん縮しゆく性せいの高い下衣に、豊かな房ふさのついたモスグリーンの飾かざり帯。上質な牛革の長ちよう靴か。黄金の腕うで輪わはそのままに、長い前まえ髪がみを搔かき上げて整える。

　そうやってタナトスは、レセト公国を治める大公の従兄弟・セオドア卿となった。

「なんか……本当にレセト公国にいそうだよな。どこから見ても貴族さまだ」

　両手で上着の襟をぴっと立て、からかうみたいに流し目を寄よ越こしてくるタナトスに、不本意にもシュペリはどぎまぎしてしまった。

　やはり基き礎そが神獣だからなのか、長ちよう軀くのセオドア卿は気品があり、惹ひきつけられる男の色いろ香かのうちにほのかな獣じゆう性せいをも漂ただよわせている。

　その姿は少し妬ねたましく思うほどに格好良かった。

　会議に参加する主要国家の要人と傍聴人である賓ひん客かくと、そして彼らを守るマルス騎士団と、その総人数は優に二百を超える。

　新入り騎士であるシュペリは、誰も使わないような片かた隅すみの小さな扉を警固することになった。立ち位置は会議場側ではなく廊ろう下か側だったが、この警固場所はかなりありがたく、ここからカナン帝てい国こくの要人がどこにいるのかを探すこともできそうだった。

　人ひと気けの無い廊下にタナトスと二人で立ち、小さな扉をそっと開いて会議場の様子を窺うかがう。

　細く開いた扉から二人一いつ緒しよに室内を見るため、長軀のタナトスが背の低いシュペリに覆いかぶさる体勢になった。

「神獣は控えるのだろう？　あいつはいいのか」

　会議のテーブルの中心は、主催者であるフェリエラルド皇帝。そのすぐ後ろに立って皇帝を守るアーク総そう帥すいの、白しろ貂てんの毛皮に覆われた右みぎ肩かたに大おお鷲わしがいることを指してタナトスは言った。

「ヒュペリオンは特別だよ。おまえたちみたいにでかくて毛むくじゃらじゃないし」

「その毛むくじゃらに顔を埋うめてぐうぐう寝ねてるのはどこの誰だ」

「う……」

　何も言い返すことができなかった。実際あれから毎日血を与あたえ、獣毛に触れて眠っている。そのおかげで嫌いやな夢もまったく見なくなったことは、タナトスに言っていない。

　タナトスの鋭するどい指し摘てきから逃にげるように、シュペリは会議場内にいるはずのカナン帝国人を探す。そうすると自然とアーク総帥の姿も目に入ってきた。その姿は皇帝の陰かげにありながら、彼の存在を吞のむほどに美しい。

　軍神マルスの再来と謳うたわれる絶世の美び丈じよう夫ふアークと、その伴はん侶りよヒュペリオン。

　ヒュペリオンはタナトスに劣おとらない強さを持っているから、人型になる能力もきっとあるのだろうとシュペリは推測する。

　──もしそうだとしたら、あの二人も……体液のやりとりを？　……まさか、無い無い。総帥に限ってそんなこと。

　そう一人でもやもやと考えていると、頭上で深い溜ため息いきが聞こえた。

「な、なんだよ」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみをすっと細めたタナトスがあきれぎみに言う。

「知っているか？　おまえは恥はずかしいと感じるとすぐに顔が赤くなる。可笑おかしいほど早くな。今も赤くしてるおまえが何を考えているのか、おれは手に取るようにわかる」

「なんだその言い方……だったら当ててみろよ」

「おおかた、アークとヒュペリオンがおれたちと同じことをしているのではないかと想像したんだろう。──そういうのを無ぶ粋すいと言うんだ」

「う……」

　やましい想像をしてしまったことと、その心の中を的確に読まれたことが相あい俟まって、シュペリは頰ほおを真っ赤にした。

　声を抑おさえて笑うタナトスが手の甲こうでそこに触れてくる。そっと撫なでてくる長い指が冷たく感じるほどに頰は熱を持っていた。

「仕事に集中しろよ、マルスの騎士どの。会議と違ちがって酒の入る夜会は何が起きるかわからないものだろう？　今夜ばかりはおまえを守ってやるにも限界がある」

「わかってる……。俺は大だい丈じよう夫ぶだから、そっちこそうまくやってくれよ、セオドア卿」

　傍聴人としてタナトスは会議場へ入っていき、シュペリは指示が出るまで扉を警固する。

　今から夜会が終わるまでの間は完全な別行動となった。

　夜会は大公会堂に隣りん接せつする宮きゆう殿でんで開かれた。

　煌びやかに輝かがやくシャンデリアの光と優ゆう雅がな音楽に包まれた夜会会場に賓客が集まりはじめる。

　多くの給きゆう仕じが料理を運び、酒の準備を進めていた。神獣隊の若手騎士は広い会場を巡じゆん回かいし、不ふ審しんな動きをする者がいないかを注視する。

　タナトスの言葉を受けて、シュペリは任務に意識を向けることができていた。

　そのタナトスは今どこにいるのだろう。うまく溶け込んでいるだろうか。少し心配になっていると、ひときわ華はなやかな雰ふん囲い気きの集団が会場にあらわれた。

　その中心にいる人物はかなりの長軀で、見み目め麗うるわしい銀色の髪かみと紫の瞳をしていた。着き飾かざった貴婦人や若い乙女おとめたちを何人も侍はべらせ、早くもその手に葡ぶ萄どう酒の入ったグラスを持っている。

　──何やってんだ、あいつ……。

　うまく溶け込むと言っていたのに、あれでは目立ち過ぎだ。楽しそうに談だん笑しようをして、綺き麗れいな若い女性に腕うでを取られたり、耳打ちをしてくる御ご婦人の肩かたに手をまわしたりしている。

　そこまでする必要ないだろ──無む償しように苛いら々いらとしてしまうシュペリに、エリクが近づいてきた。

　シュペリの強い視線の先を追ったようで、そこにいる人気者を指して言う。

「賑にぎやかな集団だなぁ。銀髪に紫の目なんて珍めずらしい。どこの国の者だ？　怪あやしくないか？」

「給仕長から聞いた。レセト公国のセオドア卿だって。別に怪しくもない、異国の貴族だ」

「セオドア卿？　聞いたことない名前だな」

「大公さまの従兄弟らしいぜ」

「ふぅん……。遠い国の者なんていいや。それよりも、おまえ、カナン帝国人を見たか？」

「えっ……？　み、見てない。エリクは見たのか？」

　シュペリにとって今夜最大の標的の名が出てきて、どきりとした。この計画はシュペリとタナトスとランサムしか知らないはずだ。動どう揺ようするシュペリを見てエリクが目を細める。

「ああ。会議のとき少しだけ。カナン大たい帝ていと側近がぞろぞろ来てた。よく堂々と我が国に入れるものだな。あれだけのことをしておいて」

「本当だな。会議で大戦のことは議題に上がったりしないのか？」

「そんなこと僕が知るもんか。カナン大帝はさすがにこの夜会には参加しないみたいだけど」

「えっ、みんな帰ったのか？」

「さぁ、あいつらのことなんかに僕は興味ないからね。──あっ、ランサムさまだっ」

　エリクはシュペリの計画に気づいたわけではなく、ただ敵国に対する恨うらみごとを言いたいだけのようだった。ランサムがこちらに近づいてきたことで、敵国のことはもうどうでもよくなったらしい。

「よう。どうだ？　異状ないか？」

「はい！　ありませんっ」

　タナトスへの苛いらつきがまだ治まらないシュペリをよそに、エリクが張り切って返事をした。

「よし。──それにしても息が詰つまるよなぁ。俺、実はこういう場所が苦手でな。御お偉えら方がたの話し相手も楽じゃない。喉のどがからからだ」

「ランサムさま。僕、お水貰もらってきます。少し休きゆう憩けいなさっては？」

「ああ、悪いなエリク。それじゃあ頼たのむ」

　やっぱりいつものあいつとは違うなと思いながら、嬉うれしそうに水を取りに行くエリクの背を見ていると、ランサムに腕を引っ張られた。

「あれっ、水は？　もうすぐエリクが戻もどってくるけど」

「いいからこっちへ来い」

　そうやって連れていかれた大きな柱の陰かげで、ランサムは注意深く周囲に目を配る。その真しん剣けんな表情にシュペリはいよいよ計画が始まるのかと胸を高鳴らせた。

「ランサム……もしかして、もうこの夜会に来ているのか？」

「ああ。あまりじろじろ見るなよ。ここから対角線上にいる男──黒地に金ボタンの軍服を着た男だ。そいつが見えるか？」

「黒い癖くせ毛げの、口くち髭ひげを生やした男？」

「そうだ。彼の名はミラー公こう爵しやく。カナン帝国からの客人だ。あちらの国では領主であると同時にかなり有能な軍人でもあるらしい。七年前の大戦も私兵団を引き連れて参戦したそうだ」

　私兵団を持つ有能な軍人──遠くからでもわかる威い圧あつ的てきなその姿にシュペリは唾つばを飲み込む。

「そこまでの人物なら、カナン帝国に攫さらわれた神しん獣じゆうについて何か知っていてもおかしくない。俺もまだ言葉を交かわせていないが、長い夜会だ、好機はあるだろう」

　その真っ黒な軍服から目が離はなせなくなった。もう少し近づきたい。声や話し方からその人物像を知りたくなる。神獣に手をかけるほどの者なのか──。

「俺……近づいてもいいか？　見回りしながらだと不自然にはならないし」

「あまり気乗りしないな。会話を聞くだけならいいが、それも短めにするんだ。長く立っていては怪しまれる。俺は今から賓ひん客かくを宿しゆく泊はく館に送る。すぐに戻ってきて機会を窺うから、おまえから話しかけるのは絶対にやめておけ」

「わかった」

　そうやって二人はそれぞれの持ち場に戻った。シュペリは巡じゆん視しを再開しながら対角線上にいるミラー公爵を目指す。

　広大な夜会会場は長い盛りのときを迎むかえ、酒や料理の匂におい、香こう水すいや煙草たばこの匂いで満ちていた。賓客たちの笑い声や聞き取れない外国語があふれ、人々の熱気によって生まれた靄もやがシャンデリアの光の形を曖あい昧まいにさせていた。

　近くにタナトスはいないだろうか。ランサムが教えてくれた情報を伝え、タナトスからもミラー公爵に接近してもらえたらなお良い。セオドア卿きように扮ふんした伴はん侶りよを探しながら歩いていると、不注意から別のマルス騎き士しにぶつかってしまった。

「わっ。ごめんなさい」

　その騎士は人型のタナトスよりも長身で、シュペリが顔をぶつけた腕は隆りゆう々りゆうとした硬かたい筋肉でできている。かなり屈くつ強きようなその身体からだつきは、騎士団のローブの上からでも充じゆう分ぶんにわかった。

　そして目ま深ぶかにかぶったフードから見えた顔は、驚おどろくほど整っていた。フェリエラルドでは珍しい褐かつ色しよくの肌はだに淡あわい碧みどり色いろの瞳が映はえていて、きりっとした眉まゆもわずかにのぞく髪も真っ白だ。

　美しい瞳を丸ごと覆おおってしまうほど豊かに生え揃そろった純白のまつげは、鳥の翼つばさを連想させた。

　──なんだ、この人……。

　会ったことのない騎士だったが、その風ふう貌ぼうから間ま違ちがいなく高位騎士だと推測できる。

「すっ、すみません。失礼しました」

　頰を染めておたおたとするシュペリを鎮しずめるように、栗くり色いろの髪にそっと手が置かれた。

　式典用の手て袋ぶくろをきちんと着用しているその手は大きく、所作は丁てい寧ねいだった。

「過失で当たることもあれば故意に当たられることもある。シュペリ、どうか充分な留意を」

「は、い……。あの──」

　ごく自然に名を呼ばれ、シュペリはどきりとした。初めて会うのに、この人がどれだけ誠実で忠勤に生きる人なのか、その為人ひととなりが耳に馴な染じむ落ち着いた声から伝わってくる。

　慌あわてて名前を訊きこうとしたが、その隙すきは与あたえられなかった。高位騎士は外国の国王夫妻の護衛を一任されているようで、彼らに伴ともないその場を去っていった。

　高位騎士の言葉を素す直なおに聞き入れ、広い会場を壁かべ伝いに注意深く歩いてゆく。任務も忘れなかった。不審な者はいない。そうやってミラー公爵に接近できたそのときだった。

「きゃぁっ！」

「う、わ……」

　突とつ然ぜん、背中に衝しよう撃げきを受けたシュペリは倒たおれ、近くに立っていた貴婦人にぶつかってしまった。

　その拍ひよう子しに貴婦人の手からグラスが離れ、ロゼ色の葡萄酒が踊おどるようにあふれて美しいドレスを濡ぬらした。シュペリの目の前でグラスが落下し、派手な音を立てて割れる。

「何をなさるの！」

「申し訳ございませんっ」

　今、明らかに突つき飛ばされた。いったい誰だれが──深く頭を下げて謝罪するシュペリの眼めに、同じ騎士団の長ちよう靴かが入ってきた。そこから上へ視線を移動させると、口こう端たんをわずかに歪ゆがめて笑うエリクがいた。すでに現場から距きよ離りを置いて、自分は関係ないと装よそおっている。

　──あいつ！　なんでこんなこと！

　先ほどランサムと二人で姿を消したことが気に食わなかったのだろうか。だからといってこんなことをするか──？　しかしそれを気にしている場合ではなかった。貴婦人の横に立つミラー公爵が口を開いたのである。

「奥さま、お怪け我がはありませんでしたか？　──おい、若造っ。こちらは宰さい相しよう夫人であるぞ。おまえのような末まつ端たんの者が近づいて良いかたではない！」

　貴婦人の身分が明らかとなり、周囲がざわざわと騒ざわつきはじめる。凄すごみの利きいたミラー公爵の言葉に、シュペリは血の気が引いた。このままでは本当に取り返しのつかないことになる。

　片かた膝ひざを立てて跪ひざまずき、深く頭を下げた。足元に散らばったグラスの破は片へんを急いで拾い集める。

「誠に申し訳ございません。今すぐ御お召めし替かえを……」

「そういう問題ではありませんわ。ここの騎士団はどういう──」

「そのような怖こわいお顔をしていては、せっかくの美び貌ぼうも翳かげってしまいますね。心が痛みます」

　耳に心地ここちよく響ひびく声がして、ミラー公爵も貴婦人も周囲の客人たちも声の主に目を奪うばわれた。

　聞き憶おぼえのあるその声にシュペリも驚いて顔を上げる。

　タナトス──否いな、今はセオドア卿だ。

「とても美しい御ご婦人だと、遠くからずっと見つめていました。すると葡ぶ萄どう酒がドレスにかかるのが見えて……。大だい丈じよう夫ぶ、少々の葡萄酒など貴女あなたの輝かがやきを失なくすには及およびません」

「まぁ……」

　夜会が始まったときからずっと、華はなやかな女性たちの輪の中心にいたセオドア卿。そんな彼に甘い言葉をかけられた貴婦人は怒ど気きをすっかり霧む散さんさせ、しおらしく頰ほおを染めた。周囲の女性から羨せん望ぼうの含ふくまれた溜ため息いきが漏もれる。

　歯の浮うくような気き障ざな台詞せりふとは、まさしくこのことだ。こいつは本当にタナトスか？　女誑たらしのセオドア卿は実在していて、それが乗り移ったんじゃないか──シュペリは窮きゆう地ちに立たされていることも一いつ瞬しゆん忘れ、呆あつ気けにとられて己おのれの伴侶を見つめた。

　セオドア卿は床ゆかに屈かがんでグラスの破片を拾う若手騎士など見向きもせずに、貴婦人に乞こう。

「ここは破片が散らばっていて危ない。──ああ、円舞曲ワルツが始まるようです。よろしければ一曲お願いできませんか？」

「それはもう……喜んで──」

「待たれよ」

　浮かれぎみの貴婦人の手を優やさしく取るセオドア卿を止めたのは、黒衣の軍人ミラー公爵だった。屈んだままのシュペリは、頭上の空気がぴりっと張り詰めるのを感じた。

「私はカナン帝てい国こく軍人のミラーと申す。貴き殿でんは？」

「ああ。ご挨あい拶さつが遅おくれまして申し訳ございません。私はレセト公国のセオドアと申します」

　それきり、二人は黙だまって睨にらみ合った。真っ向から睨みつけるミラー公爵と、どこか涼すずしげな表情で睥へい睨げいするセオドア卿と、二人の間で屈むシュペリの方が息が詰つまりそうになる。　>>>♥

　それを打破してくれたのは、セオドア卿と踊りたくてしかたない貴婦人だった。

「ミラー、大丈夫よ。一曲だけ踊ってきます。──さ、セオドア卿、参りましょう」

「ええ。それでは──」

　シュペリのこともドレスにかかった葡萄酒のことも忘れ、貴婦人はうっとりとしてセオドア卿の腕うでを取り、舞ぶ踏とう会場の中央へと向かっていった。ミラー公爵も居い心地ごこちが悪くなったのか、給きゆう仕じから酒の入ったグラスを受け取り別の場所へと去ってゆく。

　それと入れ違ちがいに、夜会会場に戻もどってきたランサムが給仕を連れて駆かけつけた。

「ばか。何をしてるんだ。動き過ぎるなと言っただろう？　これでミラー公爵には近づきにくくなったぞ。今ので警けい戒かいを強めるかもしれん」

「ごめん……」

　思いがけずミラー公爵と接せつ触しよくしてしまった。真っ黒の軍服と凄みの利いた言こと葉ば遣づかい、強い警戒心とタナトスを睨む眼力。生きつ粋すいの軍人であることがよくわかった。

　その瞳ひとみも深い闇やみ色いろをしていた。彼も七年前フェリエラルドを襲おそったのだ。シュペリの大切な母国を侵おかし、家族を奪ったカナン帝国。許しがたき敵──。

「ミラー公爵、凄い迫はく力りよくだった。ほんとにどうしようかと思った……」

「まったく……俺がいないとおまえは駄だ目めだな。何をしでかすかわかったもんじゃない」

「ごめん、ランサム。せっかく調べてくれたのに」

「まぁいい。俺は現場にいなかったから顔は割れてないし、まだ機会は残っているはずだ。しかしなぜこうなった？　御婦人のドレスの裾すそでも踏ふんでしまったのか？」

「そんな失礼はしないよ。ちょっと押されて、そのまま御婦人にぶつかってしまって──」

　そこまで言ってシュペリは先ほど会った美しい白はく髪はつの高位騎士の言葉を思い出した。

　──過失で当たることもあれば故意に当たられることもある──彼はこのことを警告してくれていたのではないだろうか。せっかくの助言を活いかせなかったことが悔くやしい。タナトスがあらわれなかったら今ごろどうなっていたのかを考えてぞっとした。

　それにしてもタナトスはミラーに対してなぜあんな挑ちよう発はつ的てきな態度に出たのだろう。助けに来てくれたのは嬉うれしかったが、まさに一いつ触しよく即そく発はつで、別の意味で肝きもを冷やすことになった。

「あの銀ぎん髪ぱつの美形、おまえを助けてくれたみたいだったな。知り合いなのか？」

「ま、まさか。知らない人だよ」

　そうやって貴婦人と踊るタナトスを見つめていると「すみません、騎士さま」と給仕に声をかけられ、シュペリは持っていたグラスの破片を彼に手て渡わたした。

　指先にちくりと痛みが走る。破片で傷つけてしまったようだが、たいしたことはない。

　ただ、タナトスがそばにいたら舐なめさせてやれたのにと、わずかな血液すら勿もつ体たい無ないと思うようになっていた。

　こんな風にして生まれた体液は、一ひと滴しずくも漏らさず伴侶の糧かてとなってほしい。

　けれど今はどうすることもできず、諦あきらめて給仕が用意してくれた紙ナプキンを貰もらおうとしたとき、血の滲にじんだ手をランサムに握にぎられた。

「見せてみろ。あぁ、またこんな怪我を。なぜ式典用の手て袋ぶくろをしていないんだ？」

「夜会会場に入る前に外したんだ。ポケットに入ってる」

「ちゃんとしておけば怪我をせずに済んだのに。これだから目が離はなせないんだ──」

　ランサムはそのままシュペリの指を口に含み、止血をほどこした。それは周囲の御婦人がたにもしっかり見られていて、好男子の高位騎き士しと雛ひな鳥どりみたいな若手騎士の危あやうい友愛だと、その一帯から黄色い声が生まれる。

　ただの止血なのにどうしてそこまで騒さわぐのか、シュペリには理解できなかった。

　タナトスのときとはまるで違っていて、どきりともしなければ舌の感かん触しよくを追う気にもまったくならない。あるとすれば困こん惑わくだった。それなのに給仕までもが赤面し紙ナプキンを持ったまま固まっていて、少々辟へき易えきしてしまう。

　なぜか満足気に手を離すランサムに礼を言っていると、刺さすような視線を感じた。それは傷ついた指先よりも遥はるかに強い痛みがある。その視線に誘さそわれるようにして、シュペリは舞踏会場を見た。

　──タナトス？

　夜会が始まって初めて、濃のう緑りよくの瞳と紫し紺こんの瞳が深くからみ合う。

　円舞曲ワルツは終わりを迎むかえつつある。ついさっきまで微笑ほほえみながら優ゆう雅がに踊っていたタナトスはその表情を硬かたくしてシュペリを睨みつけていた。

「あの美形が踊り終わるぞ。こういうときはきちんと礼を言わないとな」

　貴婦人を従者の元へ帰し給仕からグラスを受け取るセオドア卿きようへ、ランサムがシュペリの背を押した。

「失礼します。貴殿があの御婦人の気を引いてくれたおかげでこいつの首が繫つながりました。俺からも礼を言わせてください。ありがとうございました。──ほらシュペリ、おまえも」

　そう言ってランサムがシュペリの頭にぽんぽんと触ふれ、辞じ儀ぎするようそっと促うながしてくる。

　礼なら後で二人になったときにきちんと言いたかったのに、この構図はとても不本意だった。しかし逃のがれようがないので素す直なおに頭を下げる。

「本当にありがとうございました。ご迷めい惑わくをおかけして申し訳ございません」

「それは良かった。ずいぶんと蒼あおい顔で固まっていたので見るに見み兼かねてな。ちょうど良い、御婦人がたのお相手に疲つかれたので失礼しようと思う。──この騎士に案内を頼たのんでも？」

　グラスに入った酒を優雅に揺ゆらすセオドア卿の、その言葉の語ご尾びには凄みがあった。深い紫むらさき色いろの瞳で二人の騎士を睥睨するその気き迫はくに、ランサムは断る余地を無くしたようだった。

「──ええ、もちろんです。シュペリ、お礼代わりに宿しゆく泊はく館までお送りしろ」

「は、はい。馬車をご用意しますので、こちらへ」

　そうやってグラスを手にしたまま、すたすたと夜会会場を出るタナトスの後をシュペリは足早に追うことになった。

「待ってくれよ。なぁ、タナトスってば」

　何度呼びかけてもタナトスは振ふり向こうとしなかった。その広い背中じゅうに苛いら立だちを纏まとわせて、不ふ機き嫌げんであることを少しも隠かくそうとしない。こんな姿を見るのは初めてだった。

　助けてくれたことへの感謝も、本当は自分の言葉できちんと伝えたいのに、そんなに拒きよ否ひ反応を示されてはシュペリにまで苛立ちが伝でん染せんしてしまう。

「何だよ！　なんでそんなに怒おこってんだ？　さっきまで綺き麗れいな御ご婦人がたに囲まれていい気になってたくせして……おまえがあんな女誑しだなんて思わなかった」

「なんだと？」

　悪い意味で、やっとタナトスが振り向いた。その迫力にびくりとする。言い過ぎたと後こう悔かいしても遅おそく、その勢いのまま暗い廊ろう下かの奥へと追い込まれた。

　奥を曲がった先は狭せまい突つき当たりになっていて、人が来る気配はまったく無い。

「痛いって……、放せよ」

　抵てい抗こうは少しも効かず、壁かべにきつく押しつけられた。鍛きたえられた厚い胸むな板いたが迫せまって、タナトスの表情は見上げなくては確かく認にんができないほど高い位置にある。

　初めて感じるその体格差に驚おどろく。壁に手をつくタナトスに完全に覆おおわれて、シュペリは逃にげ場を失った。

「おまえには警戒心というものが無いのか？　誰だれ彼かれかまわず懐なついて……その人誑しは天然か？　それとも打算か？　そんなやつに女誑しと責められるいわれは無い」

「な、何だよそれ。意味がわからな……、──痛いってぇ！」

　タナトスが持っていたグラスをさかさまにした。琥こ珀はく色いろの酒がシュペリの掌てのひらをしたたかに濡ぬらして指の傷口にまで伝う。アルコール度数が相当高く、刺すような痛みが走った。タナトスの手から離れたグラスは荒々しいその場の雰囲気から逃げるように絨じゆう毯たんの上を転がってゆく。

「忘れてないか？　おれはおまえを喰くいたくてしかたないんだぞ。最高に美味うまい血肉だと本能が言ってる。それを抑おさえるのにどれだけ忍にん耐たい力りよくが要いるのかわかってるのか？」

「痛っ……いた、い──」

「体液摂せつ取しゆで我が慢まんしてやってる。それなのに、よその者にやるとはどういうことだ」

「違ちがうっ……、俺だって、タナトスにやれないなら勿体無いって、思った、っ……」

「何の警戒心も無く指を咥くわえられてちゃ同じだ。拒否しろ。安易に懐くな」

　琥こ珀はく色の体液にまみれた手を強くつかまれる。がりっと鈍にぶい音がして、酒の沁しみるそこに鋭するどい犬歯を立てられた。激しい痛みに眩暈めまいがしてタナトスに寄りかかる。

「も……、やめろ、よ……」

　まるで己おのれの縄張テリトリーに侵しん入にゆうされ大事に取っておいた好物を横取りされたと怒っているようだった。狼おおかみの嫉しつ妬とはひどく手て荒あらい。痛みに呼応するように涙なみだが滲んだ。

「なん、で……？　酷ひでぇよ……」

「仕置きと消毒」

　閉じたまぶたに柔やわらかなものが触れてくる。そのわずかな涙を口にして、タナトスは苛立ちを治めたようだった。

　それは酒に濡れた掌を伝う舌の感触でわかった。

　さっきまでさんざんいじめていた傷口をあやすように舐め、ちゅっと音を立てて吸う。

　傷が塞ふさがると手首にまで何度も唇くちびるを押し当てて、纏わりつく酒をすべて吸い取った。

　さっきとは正反対の扱あつかいに甘やかされているような気分になってしまう。痛みも苛いら立だちも無くなって、代わりに胸が高鳴った。どうしてランサムの止血とはこうも違ちがうのだろう。

「酔よってんのかよ？　酒、めちゃくちゃ吞のんでただろ」

「人間の造る酒など酔うに至らないな。おまえの体液の方がよほどくらっとくる」

　そう言って機き嫌げんを直したタナトスが唾だ液えきを求めて唇を近づけてきた。シュペリは顔をふいと逸そらしてそれを回かい避ひする。

　タナトスは今、やりたいことをやって言いたいことを言ったのだろうが、シュペリの方はまだ何も問題解決していない。深い碧みどり色いろの瞳ひとみでタナトスを軽く睨にらむ。

「俺は誰彼懐なついたりなんかしないっ。おまえはどうなんだ」

「なにが」

「さっきの、御婦人がた。ちょっとやりすぎじゃねえの」

「おまえ、おれが好きで女に囲まれてたと本気で思ってるのか？　女の方が警けい戒かい心しんが無いし口も軽くて情報を得やすい。ただそれだけだ」

「あ……。そ、そうか」

　いつもの落ち着いた声でそう諭さとされると、自分が嫉妬していただけのようで気き恥はずかしくなる。それをタナトスに悟さとられたくなくて焦あせって話を続けた。

「それで、何かわかったことはあったのか？」

「たいした話は無かった。たとえ知っていても箝かん口こう令れいが敷しかれているんだろう。白い動物を見た者がいるとかいないとか、その程度の噂うわさならカナン帝てい国こく内にもある……とまでは聞けたが」

「本当か！　凄すごいぞ」

　シュペリは逸はやる気持ちを抑えられず濃のう紺こんの上着にしがみついた。初めて具体的な言葉を聞いて、不ふ鮮せん明めいだったユノーたちの存在が現実味をおびてくる。

「容易たやすく信じるな。ただの噂だ。それもひどく曖あい昧まいなものだ。──それよりもおれはミラーという男が気になる」

「俺、あいつのことをタナトスに伝えたかったんだ。七年前の大戦に、私兵団を連れて参戦してたって。攫さらわれた神しん獣じゆうたちのことを知ってるかもしれないって」

「なるほどな……。おれがあの男に近づいたのは、おまえを助けるためでもあったが──匂においが気になったからだ」

「匂い？　って、どんな？」

「気になった匂いはふたつ。ひとつは毒だ。あいつ、とんでもない猛もう毒どくを普ふ段だんから使っていそうだ。それくらいきつい毒の匂いがした。かなり不ふ愉ゆ快かいだったな」

　シュペリもミラーに接近したが、毒の匂いなどわからなかった。それを明確に嗅かぎ分けるタナトスの能力は、やはり人間の持つ力を遥かに凌りよう駕がしている。

「毒って……、それで何するんだろう？　ど、動物を殺したり、とか……？」

　どうしてもミラーが神獣を手に掛かける光景を想像してしまう。七年間ユノーと神獣たちを捜さがし続けて初めて具体化されたその存在に、シュペリは囚とらわれはじめていた。

「考え過ぎだ。毒の使い道などおれにもわからない。……もうひとつの匂い。これには確信が持てないんだが……あいつの周りから神獣の匂いがした」

「噓うそ──、だろ……」

「これは自信が無い。なにしろ煙草たばこと香こう水すいの匂いがきつ過ぎた。あの状態でかすかな神獣の匂いだけを嗅ぎ分けるのは無理だ。でもおれが見つけた匂いはマルス騎き士し団所属の神獣とはまったく別のものだ。匂いの元がミラーなら、あいつは神獣と接せつ触しよくしていることになる」

　これは根も葉もない噂とは違う。今、最も近くにいる伴はん侶りよが自身の能力で取得し、冷静に判断してくれた貴重な情報だった。上着をつかむ手に力が入る。シュペリは無意識に背せ伸のびをしてタナトスを見上げ、すがる思いで兄の名を口にした。

「ユノーは？　ユノーの匂いは？　しなかったのか？」

「おれはユノーの匂いを知らないから判断しようが無かった。ただ、本当に神獣がカナン帝国で生きているなら、必ずフェリエラルド人がそばにいる」

「なんでそんなこと言いきれるんだ？」

　その問いに、タナトスがほんの一いつ瞬しゆん、困ったように微び笑しようした。

　何かを知っていてそれを隠すような──背伸びをして上着をつかむシュペリの、その細い腰こしにタナトスの両りよう腕うでがまわる。

「神獣は、女め神がみフェリエの血族であるフェリエラルド人にしか心を許さない。これは絶対だ。神獣の本能と定めだ。おれたち神獣は異国の者が用意した喰い物など口にしない。母国に帰る望みが絶たれたとわかった時点で消しよう滅めつを選ぶ」

「消滅、って……？」

「おまえたちの概がい念ねんで言う死と同じだ。存在が消えて無くなる。七年経たってるんだろう？　普ふ通つうなら消滅してる。でも匂いがした。フェリエラルド人がそばにいるとしか考えられない」

「きっと、ユノーだ──」

　希望は捨てなくていい。そう言ってもらえたような気がした。タナトスが話してくれたことを一言一句漏もらさずに思い出して、今の彼らを想像したい。きっと、寄り添そい合って脱だつ出しゆつのときを待ち侘わびている。早く行ってやらなきゃ──。

「──っ、なに？」

　腰にあてられた両手にぐっと力が籠こめられる。ただでさえ背伸びをして不安定だったシュペリの身体からだが、タナトスの長ちよう軀くにこれ以上ないほど密着した。

「おれが得た情報はここまでだ。これをどう処理するかは後々よく考えたらいい」

　そうやって逃げられないようにして近づいてくるタナトスの、その唇をシュペリは焦って片手で塞いだ。

「あっ！　そ、そうだ、ヒュペリオンは？　おまえと同じ神獣だけにわかる匂いなら、あいつも気づいてたかもしれない。訊きいてみてくれよ」

「夜会会場でアークに会わなかったのか？　あいつの肩かたにヒュペリオンはいなかったぞ」

「えっ？　いないって、あいつどこに？　あっ、──ちょっと、何す……！」

　話は終しまいだと言いたげに、今度こそ唇を塞がれた。すぐに歯列を割って長い舌が入ってくる。

　これはタナトスの食事だ、体液摂取だ──そう自分に強く言い聞かせなくては、その慣れたような舌の動きやぬるつく感かん触しよくに、すぐに翻ほん弄ろうされそうになる。

「ん、ぅ……。ミラーが、ユノーたち、を……、攫さらったと、思う……？」

「それはただの憶おく測そくだ。可能性はあるだろうが、確たる証しよう拠こは何も無い。今夜中にあの男にもう一度近づく機会があるといいんだが」

「もう、いい……絶対に駄だ目め、だって……。あいつは、危険だ……」

　強く叡えい智ちのある神獣を捕ほ獲かくしたのが本当にミラーなのだとしたら、もう二度とタナトスを彼に接近させないと強く思う。あの闇やみ色いろの眼めを爛らん々らんと光らせて神獣に──タナトスに枷かせをつけるミラーを想像してぞっとした。その震ふるえが密着したタナトスの身体へ伝わってゆく。

「なんだ？　怖こわかったのか？　できるだけ早く助けたつもりだけどな」

「ん、んんっ──」

　違う、という言葉は唾液とともにタナトスに吸われてしまった。

　タナトスがミラーに対して好戦的な態度に出た気持ちが、今はよくわかる。

　いくら他の神獣と馴なれ合わないと言っていても、同種族を手にかけた恐おそれのある男を前に、獣けものの血が騒さわがないわけがない。それと同時に猛毒の匂いを放つミラーの危険性も察知していたはずだ。それを顧かえりみず助けてくれたことを嬉うれしく思った。

「タナトス……、助けてくれて、ほんとありがとな。貴重な情報も入手できて嬉しかった」

「どうした？　そんなに素す直なおだと付け込んでしまうぞ。いいのか？」

「なんだそれ……」

「真ま面じ目めに情報収集したのは、そうしたら美味うまい食事ができると思ったからだ。くれるだろう？」

「まさか、それが本当に本当の理由か？　最初から目的はそれだけ？」

　タナトスは答えずに、笑いながら合間無く口づけてくる。その舌はきつい酒の味がして、シュペリの方が酔ってしまいそうだった。

　嚙かみつくような乱暴な口づけは最初のときと少しも変わらないのに、そこにあるのは痛みだけではなくなってきている。そう感じること自体にひどく落ち着かない気持ちになった。

「ん……」

　ふたたび身体ごと壁かべに押しつけられて、腰にまわっていたタナトスの両手が動き出した。

　片方の手はシュペリのうなじをくすぐり、下がったもう片方の手が尻しりの丸みを撫なで、ぎゅうっとつかんでくる。

「お、いっ……ばか！　放せ、よ」

「小さい尻だ。これでおれのが入はいるのか」

「なっ!?　何言って──あ、ぅ」

　長い舌が奥まで入ってきて、口の中をいっぱいにされた。ぬるつく舌先であやされた口内にじわりと唾だ液えきが滲にじんでくる。舌を捕とらえられ、大きな音を立てて吸いつかれた。あれだけ大量の酒を吞のんでも素面しらふでいたタナトスが、シュペリの体液でしたたかに酩めい酊ていしはじめる。

「はぁ、美味い……。──なあ、いつになったらやれるんだ？　もう待ちきれない」

「も、そういうの、やめろって……。──あっ!?」

　タナトスが喉のど奥で小さく唸うなる。ごり、と硬かたく大きなもので下腹部を押し上げられて、その熱さに全身の産うぶ毛げが逆立つみたいにぞくぞくとした。

　今までどれだけ雄おすが兆きざしても、タナトスは隠かくしもしないがその熱をシュペリにぶつけてくることも無かった。本能という制せい御ぎよの利きかないものさえも神獣の高い能力で捩ねじ伏ふせてきたのだろうが、その箍たがが外れそうで怖い。そうなったとき、シュペリはどうするのだろう。

　きっと凄く困る。タナトスは神獣だ。しかもその性別は同じ雄。いくら伴侶とはいえ身体を繫つなぐなんて無理だし、そんなことをしては絶対に駄目だ。そう考えているのに、与あたえられ知ってしまった快感に打ち勝てないような予感もする。そんなの本当に困る──。

「や……」

「おい……なんて顔してる。喰くってくれって言ってるようなものだぞ」

　暗い廊ろう下かでもわかるほどにシュペリは頰ほおを紅潮させて、悩なやましげに眉まゆをひそめる。その表情は、抑おさえきれない衝しよう動どうをどうにかして散らそうとしたタナトスにとって逆効果のようだった。

　ふたたびシュペリを押し上げるように腰を動かし、紅あかい頰を舐なめ上げてくる。

「喰わせるか挿いれさせるか、どちらかしろよ。両方お預けなんて酷こくだと思わないか……？」

「──っ」

　頰が触ふれ合うほどの至近距きよ離りで見つめて知る、人間とは少し形の異なる獣の瞳どう孔こう。夜の闇に溶とける紫し紺こん色の虹こう彩さい。強く惹ひき込まれる──。

「お、俺はっ、任務中なんだ！　マルスの騎士がセオドア卿きようを宿しゆく泊はく館までお送りする！」

「ふうん。──セオドア卿の宿泊館はここから遠く離れているんだ。それを往復せねばならない騎士どのがここに戻もどってくるには、かなりの時間を要するだろうな」

「何だ、それっ……、あっ！　あ……、んぅ……」

　夜会会場の音楽が、人々の話し声が、遠のいてゆく。

　夜会の盛りを過ぎても、タナトスの美食の時間がやむことはなかった。




　　　　４




　議会と夜会が滞とどこおりなく幕を閉じて十日ほどが経ったその日、いつものようにシュペリとタナトスが騎士団本部に到とう着ちやくすると、演習前の騎士たちが妙みように落ち着き無く騒ざわついていた。

　その理由を知りたくても、なぜか誰だれもシュペリと目を合わせてくれない。

「タナトス、ここで待ってろ。俺、鎧よろい取ってくる」

　シュペリは倉庫へ向かって駆かけ出した。そこにたどり着くまであたりを見回し、人を探す。

「いた。……ランサムっ」

　ランサムは他の部隊長と談だん笑しようがてら演習工程を再さい確かく認にんしているようだった。シュペリに気づくと彼らに辞じ儀ぎし、こちらに来てくれた。

「よう、シュペリ。もう準備したか？　今日の演習はかなり規模が大きいぞ」

「あ、うん。──あのさ、神しん獣じゆう隊全体が何だかそわそわしていて……少し変なんだ。ランサム、何か知ってる？」

　シュペリの問いに、ランサムはわずかに表情を曇くもらせた。

「ああ。今朝になってちょっとした噂うわさがな……。いや、シュペリ、演習後に時間とれるか？」

「え……でも噂って？　また大戦があるとか……？」

「違ちがうよ。まぁ、演習が終わったらすぐに話すから」

　いつになく歯切れの悪いランサムにシュペリは一歩近づいた。深い碧みどり色いろの瞳ひとみで見つめて言う。

「気になって演習に集中できない。教えてくれよ」

「おまえというやつは……」

　ランサムは大きな溜ため息いきをひとつついた。シュペリの強い視線を紛まぎらわすように、栗くり色いろの髪かみをくしゃりと撫でてくる。ランサムはこれでごまかしたいのかもしれない。でもシュペリは皆みなのよそよそしい態度が気になってしかたなかった。

「俺のことなんだろ？　俺、また何かした？」

「そうじゃない……まあ、聞いたところで今すぐどうこうできんからな。──カナン帝てい国こくとの国境付近にある西の町に、あのミラー公こう爵しやくが逗とう留りゆうしているそうだ。視察なのか何なのか、目的ははっきりしない。従者を数人連れていて──そのうちの一人の男の瞳が、淡あわい碧色だったらしい。でもこれは噂で……」

「………!!」

　ランサムの言葉が終わらないうちから、シュペリは駆け出していた。

　今すぐ西へ。頭より身体からだが先に動いた。

「待てシュペリ！　あくまでも噂だ。誰も確証を取ってない」

「放してくれっ、絶対にユノーだ！　迎むかえに、助けに行かなきゃ……！」

　ランサムに腕うでを取られたのは迂う闊かつだった。黒衣の軍人の後ろについて歩く兄の姿が、シュペリには鮮せん明めいに想像できる。今日、今すぐ、助けられるのに──。

「落ち着けっ。おまえ一人で何ができる？　俺が力になる。今日きちんと演習を終えて、その後すぐに一いつ緒しよに行こう。約束する」

「そんなの、待ってられないっ。その間にまたいなくなったらどうするんだ！」

「いいからおとなしく演習に出ろ！　これは上官としての命令だ。今すぐ鎧を持ってタナトスのところへ戻れ」

「……っ」

「気持ちはよくわかる。だが落ち着けシュペリ……焦あせっても何もいいことは無い。よく考えて準備をして、今日必ず一緒に行こう。わかったな」

　最後にシュペリの肩かたをぐっとつかみ、ランサムは演習場へと向かった。

　シュペリは鎧を借りなくてはならない。長くタナトスを待たせたくもない。けれどシュペリの足が向いたのは倉庫でも演習場でもなく、駿しゆん馬めの待機する廏きゆう舎しやだった。

　廏舎の入り口に一番近い馬を連れ出して跨またがる。同時に演習開始の角笛が響ひびき、大たい砲ほうの音や馬ば蹄ていの轟とどろきが聞こえてきた。あの大規模な演習の中で、伴はん侶りよが戻らないタナトスはどうしているのだろう。

　怒おこるだろうし、破約されてしまうかもしれない。愚ぐ行こうに走る騎き士しなど伴侶にしていられないと。これが馬ば鹿かげた行動であることは自分でもよくわかっている。だからこそタナトスを巻き込み同罪にするわけにはいかなかった。

　シュペリは馬の腹を思いきり蹴けった。馬は素す晴ばらしい速さで駆けてゆく。急な坂を下って市街地を抜ぬけ、水みず飛沫しぶきを上げて湖を駆け抜け、一路西へと疾しつ走そうする。

　麦畑を過ぎ、草原地帯に入った。休むことなく馬を駆り続けていると、青々とした草の絨じゆう毯たんに、ひとつの黒い影かげが走った。頭上で風を切る音がする。純白の羽が舞まい落ちてきた。

「ヒュペリオンっ」

　総そう帥すいの神獣が、その首に垂らしたアレキサンドライトを輝かがやかせ、疾しつ駆くする馬に並列して飛ぶ。淡い碧の瞳で射抜くようにシュペリを見つめ、キィッ、キィッと警告の声を出す。

「頼たのむよ、見み逃のがしてくれ。もしかしたらユノーがすぐそこに──」

　いつも物静かなその佇たたずまいからは想像できないほどに、ヒュペリオンはけたたましく啼ないて威い嚇かくを繰くり返した。大きな翼つばさを羽ばたかせて疾風はやてを作り、今すぐ皇都へ戻れと促うながしてくる。

　それでもシュペリは止まるわけにはいかなかった。なおも馬の腹を蹴って前に進もうとすると、ヒュペリオンはその鋭するどい鉤かぎ爪づめを馬の瞳に向けた。驚おどろいた馬は嘶いななきながら前まえ脚あしで宙を搔かく。シュペリは落馬しそうになるのを必死でこらえ、大おお鷲わしの鉤爪から馬を守った。

「やめてくれヒュペリオン！　この仔こは関係ないっ、傷つけちゃ駄だ目めだ！」

「だったらその仔の代わりにおまえが目を抉えぐられるといい」

「──!!」

　背中に氷が伝う錯さつ覚かくをおぼえて、汗あせをかく身体が一気に熱を失った。

　なぜ気づかなかったのだろう、ヒュペリオンがいるならアーク総帥もいるのは当然のことなのに。固まって動けないシュペリの乗る馬に、総帥の白馬がそっと寄り添そってくる。

「ぐっ、う……！」

　にやっと嗤わらう総帥のこめかみに、血管が浮うき出ているのが見えた。その貌かおがだんだんと下がってゆく。シュペリはアークに首をつかまれ、そのまま持ち上げられた。　>>>♥

　恐おそるべき強きよう肩けんだった。白く可か憐れんに見えるその指のすべてがシュペリの首に深く嚙かみつく。

「噂に翻ほん弄ろうされるのは心が脆ぜい弱じやくだからだ。そんなやつがユノーを助けられると思うか？」

　馬から完全に身体が離はなれ、シュペリの足は宙を搔いた。所在無げにうろうろとする馬の鞍くらにヒュペリオンがそっととまるのが見えたところで、景色に霞かすみがかかりはじめる。

「総……帥っ……、お、俺が、助け……から──、……うぁっ！」

　呼吸ができず白くなった視界に、大きな銀色の塊かたまりが飛び込んできた。その塊に邪じや魔まされたアークが手の力を緩ゆるめ、シュペリは腰こし骨ぼねをしたたかに打って地に落ちる。

「はぁっ、はぁ、っ！　痛、ぅ──、あ……タナ、トス？」

　強い衝しよう撃げきと痛みで倒たおれたままの身体の上に、タナトスが足音もなく着地した。ヒュペリオンがキィッと啼き、馬が不安げに小さく嘶く。アーク総帥は一人この状じよう況きようを楽しんでいるかのように、敵意剝むき出しのタナトスに話しかけた。

「来るとは思っていたが、さすがに速いな。その単たん細さい胞ぼうを懲こらしめる絶好の機会だったのに、惜おしいことだ」

　シュペリにまだ痛手を与あたえたそうな総帥は、白馬を操あやつりながらその隙すきを狙ねらっているようだった。タナトスは前脚と後あと脚あしを巧たくみに動かしてシュペリを挟はさむように守り、頭を下げてアークと真っ向から睨にらみ合う。

　総帥はかつてないほど激げき怒どしながらも、その綺き麗れいな貌に満面の笑えみをこぼしていた。

「タナトス。おまえ、もうそいつに絆ほだされたのか？　孤こ高こうの神獣も形無しだな」

　そのきつい揶や揄ゆにタナトスは牙きばを剝き出しにして咆ほう哮こうした。アークは腹に響く怒ど号ごうをものともせず、連帯責任だと言いたげにタナトスにまで説教をする。

「おまえの方が能力もあるし頭もいいんだ。伴侶の面めん倒どうくらいちゃんと見ろ」

　強打した腰骨と絞しめられた首に激痛が走り、シュペリはまだ動けずにいた。

「立てシュペリ。タナトスを下げろ。伴侶に甘えるな。自分の判断でとった行動だろう？」

　腰こしを押さえ、まだ獣じゆう毛もうを逆立てている背に手をついて立ち上がる。馬上にあって睥へい睨げいしてくるアークから目を逸そらさずに、タナトスを背後にまわした。

「何のためにマルス騎士団にいる？　何のためにタナトスを伴侶とした？　根こん拠きよの無い噂に踊おどらされて、身勝手を貫つらぬくためか？　騎士団にとってもユノーたちにとっても迷めい惑わくな話だ」

「総帥……？　ユノーは、生きてるんですか」

「ユノーと神獣たちはカナン帝国にいる。これは陛下と大臣級の方々しかご存知ない機密事じ項こうだ。こうなるからおまえだけには教えたくなかったんだが」

　シュペリの問いに総帥はあっさりと答えた。しかしその後に続く言葉が、兄が生きていたという事実よりもさらに重く伸のしかかる。

「敵国の監かん視し下で自分も死なず神獣たちも死なせずに何年も過ごすことが、どれだけ苛か酷こくなことかおまえにわかるか？　それがおまえにできるのか？」

「そ、それ、は……」

「おまえの軽けい率そつな行動がユノーたちを窮きゆう地ちに陥おとしいれるかもしれないぞ。これがカナン帝国に知れたら、ユノーの努力虚むなしく彼らは皆みな殺ごろしにされるかもしれない。おまえは立派な兄殺し、神獣殺しだ。──そうなったら絶対に許さない。私がおまえを殺す。最も残ざん酷こくな方法でな」

　シュペリは、怒れる軍神マルスに平へい伏ふくした。

　ユノーたちは敵国にあって、毎日命を繫つなぐ努力をしている。美しい碧みどりの大地を踏ふみしめる日を夢見て。アーク総帥はそれを理解したうえで、確実に奪だつ還かんできる瞬しゆん間かんを狙い澄すましている。噂うわさに流され身勝手な判断をしたシュペリが、それをすべて打ぶち壊こわしにしてしまうところだった。兄の命を救うべくして取っていた行動が、実は危険にさらしていたなんて。

「アーク総帥。申し訳ありませんでした」

「謝るのならユノーたちに謝ればどうだ？　何年も歯は痒がゆい思いをしているのは自分だけだと思うな。確たる情報、揺ゆるぎない事実を元に的確な行動が取れないのなら、騎士などやめてしまえ。我らマルス騎士団は必ず彼らを奪還する。それを指を咥くわえて見ているがいい」

　アークの凄すさまじい怒ど気きに遣やられて、誰だれ一人動けなくなった。ヒュペリオンでさえ主あるじの肩に戻もどらずに馬の鞍の上でじっとしている。総帥はふっと笑って言った。

「本当は足の一本でも折ってやりたいところだが、私は今、最高に機き嫌げんがいいんだ」

　やがて総帥を追って数人の高位騎士がやってきた。彼らに向かってアークは命令をくだす。

「シュペリを地下の反省房ぼうへ放ほうり込め。明日の同刻まで出すな。水も食料も与えるな」

「はっ。承知しました」

「タナトス。おまえは自由にすればいい。騎士団本部で控ひかえるもよし、神しん獣じゆうの森で過ごすもよし。ただし、明日のこの時間には反省房前で待機しろ」

　怪け我がを負ったシュペリは自力で馬を駆かれなくなっていた。高位騎士たちに連れられて皇都に戻るシュペリにアークは微笑ほほえんで言う。

「明日、反省房から出たその足で演習に参加しろ。一時でも休むことは許さない。私は今夜、毒矢をたくさん用意するとしよう。おまえとタナトスのためにな」










　地下にある反省房には演習の音も何ひとつ届かず、しんと静まり返っている。

　使われている気配がまったくしないその部屋は狭せまく冷たく、怪我がしくしくと痛んだ。

　ローブのフードを目ま深ぶかにかぶったシュペリは、寝しん台だい代わりの板張に身体からだを丸くして横になり、まぶたを閉じて鈍どん痛つうに耐たえている。

　軽率で浅はかな自分が憎にくかった。丸めた身体が、後こう悔かいの底なし沼ぬまにどんどん沈しずんでゆく。

　沈みながらシュペリは兄を思い出す。ユノーは生きている。渇かつ望ぼうし続けてきたその真実を、他ほかの誰でもない、アーク総帥がみずから語ってくれた。兄は裏切り者などではなく、攫さらわれた神獣のために敵国で懸けん命めいに生きていると知り、胸が熱くなった。

　ユノーは多大な危険を伴ともなう力ずくの奪還ではなく、神獣たちが確実に帰き還かんできるそのときを待つことを選んだ。たとえ気の遠くなるほどの忍にん耐たいを強しいられようとも。

　シュペリが心から慕したう兄のその行動に間ま違ちがいは無い。ユノーの足を引っ張るような行動は二度と取らないと強く心に誓ちかう。

　しかし同時に一刻も早く助け出したいという気持ちは強くなる一方だった。そのひ弱な身体を強く抱だき締めて、生きていてくれたことへの感謝を伝えたい。

　ユノーの安否が知れた今、シュペリは己おのれを苛さいなむ不安をひとつ消すことができた。

　けれどそれ以上に暗く大きな不安が、その身のうちに深く根を張っている。

　──神獣の森で……拾われた、子……。

　生き別れになるその間ま際ぎわ、ユノーが残していった言葉を思い出す。兄が言うことなのだから、これはまぎれもない事実だ。

　だとしたら、いったい自分は何者なのだろう。

　逃にげても逃げても追いかけてくるこの不安を払ふつ拭しよくするためには、ユノーに真実をすべて教えてもらうしかなかった。

　シュペリは浅い眠ねむりと覚かく醒せいを繰り返していた。時の流れがつかめなくなって、今が夕暮れなのか真夜中なのかがわからなくなる。また浅い眠りに落ちる。

　夢と現実の狭はざ間まに立っていたのは、十九歳の兄と十一歳の弟だった。

　──ユノー！　また大たい砲ほうの音がしてる！　早く逃げよう！

　──シュペリ、ぼくは行くよ。このことはぼくたち兄弟だけの秘密にしておいて。

　──何これ？　お薬とお医者さんの道具？　これどうするの？　どこ行くの……。

　戦火がすぐそこにまで迫せまっている。先の襲しゆう撃げきで父を亡なくしたばかりで、幼いシュペリはまだ深い悲しみと恐きよう怖ふから抜ぬけ出せずにいた。それなのに、ユノーまでどこかへ行こうとしている。そう予感して泣き出したシュペリを兄は抱き締めて言った。

　──ごめんね、しばらく会えなくなる。だからよく聞いて。ぼくがいない間にいずれ知れてしまうことだから……シュペリ、おまえは父さんが神獣の森で拾った子なんだ。

　──神獣の森で、拾われた子供？　……じゃあ、俺は誰の子なの？

　どうしてユノーは戦火から逃げようともせずにそんなことを言うのだろう。シュペリの小さな心はこれ以上悲しいことを受け止めることができないのに。

　──おまえの本当の母親は……ああ、駄だ目めだ、もう行かないと……。

　──待ってよユノー！

　いつも穏おだやかなユノーは、見たこともない切せつ迫ぱくした表情をしていた。それでわかってしまった。兄は本当にいなくなるのだと。行かないでと何度頼たのんでもユノーは立ち止まってくれなかった。最後の最後、ぎゅっと手を握にぎってくる。

　──ぼくはおまえのことを本当の弟だと思ってる。だからシュペリも絶対に迷っちゃ駄目だよ。何が起きても、心を強くしていて。

　──ユノー、待って、行かないでよ！

　──約束したよね？　マルスの騎き士しになってぼくを守ってくれるって。きっとだよ。ずっと信じているからね。

「ユノー、行くな……っ」

　かすれた声でそうつぶやいて目が覚めた。喉のどがひどく渇かわいている。

　見たことのない石の壁かべに、ここが反省房であることを思い出す。さっきまでが夢で、こちらが現実だ。

　逃のがれようのない現実──森で拾われた子供。本当の両親のことは、何もわからない。

　ユノーは伝えてくれなかった。ただひとこと「フェリエラルド人だよ」と言ってくれたら、それだけで良かったのに。けれど兄はそう言わなかった。

　俺はいったい何者なんだ──自分にはフェリエラルドを狙ねらう他国の血が流れているのかもしれないという不安と、そんなことはないと誰かに断言してほしい気持ちが、シュペリの中で激しく鬩せめぎ合う。

　七年もの間、不安と孤こ独どくに押し潰つぶされそうになる心を何度も一人で奮い立たせてきた。

　でももうそれも限界に近い。

　いつもと同じ夢を見た後の、逃れようのない虚きよ無むと孤独が怒ど濤とうのように押し寄せてきた。

　タナトスと暮らすようになってから一度もおとずれていなかったこの感覚を、受け止めるには今はつらすぎる。

　あの柔やわらかな獣毛に触ふれるだけで不安は消えていた。タナトスがそばにいないことが、こんなにも寂さびしいなんて。シュペリはまぶたを閉じ、伴はん侶りよの姿を思い浮うかべる。

　四し肢しを折り、首をすっと伸ばして、前まえ脚あしを綺き麗れいに組んで座るタナトス。長く豊かなまつげを伏ふせては瞑めい想そうに耽ふける。その邪じや魔まにならないよう、そばで黙だまって過ごす時間が心地ここちよかった。月明かりに染められた銀の毛並みを静かに見つめているのが好きだった。

　そんな日々がずっと続くことを願っている。

　けれど、もしこの身に他国の血が流れていたなら、それは叶かなわない。

　シュペリは故郷を失い、タナトスを失う。その喪そう失しつ感かんと孤独を想像して恐おそろしくなる。それに耐えることはできないと思った。

　タナトスに、今すぐここに来てほしい。いつもみたいにそばに座っていてほしい。

　それだけで救われるのに──。

「タナトス──」

　シュペリの痛切な思いに応こたえるみたいに、反省房の扉とびらがカタリと鳴った。はっとなって起き上がると、細く開かれた扉の隙すき間まから、獣じゆう毛もうに覆おおわれた形の良い鼻先があらわれる。

　これも夢かな──まだぼんやりとした頭で考える間に、タナトスが無言のままするりと反省房に入ってきた。トットッと四肢を弾はずませて歩き、板張に座るシュペリの腿ももに顎あごを乗せる。

　そうやってタナトスが口を開くと、腿の上に大きな赤い果実が転がった。

「林りん檎ご？」

『ヒュペリオンが持っていけと。あいつの特別な場所があって、そこから採ってきたそうだ』

「ありがとう。でも、なんでヒュペリオンが……？」

『あいつは神獣の中ではまだ幼い方なんだ。おまえより長く生きているが、人間の年ねん齢れいに換かん算さんすればおまえより若い。あいつ、見た目は厳いかついがかなり繊せん細さいなんだぞ。アークの命令とはいえ、おまえを追うことも傷つけることも嫌いやだったんだろう。これはあいつなりの詫わびらしい』

「ごめん。謝るのは俺の方だ。ヒュペリオンは悪くない、俺が全部駄目だった」

『それは本人に直接言うといい』

　タナトスは音もなく板張の上に飛び乗り、四肢を折って座った。シュペリは無意識にぴたりとくっつく。密着したそこから獣けもの特有の温ぬくもりが伝わってきて、強こわ張ばっていた心が少し溶とかされるようだった。触れられることに慣れていないはずのタナトスは、その獣毛に覆われた身体をシュペリと触れ合わせることも、近ちか頃ごろは厭いとわなくなった。

「どうやって入ったんだ？　見張りがいただろ？」

『いたが居い眠ねむりをしていた。あれは番人ではなく適当に宛あてがわれた下級騎士だ。監かん視しに慣れてない。アークの代になってから反省房ぼうはほとんど使ってないとヒュペリオンが言っていた。それもそうだろうな。あいつの幕下で規律を破ろうなんて思うやつはいない。おまえを除いて』

「………」

　返す言葉も見つけられず、項うな垂だれたシュペリはそのままタナトスの獣毛に顔を埋うめた。

『本当にじゃじゃ馬だな。おまえのために力になろうとする者が多くいるのに、なぜ一人で突つっ走ぱしる？　もう少し周りを頼たよってもいいだろうに』

「え……？」

『ヒュペリオンだけじゃない。あれこれ言うがアークもおまえにはかなり甘い。騎士団の規律を派手に破って一昼夜の反省房だけなんて、恩情以外の何ものでもない』

「でも恩情だけじゃないだろ。明日あしたの演習は毒矢攻こう撃げきが待ってる。総そう帥すいはタナトスの分も毒矢を作るって言ってた」

『おもしろい、おれは受けて立つ』

「破約、しないのか……？　俺、めちゃくちゃしたし、騎士失格同然だし……」

『するならとうにしてる。林檎など咥くわえてこんなところに来ない。──ほら、喰くえよ』

　手の中にある林檎はずっしりと重く、艶つややかな真しん紅くをしていて、本物の紅玉ルビーのようだった。そこにそっと歯をあてて齧かじると、甘く清せい涼りように満ちた香かおりが広がった。蜜みつをたっぷり含ふくんだ果か汁じゆうが渇かわいた喉を潤うるおしてゆく。

「わっ。見ろよこれ。すっごい蜜が入ってる。こんなのなかなか無いぜ？　少し食べる？」

『すぐ持ち直すところがおまえの凄すごいところだ』

　紫むらさきの瞳ひとみを半開きにしてあきれぎみに言うタナトスを放ほうって、シュペリは、ふふ、と笑う。

　本当にそばに来てくれた伴侶と、甘くいい匂においのする果実。おかげで気持ちは先ほどよりずいぶんと浮ふ上じようした。空いた手で無意識に獣毛をいじりながら大きな林檎を頰ほお張ばる。シャリシャリという瑞みず々みずしい音が心地よかった。

『喰うことに集中したらどうだ。おまえが好きなこれは後で堪たん能のうすればいいだろう』

「あっ、ごめん。つい。わざとじゃないんだけど……」

　眉み間けんに深い皺しわを寄せて毛け繕づくろいをする伴侶を、シュペリはじっと見つめた。

　綺麗な銀色の神しん獣じゆう。心も身体からだも強くて、シュペリみたいに揺ゆらいだりしない。怜れい悧りな眼まな差ざしと、迷いの無い判断力。

　愚ぐ行こうをしたシュペリを守るために駆かけ、激げき怒どする総帥と真っ向から対たい峙じしてくれたあの姿は本当に格好良くて、まぶたに焼きついている。

「タナトス。来てくれてありがとうな。嬉うれしかった。迷めい惑わくかけてごめん……」

『なんだ？　ずいぶんとしおらしくなってるな。たまにはそういうのも悪くない』

　そう言ってふっと笑うタナトスは、人間とは馴なれ合わないとシュペリを拒こばんでいたときとは少し違ちがってきている。自うぬ惚ぼれるなら、わずかに心を許してくれているような感じだ。

　こうやってタナトスに近づくことができた人は、どのくらいいたのだろう。

　長い時を生きるタナトスは、シュペリと出会うまでどんな風に過ごしてきたのだろうか。

　本当にずっと独りだとしたら、それは少し寂しいと思う。タナトスはどんな人と会話をして、何を大切に想おもってきたのだろう。

　小さなことなど気にせず、何ごとにも動じないタナトス。けれど、シュペリがもし他国の血を引いていたなら、それを知ったときタナトスはどうするのだろう。

　フェリエラルド人でなければ伴侶の資格はないと言って別の伴侶を見つけるだろうか。

　人と馴れ合わないと言いながら、今のシュペリを許すみたいに、その騎き士しが近づくことも少しずつ許すのだろうか。

「あのさ。破約、じゃない……俺との契けい約やくが終わったら、また新しい騎士を伴侶にする？」

　そう考えると知りたい気持ちが抑おさえきれなくなって、つい思うまま訊きいてしまった。

　当然のようにタナトスは怪け訝げんな表情をする。

『おまえはまた突とつ拍ぴよう子しも無ないことを……。おれは今おまえだけで手いっぱいなんだ。将来さきのことなどわかるわけがないだろう。新しい騎士？　考えるだけでも億おつ劫くうだ』

「じゃ、じゃあ、昔は？　俺の前にも伴侶になった騎士はいたのか？」

『………』

「タナトス？」

　深い碧みどり色の瞳で真っ直すぐ見つめると、タナトスはわずかに逡しゆん巡じゆんしたようだった。

「……おまえのこと、知りたいんだ。おまえの話を聞かせてくれよ」

　すがるようにそう乞こうと、タナトスは小さな吐と息いきをひとつだけつく。

　そしてシュペリの願いを聞き入れてくれたタナトスは、ゆっくりと語り出した。

『契約を締てい結けつした騎士はおまえが二人目だ。最初の騎士は、若くて真ま面じ目めなやつだった。当時のおれはマルス騎士団の実力を知らなかった。それを知るいい機会だと思ってその騎士と契約したんだ。でもそいつ、伴侶になって一ヶ月も経たたないうちに初うい陣じんで死んだ。──おれが殺したようなものだ』

「えっ……？」

『その頃ころおれはまだずいぶんと若くて、血気に逸はやっていた。大切なフェリエラルドを侵おかす者どもを、一人残らず殺し尽つくしてやろうと……今思うと恐ろしいことだが、当時は本気でそう考えていたんだ。戦いが起こればすぐさま激戦地に飛び込んで、敵兵を片かたっ端ぱしから嚙かみ殺した。命いのち乞ごいをする者すらも』

　そんな血に飢うえたような獰どう猛もうな姿を、落ち着いた声で話す怜悧なタナトスからは想像することができなかった。シュペリは固かた唾ずを吞のんで話に聞き入る。

『騎士と契約しても、おれは自分本位の行動をやめなかった。神獣隊の隊列をすぐに崩くずして敵てき陣じんの中心に躍おどり出た。そんなおれに、ついこの間まで見習い騎士だった伴はん侶りよがついて来られるはずがない。そいつは心の中に大きな怯おびえを抱かかえたまま、おれに無む理り矢や理り引っ張られるみたいにして激戦地に身を投じたんだ』

　独りだと思っていたタナトスが、自分以外の者を『伴侶』と呼ぶ。それを聞いたシュペリの心に灯ともされた小さな小さな赤い炎ほのおは、それでもひどく熱くて、ちりちりとシュペリを苛さいなんだ。

『その戦いは長く激しいものとなり、気がつけば周りに立っている人間はほとんどいなかった。赤く染まった大地にマルスの騎士も敵兵も斃たおれていて──その中に伴侶を見つけた』

　シュペリと同じ、見習い騎士だった若者。もうずいぶんと昔に儚はかなく命を散らしていった彼に、マルスの騎士として敬意を抱いだくべきだ。それなのに、シュペリの中にあるのは彼を羨うらやましく思う心と、言葉にあらわせない焦しよう燥そうだった。それをタナトスに知られたくなくて、シュペリは黙だまり込んだ。気づかないタナトスは静かに話し続ける。

『若くて馬ば鹿かだったおれは、自分のせいでそいつが命を落としたことにも気づかずに、仇かたきを取ってやるのが流りゆう儀ぎだと息巻いた。その勢いのまま、武装を解いていた敵国の陣じん営えいに突っ込んでいったんだ』

「噓うそ……。タナトスが、自分から？　フェリエラルドは守りの国なのに……？」

『そうだ。フェリエラルドは奪うばわない。戦いを仕し掛かけることも無い。結局おれの愚おろかな行動がさらなる戦せん闘とうを喚よんだ。敵国は嗾けしかけたのはフェリエラルドだと容よう赦しやなく兵を送り込んできた』

　傷いたみを伴ともなうその過去を語るタナトスの声は、変わらず落ち着いている。けれど、心を乱しているのはシュペリだけではないと思った。その一言一句を聞き逃のがすまいと伴侶を見つめる。

『善かれと思ってしていたことが、反対に母国を窮きゆう地ちに陥おとしいれていた。死なずに済んだはずの多くの若い騎士を、フェリエラルドは失ったんだ。おれはフェリエの怒いかりを買った。それでもなお、おれは女め神がみに〝獣けもの堕おち〟を示し唆さされるまで自分が犯おかした過あやまちに気づけなかったんだ』

「獣堕ち、って……？」

『おれたち神獣に与あたえられた最大の脅きよう威いだ。神獣の能力をすべて剝はく奪だつされて、獣に堕ちる。人語も失うし、人間の心も理解できなくなる。種を残すためだけに生き、生きるために弱者を喰らう、ただの狼おおかみになるということだ』

　初めて知るその事実に、シュペリは衝しよう撃げきを受けた。強く美しい神獣たちのそんな姿は見たくない。タナトスにだけは絶対になってほしくないと思った。『おれはならない』という言葉が聞きたくて、それをせがむように言ってしまう。

「獣堕ちになんて、神獣は……タナトスは簡単になったりしないよな？」

『ごく稀まれにある。手の施ほどこしようが無いほどの重傷を負ったときや、長く生きて消しよう滅めつを迎むかえるその直前に見られることだ。でも、フェリエがみずからの手で獣堕ちという罰ばつを下そうとしたのは、きっとおれだけだろう』

「でも、されなかった。女神さまはタナトスがフェリエラルドに必要だってわかってたんだ」

『さぁ、それは定さだかではないが。──これを境に、マルスの騎士たちはおれを戦場の頼たよりとする一方で恐おそれも抱いだきはじめた。それはおれにとって都合のいいことだった。これ以上、おれのせいで伴侶となる騎士の命を無む駄だにするわけにはいかなかったし、元々、人間と関かかわるよりは一人で戦う方が性に合ってる。だからもう騎士とは契約しないと決めた』

　そう言うタナトスがわずかに寂さみしげな顔をしたように見えたのは、シュペリの思い違いだろうか。シュペリは綺き麗れいに重ねられたタナトスの前まえ脚あしに手を差し込み、腕うでを組むようにした。

　長い時を生きる分、タナトスの過去にはシュペリでは推おし量れない傷みや悲しみがある。

　それを乗り越こえ、消せない傷みは伴って生きる。そこにタナトスの揺るぎない強さがあることを知った。

「ごめんな。俺、軽い気持ちで訊いたわけじゃないんだ」

『わかってる。おまえにはいずれ話そうと思っていたことだ。気にしなくていい』

　たくましい腕にからませた手にぎゅっと力を籠こめた。そこに嵌はまっている黄金の腕うで輪わに視線を落とす。

　偶ぐう然ぜん嵌ったあのときから、腕輪は眩まばゆいばかりの輝かがやきを一度も失っていない。それは神々に神獣を伴侶とすることを許され、タナトスがシュペリを伴侶と認めているからだ。

　騎士と契約しないと決めていたタナトスはなぜ、シュペリを伴侶としてくれたのだろう。

「そんな過去があったのに……タナトスはどうして俺と契約したんだ？　不ふ慮りよの事故？　偶ぐう然ぜん、腕輪が嵌ったから……？」

『不慮の事故？　おもしろいことを言う』

　タナトスはわずかに笑い、そして真しん剣けんな表情をした。

　至近距きよ離りで、濃のう緑りよくの瞳ひとみと紫し紺こんの瞳が深くからみ合う。

『おまえだけは、おれを恐れなかったからだ』

　タナトスはシュペリのことを何でも見み抜ぬく。あのとき、シュペリにあったのは恐れではなく、強く綺麗なものへの憧あこがれと、タナトスに近づけたことによる胸の高鳴りだった。

『おれを覚かく醒せいさせたおまえを、おれはすぐにでも喰くおうとした。だが、これから喰われるというのに、おまえの瞳は美しい濃緑に輝いていて、おれを見つめる眼まな差ざしに恐きよう怖ふは無かった』

「うん……。俺、あのときタナトスのことを本当に綺麗だと思ったんだ」

　普ふ段だんは意地を張って言えないその言葉も、今は素す直なおに伝えることができる。それを聞いたタナトスがほんの少しだけ笑う。つらい過去を吐と露ろさせてしまったことを申し訳なく思っていたが、その表情を見てシュペリは安あん堵どすることができた。

『その怯えの無い心がいい。喰うと脅おどしても逃にげずに、兄を助けたいと言うおまえの瞳はずいぶんと真っ直ぐだった。おれは昔のような馬鹿なことはしないで、力を貸してやれると思ったんだ。──このでこぼこの腕輪も、案外気に入っている』

「ありがとう、タナトス。俺を選んでくれて。本当に……」

　心の移ろいというものは、とても不思議だと思う。出で会あったその日、乱暴に体液を搾しぼられてシュペリは腹を立てていたし、そんなシュペリをタナトスは億おつ劫くうそうにあしらった。

　背中合わせで始まったこの関係は、日々行動をともにして会話を繰くり返し、血液を与あたえ獣じゆう毛もうに触ふれて、少しずつ変化を見せる。

　この先も伴侶でいられますように──すっと伸のびたそのたくましい首筋を、シュペリは丁てい寧ねいな手つきで撫なでた。柔やわらかな獣毛がシュペリの指に梳すかれて、ほのかに銀色の光を放つ。

　触れられることを厭いとわなくなったタナトスは心地よさそうにまぶたを閉じた。ひとしきり話して気を緩ませたのか、小さな声で独ひとり言を発する。

『シュペリがユノーたちを見つけられたら、おれもいつかは──』

「タナトス？　今、何て？　いつか……って、何だよ？」

　タナトスが無意識のうちにつぶやいたであろうその言葉がひどく気になり、シュペリは獣毛を撫なでる手を止めて訊いた。タナトスがはっとなってまぶたを見開く。

『いや、何でもない』

「何でもないことないだろ。教えてくれよ」

　そう乞こいながらタナトスの顔を覗のぞき込むと、迂う闊かつだったと言いたげに眉をひそめていた。

「それとも、言いにくいことなのか……？」

　シュペリの強い眼まな差ざしから逃れられないと思ったのか、タナトスは何かを言い淀よどんだ後、短い言葉を溜ため息いきにのせて放つ。

『捜してるやつがいる。いつかそいつを見つけようかと……。──それだけだ』

「えっ、タナトスにも尋たずね人が？　どんな人？　男？　女？　いつどこで会ったんだ？」

　思いもよらないその事実に驚く。タナトスはそんな素振りすら一度も見せなかったというのに。シュペリの問いに答えるタナトスは、言葉を選んでいるようだった。先ほどまでとは違って、どことなくよそよそしい話し方をする。

　タナトスはシュペリのことなど忘れて、その人の血液や体液を熱心に求めるのだろうか。

　たとえ拒こばまれても優やさしく諭さとしたりその落ち着いた声でねだったりして、上手うまく食事をするのだろう。そして過去と同じ過ちを犯さないために、戦場では伴侶を懸命に守るに違ちがいない。

　タナトスの初めての伴侶と、いつか再会を果たしたい尋ね人。人と馴なれ合わないと言っていたタナトスに自分以外の人間の影かげがちらつく。姿の見えない存在に心を乱されて、シュペリはひどく戸と惑まどった。

　初めて知るこの感情を上手く制せい御ぎよすることができなくて、胸が詰つまって息がしづらくなる。

『どうした？　急におとなしくなって』

「怪け我がが、痛くて」

　心に広がった戸惑いが顔に出てしまう。それをごまかしたくて怪我のせいにした。そんなことなど知らないタナトスが、やけに優しく接してくる。

『強がったり、元気になったり落ち込んだり、忙いそがしいやつだな。怪我ってどっちだ？　首か腰こし骨ぼねか？　治してやるから見せてみろ』

「どっちも痛い」

　優しさに甘えてそう言ってしまった。ローブの留め具を外して制服の襟えりを開くと、タナトスが目を瞠みはる。シュペリからは見えないが、青黒い色をした指の痕あとがくっきりとついているようだった。

『これは酷ひどい。アークのやつ、本当に容よう赦しやないな』

「え……。な、なに……？」

　タナトスの前脚で肩かたを押された。板張に倒たおされた身体からだに狼が乗り上げてくる。四し肢しを器用に動かしてシュペリの手足を柔く押さえると、タナトスは痣あざを消すためにそこを舐なめはじめた。

「あっ！　タナトスっ……、や……！」

　熱く粘ねばりのある獣けものの舌が首筋を這はい、そこが唾だ液えきまみれになる。その長く重たい舌は鎖さ骨こつや平たい胸にも触れ、慣れない感かん触しよくに身体がびくりと震ふるえた。

『ん？　──ああ、この姿でするのは怖こわいんだったな』

「や、別に、怖くないけど……」

　紅あかい顔をして言う強がりはまったく通じなくて、タナトスが笑いながらその巨きよ軀くをぶるっと震わせる。変化はすぐに始まった。

　最初は驚きよう愕がくしたこの光景も、いつの間にか当たり前のものとなった。タナトスの変化に合わせてシュペリはローブを脱ぬぎ、できたばかりのたくましい裸ら体たいを覆おおう。

「切り傷だけじゃなくて、打ち傷とかも治せるのか？」

「軽度なら。おれは専門じゃないからな。治ち癒ゆ専門は一角獣ユニコーンだ。彼らは折れた骨も治す」

　そう言いながらタナトスが覆いかぶさってくる。獣型のときよりも強くなるその重みにすら安あん堵ど感かんをおぼえた。まだ残る痣を何度も舐められているうちに痛みは消え、シュペリはタナトスの舌の感触だけを追う。

「まだ痛むか？」

「あ……、も、痛くない……」

　首筋から離はなれ、顔を覗き込んで訊きいてくるタナトスの、濡ぬれた薄うすい唇くちびるを見つめてしまう。

　無意識に開いたシュペリの唇に、それが重なってくる。すぐに入ってきた舌先を自分のものとからませ、優しくくすぐり合う。

「……ふ、ぁ、……んっ、ん……」

「香かおる。──林りん檎ご、か」

　柔く触れ合う舌先が気持ちよくて、まぶたがとろんと重たくなった。半分ほどしか開いていない濃緑の瞳をタナトスの紫紺の瞳にからませる。

「ん……。食事、する……？」

「なんだその言い方。その顔。誘さそってると思われてもしかたないぞ」

「違ちが……、あ、ぅ──」

　かぷ、とまた嚙かみつくように口づけられて、さっきより深いところまで舌が流れ込んでくる。

　その激しい動きに、口内に林檎の香る甘い唾液があふれてくる。痺しびれるほどに舌先をきつく吸われると、シュペリはすがるようにタナトスの肩をつかみ、うなじの銀ぎん髪ぱつに指をからませた。

　タナトスは誰だれに聞かせるでもなく、本能のままにその衝しよう動どうを吐露する。

「は、ぁ……。もう……喰ってしまいたい──」

「タナ、トス……？　あ、っ」

　小さな金具の外れる音が聞こえて、ベルトが緩ゆるめられたことを知ったときには上着の中にタナトスの両手が滑すべり込んできていた。肩けん甲こう骨こつをなぞられ背中を撫でられて、長い指の感触に思わず上体を反らせてしまう。その拍ひよう子しに、腰骨にわずかな痛みが走った。

「痛……」

「シュペリ？　腰骨か？」

　背中を離れたタナトスの手が迷いなく怪我に触れる。その手はさらに下へとさがり、ベルトを外されたことによって緩んでいた下衣を抜ぬき取られた。

「やっ。なんで全部脱がすわけ……」

「治したら食事する」

「え、っ……？　ちょ、っと、待っ……」

　足を閉じて身体を丸めたが、少しの抵てい抗こうにもならなかった。脇わき腹ばらのすぐ下、強打して赤くなった細い腰骨にタナトスの唇が触れる。食はむような仕草の合間に濡れた舌で骨を丸くなぞられて、痛みなどすぐに吹ふき飛んだ。

「そこ……、そんなに、痛くないから、もう……」

　痛みの去ったその場所に別の感覚が集まってくる。直接触れられるよりも危あやうい感触に、シュペリの茎くきが反応する。怪我を癒いやしてもらっているはずなのに、集まりはじめたその熱いものに身体は落ち着きを失うばかりだった。

「や……、くすぐったい、から」

「我が慢まんしろ。放ほうっておいたら明日にはもっとひどくなる。演習どころじゃなくなるぞ」

「も、いやだ、って……」

　このままでは当たってしまう。ぴんと立ち上がり、所在無げに揺ゆれる性器がタナトスの顔に当たってしまいそうになる。

　シュペリは両りよう肘ひじをついて上体を起こすと、タナトスと茎の間に自分の手を置き、なんとかそれを防ごうとした。けれどその手にタナトスの指がからみついてきて、手を繫つないだまま身体の外側へ追いやられた。

「食事。していいんだろう？」

「だ、だめ。やっぱり、今日は無し……」

　いつもとはまるで違う雰ふん囲い気きにぐらぐらとして、真っ赤な顔で思わずそう口にしてしまう。タナトスはふっと笑って腰骨から顔を離し、腿ももの付け根伝いに唇を落としてゆく。

　色素の薄い下生えに口づけ、硬かたくなった先せん端たんを柔やわく食はむと、その根元までを吞のみ込んだ。

「──あっ、あ！」

　快感はすぐにおとずれた。熱くぬめった口こう腔こうの中、タナトスの舌が性器の裏側を何度も舐め上げ、先端に吸いついてくる。蜜みつをこぼす孔あなを尖とがらせた舌先でちろちろとくすぐられて、そのいやらしい動きに腰こしが呼応して揺れる。

「っく、ぅ……それっ、いや、だ──」

　むず痒がゆいような甘い疼うずきを強い刺し激げきで塗ぬり替かえてほしくなる。シュペリがそう感じるときを待っていたみたいに、タナトスは唇をきつく締しめて抜き差しを繰くり返す。長い指を茎にからませて、強くこすりながら先端を思いきり吸ってくれた。

「あっ、あっ、あっ」

　過去に受けた放出を促うながすだけの無機的な口こう淫いんとは何もかもが違っていて、それを最もよく知る茎がびくびくと悦よろこんでいる。

「タナトスっ……、どう、しよう……っ。なんか、俺……」

「気持ちいいのか？」

「──っ」

　ただの食事のはずなのに、自分ばかりが快感に乱れていて恥はずかしい。けれど、もっと欲しいとも思ってしまう。それが何よりもシュペリを羞しゆう恥ちに惑まどわせた。

「気持ちよくなってもらわないと困る。そうしているんだからな」

「タナ、トス？　──あ。あ……っ」

　シュペリの戸と惑まどいを打ち消すみたいに、薄うす紅べに色いろに染まった茎をゆるゆるとあやしながらタナトスが言う。

「素す直なおに感じてかまわない。快感が欲しいなら幾いくらでもやる。シュペリは気持ちいいことが好きか？」

「く、ぅ……。──す、好……き、……っう、あっ」

　はっきりとそう訊かれて、抗あらがえなかった。口にしたその言葉に誘ゆう発はつされるみたいに、タナトスの手の中で性器がびくんと跳はねる。

　透とう明めいの蜜が勢いよく飛び出してその手を濡らす。タナトスは体液を美味うまそうに舐め取った。

「ごめ……、俺……変じゃ、ない……？」

「変になるのがいいんだろう。でも、おれ以外には誰にも見せるな。誰にも言うな。おれがおまえだけにこの姿をさらすように、おまえもおれだけにしておけ」

「ぅ、ん……」

「おまえは快楽に弱くてもいい。その方がより多く繫がれるし深くまで挿いれられる」

「ふ、深く……？　挿れる、って……い、いま……？」

「いいや。おまえ、気持ちいいことは好きだがそれは怖いんだろう？　身体がそう言ってる」

「……そ、んな、こと……」

　そんなこと無いとは言いきれなかった。今はシュペリと同じ人の姿をしていても、タナトスはこの国の至宝である神しん獣じゆうだ。ましてや自分たちは同じ雄おす──神の眷けん族ぞくと人間、種族や性別を飛び越こえて身体からだをひとつに繫げることには、まだ抵抗感が残っていた。

「あ……タナトス……」

　シュペリが見たタナトスの性器は、その長ちよう軀くの中心で驚おどろくほどの存在感を呈ていしていた。赤く充じゆう溢いつしきったそれは大量の先走りで濡れ光り、引き締まった腹にぴったりと貼はりついている。

　同じ男の生せい殖しよく器であるはずなのに、自分のものと違ちがうように見えるのは、やはりタナトスの基もといが狼おおかみだからだろうか。その熱く猛たけったものに身体を貫つらぬかれるという怖こわさも拭ぬぐいきれない。

「俺……どうした、ら」

　恐きよう怖ふとも快感ともとれるものが細身の身体を巡めぐって、ぞくっとする。シュペリはまた顔を赤くして悩なやましげに眉まゆをひそめ、助けを乞こうようにタナトスを見つめた。

「今日は我慢するからそんな顔するな。ここまで忍にん耐たい力りよくを試ためされるときが来るとは思っていなかったが……」

「ん、っ……」

　自身も息を乱していることに気づいたのか、タナトスは困ったように笑った。そうしながら内うち腿ももに触ふれ、そこに軽く力を入れてくる。それだけでシュペリの脚あしは大きく広がってしまった。

　タナトスは柔くこすっていた茎から、二人の蜜液と唾だ液えきが混ざってとろとろになったものをすくい取る。

「ただ、おれもそろそろ限界だ」

　脚を広げたことであらわになった後こう孔こうに、濡ぬれた指を押し当てられた。

「あ、あっ……？」

「早くここにおれのを挿れたい──」

「んんっ！　──や！　タナトスっ……」

　指の腹で丸くなぞられていたそこが拡ひろげられ、長い指が入ってきた。経験したことのない圧あつ迫ぱく感かんに、繫いだままの手をぎゅうっと握にぎり締める。

「痛いか？　挿れる前に舐なめてやれば良かったか……」

「痛く、ないっ……けどっ……」

　初めて知るあからさまなその行こう為いに、耳まで真っ赤になる。

　孔に触れることも体内に指を挿そう入にゆうすることも、タナトスは何ひとつ躊ちゆう躇ちよしない。

　その動きは巧たくみで、シュペリはひどく困こん惑わくした。まるで過去にも誰かとそうしていたみたいな──それが最初の伴はん侶りよかと思うと、タナトスの指を拒こばみたくなる。

「ああっ──」

　けれど拒むどころか増やされた指まで吞み込んでしまった。繫いだ手を強く握ると後孔まで窄つぼまってしまう。そうするとせわしなく出入りを繰り返すタナトスの指の形が克こく明めいに感じられて、シュペリは肌はだを粟あわ立だてた。

「……あ？　……待、っ、──あぁ……、ん……」

「大だい丈じよう夫ぶだ。喰くったりしない」

　硬く張った袋ふくろをこりこりと食まれ、熱い舌で舐ねぶられて、知らなかったその感かん触しよくに甘い声が漏もれた。陰いん囊のうをしたたかに濡らしたタナトスの唾液が後孔まで伝ってゆく。そのたびにそこが潤じゆん滑かつ性せいを高めて、聞き慣れない水音を次々と生んだ。

「ここにおれのを挿れたら、どんなに気持ちがいいだろうな。こんなに拡がって柔らかくなって……ああ、もう大丈夫そうだ」

「やっ！　だ、め……、だ……タナトスっ」

「わかってる……我慢する。──でも、シュペリ……凄すごく挿れたい」

　挿れたい、とうわごとのように繰り返すタナトスは、普ふ段だん纏まとっている神性と怜れい悧りさを隠かくして獣じゆう性せいを前面に出してくる。

　本能のおもむくまま欲しいものを激しく求めてくるその行為は、ひどく情熱的だった。

　タナトスの衝しよう動どうに攫さらわれるようにして、シュペリの抗う気持ちは完全に弾はじけ飛んでしまった。

「……あっ？　タナトスっ、そこ、何っ……？　──あ、あ、っ！」

　ぬるぬると抽ちゆう挿そうされていた指を根元まで吞み込まされる。何かを探さぐるように内ない壁へきを撫なでていた指が一部分に引っ掛かかったとき、感じたことのない快感が身体を駆かけ抜ぬけた。

「気持ちいいか？　達いきそうか？　全部飲みたい」

「あぅ、ん……っ！　──い、いっ」

　そこを執しつ拗ように突つかれると、下腹に溜たまっていた白はく濁だくがふつふつと沸わき立つようだった。

　先端の孔は開ききり、放出される瞬しゆん間かんを待ち侘わびていた茎くきが期待に震ふるえる。

「も、……い、く。──あっ。出る、からっ……口、で……、してっ」

「シュペリ……おれを惑わすな……」

　張り詰つめた性器がふたたびタナトスに吞み込まれる。きつく締めてくれたその口内を突きながら射精したくなって、シュペリは腰を振ふった。

　熱くとろけた内壁をもっと強く搔かいてほしい。駄だ目めだ駄目だと思いながら、濡れた唇くちびるを動かして乞う。

「あぁ、っ……タナトス……、ゆび、それ、──もっと、っ……」

「……もう、やめてくれ……おれの方がおかしくなる」

「あっあっあっ」

　タナトスが夢中になって茎を舐めしゃぶってくる。乱暴にされるのとは違うその感触はひどく気持ちがいい。望み通り体内をきつくこすられて、シュペリは絶頂を迎むかえた。

　粘ねん性せいの高い体液が細い管を駆け上がる瞬間にはたまらない悦えつ楽らくがある。その一いつ瞬しゆんに合わせてシュペリは腰を思いきり突き出した。

「ああぁっ……タナトスっ、──き、もちいっ……」

　温かい口内で茎を大きく震わせながら、快感を得た分だけ濃のう度どを増した精液をびゅくびゅくと吐はき出す。どろりとしたそれをタナトスが舌で転がし、嚥えん下かするその感触にすら快感をおぼえて、シュペリはすがるようにタナトスの銀ぎん髪ぱつに指をからませた。

「はぁっ……、あぅ、っ……」

「駄目、だ……。これ以上人型でいるのはまずい。──シュペリ、服を着ろ」

　シュペリが解放の余よ韻いんから抜け出せないうちに、タナトスはあっという間に神獣の姿に戻もどってしまった。

　大きな狼の身体をぶるぶると振って毛並みを整えると、板張の上に四し肢しを折ってきちんと座り、少しの時間、かたくまぶたを閉じる。おそらく、凄すさまじい衝動とシュペリを喰ってしまえという本能を懸けん命めいに抑おさえ込んでいるのだろう。

　何だかひどく申し訳ない気持ちになりながらのろのろと服を着終えると、タナトスは自分の背に視線を落としながら言った。

『この板張はおまえには硬かたすぎる。おれにもたれて寝ねるといい』

「うん……」

　やけに甘やかしてくるその態度をからかうこともできずに、ただ素直にうなずく。何か特別な気持ちが含ふくまれた放出がいつも以上に気だるさをもたらしていた。

　タナトスにくっついて座り、その背中に、ぽふ、と顔を埋うめる。長く艶つややかな銀毛と、その奥にあるもこもことした白い毛皮の柔やわらかさ、そしてその下に息づく獣けものの温ぬくもりがたまらなく愛いとしかった。

『もうどこも痛くないか』

「痛く、ない」

　愛しいと想おもっているのに、気き遣づかってくれるタナトスに沈しずんだ声で返事をしてしまった。それに気づかないタナトスは、シュペリが眠ねむりかけているとでも思ったのだろう。

　でも、そうではない。想いが増した分、言いようのない焦しよう燥そうが心にじわりと染しみ込んでくる。

　食事をすると言ってはシュペリの体液を求め、やがてシュペリそのものを求めてきたタナトス。その行為は巧みで、熱い想いが籠こもっていて、いやらしかった。シュペリなど簡単に籠ろう絡らくされてしまって、抵てい抗こうできるはずがない。

　タナトスはこういうことをいつ誰だれとしてきたのだろう。やはり、前の伴侶だろうか。

　シュペリには「おれだけにしておけ」などと言いながら、タナトスはシュペリ以外の誰かに触れたことがある。顔の見えない前の伴侶を熱心に求めるタナトスを想像して、眠りかけていた心と身体が嫉しつ妬とで覚かく醒せいするみたいだった。

　シュペリ以外の人間を『伴侶』と呼んだタナトス。それを聞いたときに生まれた赤く小さな炎ほのおは、ずっと心に燻くすぶり続けることになる。

『どうした？　眠れないのか』

　行き場の無い想いに苦く悶もんして、思わず顔をきつく獣じゆう毛もうに押しつけてしまった。さすがに様子が違うと思ったのか、すぐに長い尾おがシュペリの身体にまわってくる。

　タナトスは眠りを誘さそうように、そのふさふさとした尾でゆっくりとシュペリを撫でてくれた。繰くり返しそうされているうちに、心を炙あぶる小さな炎が鎮しずめられてゆく。

「タナトスはあったかいな……」

　重くなったまぶたを閉じながらそうつぶやくと、タナトスがわずかに笑う。たくましい身体が少しだけ揺ゆれたことでそれがわかった。この優やさしさもあの熱い想いも、シュペリだけに向けていてほしい。眠ねむ気けの差した頭でそんなことを思った。

『もう眠れ。起きたら即そく演習だ』

「うん……毒矢が当たらないように……俺が守るからな……」

　ずっとこうしてそばにいたい。悲しみと傷いたみに包まれた過去も、初めて知る嫉妬という苦く悩のうも、不安の影かげが差す未来も、今だけは心の奥底に閉じ込めて、ただ伴侶と寄り添そうことだけを感じていたかった。

　そう強く願いながら、シュペリはタナトスに身を預け、深い眠りについた。　>>>♥










　　　　５




　当初の予定より一時間ほど早く番人がやってきて、シュペリは解放された。

　アーク総そう帥すいの命令通りその足で演習場へ向かう。ランサムやエリクを始めとする神しん獣じゆう隊の騎き士したちがいつものように集合し演習準備に入っていた。

　総帥が用意すると言っていた毒矢からタナトスを守るため、その巨きよ軀くを覆おおうことができる鎧よろいが欲しい。タナトスを外で待たせ、シュペリは埃ほこりっぽい倉庫の奥まで入ってそれを探した。

　そうしたのは少しでいいから一人になりたかったからだ。鎧を探す手にも迷いが生じる。

　昨夜、なぜ少しも抵抗できなかったのだろう。それを繰り返し考えていた。

　──できなかったというより、抵抗する気が無かったというか……。

　シュペリとタナトス、どちらも敢あえて口にはしないが、昨夜のあれは、食事ではなかった。

　口づけや口こう淫いんにどれだけ快感があっても、タナトスが衝動に駆られて雄おすを押し当ててきても、今までのそれはすべて食事の延長にあることだった。

　昨夜も唾だ液えきや精液を摂せつ取しゆしたことに変わりはないのに、それでもタナトスは食事をしていないとシュペリは思う。少しも酩めい酊ていせずに、自分は耐たえに耐え、シュペリだけに快感を与あたえてくれた。

　そこまで考えて、ばっと顔が赤くなる。

　──自じ滅めつ的てきだ。もう考えるのよそう……。

　適当な鎧を見つけて倉庫を出ると、純白の獅し子しを連れた上官がこちらに向かってきていた。

　ランサムであることにすぐに気がつく。その表情が硬かたく見えたのは気のせいだろうか。

「ランサム、おはよう」

　シュペリはいつも通り挨あい拶さつをしたが、ランサムが言う「よう、シュペリ」は聞こえて来なかった。代わりに肩かたを抱だかれ、強く引き寄せられた。鼻先にランサムの厚い胸むな板いたが迫せまる。

「許せ。俺が余計なことを言ったばかりに、おまえを反省房ぼうなんかに……」

「ランサムのせいじゃない。聞き出したのは俺だ。それにランサムは俺を止めてくれただろ」

「だが止めきれなかった。おまえが独りきりで冷たい反省房にいると思うと眠れなかった。つらかっただろう。身体からだはどこも悪くしていないのか？」

「平気だ。俺がランサムの命令に背そむいたんだ。ごめん。ランサムは俺のせいで総帥に怒おこられたりしなかったか？」

「シュペリっ……」

　がしゃん、と金属音がした。ランサムに抱き締しめられて、うっかり鎧を落としてしまった。

「おまえのことが心配でならないんだ。俺が力になる。俺がおまえを守るから、これ以上無む茶ちやをしないでくれ」

「ランサム？」

　いつものランサムとは違ちがう真しん剣けんな様子に、シュペリは戸と惑まどった。抱き締める腕うでの力が強くて痛い。さっき派手な音を立ててしまったせいで、周囲の騎士たちはランサムとシュペリに気づき、奇き妙みような視線を送っている。彼らの中にエリクがいるのが見えて、シュペリは焦あせった。

　また嫌いやがらせを受けかねない。もう放してほしいのに、いつまでも放そうとしないランサムに困り果てていると、尻しりに物もの凄すごい衝しよう撃げきがあった。

「痛いってぇ！」

　タナトスが力いっぱいそこに頭ず突つきをしてきて、シュペリは鎧が落ちる音よりも大きな声を出す。しかしその声でようやく解放された。

「あ……。わ、悪い」

　我に返ったランサムも周囲の視線に気づいたのか、いつになく落ち着かない様子を見せる。

「身体も大だい丈じよう夫ぶそうで良かったな。だが今日の演習は無理するなよ。じゃあ、また後でな」

　少将は照れたようにそう言うと、伴はん侶りよとともに演習場へ駆かけていった。

　シュペリは、ふう、と溜ため息いきをつき、鎧を拾って砂を払はらう。

「助かったよタナトス。ぜんぜん放してくれないからどうしようかと思った。どうしたんだろうなランサムは。いつもと違ってたよな？」

　まるでランサムが反省房から出てきたみたいに憔しよう悴すいしていた。そこまで責任を感じさせてしまうのは申し訳ない。そう思うシュペリに、タナトスはあきれた視線を寄よ越こしてくる。

『おまえのその鈍どん感かんさはどうかと思うが』

「どういうことだ？　タナトスの頭突きは凄すごくいい間合いだったぜ。ただ、ちょっときつかったかな」

『おまえ……おれに喧けん嘩かを売りたいのか』

「え？」

　なぜか不ふ機き嫌げんになってしまったタナトスを宥なだめすかし、苦労して鎧を着けさせた。

　隊列を組んで演習開始を待っていると、ふと見た隣となりにエリクがいた。わざとシュペリの横についたのは明らかだった。ああ、またいつものあれが始まる──。

「随ずい分ぶんと特別扱あつかいだな。総帥もランサムさまも……。一晩の反省房など、罰ばつが軽すぎる。おまえの兄が西の町なんかにいるわけないだろ？　今いまごろ、カナン帝てい国こくあたりで神獣を繁はん殖しよくさせてるんじゃないか？　フェリエラルドを襲おそわせるためのさ」

　覚かく悟ごはしていたものの、かなり応こたえた。しかし感情のままエリクに殴なぐりかかるようなことはもうしないと決めていた。シュペリはこれ以上愚ぐ行こうを繰り返すわけにはいかないのだ。

「さあ。俺にはなんとも……。神獣ってフェリエラルド以外でも生まれるんだったっけ？」

　適当な返事をして心無い言葉に耐える。すると意外にもタナトスがエリクに向かって咆ほう哮こうした。腹に響ひびくその声にエリクは一いつ瞬しゆん怯ひるんだが、その嫌がらせの矛ほこ先さきが変わってしまう。

「おまえの兄は相当な変わり者だったよな？　その毛色の違う異形の神獣といい、おまえの周りには異質なものが集まるようになってるんじゃないか？」

「待てよ。おまえにタナトスを悪く言われる筋合いは無い」

　ユノーよりもタナトスのことを言われて腹が立ち、シュペリは思わず反応してしまった。

　エリクはそれに手て応ごたえを感じたようだった。瞳ひとみをすっと細めてにやりと笑う。

「異質づくしのシュペリどのにぴったりの噂うわさ話ばなしがあるんだけど。知りたい？」

「……何だよ。全部聞いてやるから勿もつ体たい振ぶらずに話したらどうだ」

　エリクはにやにやと笑うのをやめない。伴侶の体毛をゆっくりと撫なでながら言う。

「僕のお祖父じいさまから聞いた話さ。十五年ほど前、神獣の森で幼児が保護されたって。近くに母親らしき女が倒たおれていて──その女は黒い瞳の異国人だったという噂うわさが流れたそうだ」

「へ、ぇ……初耳、だな」

　そう返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。冷たいその声に心臓を鷲わしづかみにされたような錯さつ覚かくに陥おちいる。

　悪い夢のままであってほしかったそれが、突とつ如じよエリクを介かいして現実世界にあらわれた。

「計算すると幼児は今ごろ十七、八歳ってところかな。母親が黒い瞳なら子供はどうなんだろうな？　同じ黒だとすぐにばれるし。──あれっ？　そういえばおまえの瞳ってさ……」

「っ！」

　エリクが顔をぐっと近づけ、シュペリの瞳を覗のぞき込むような真似まねをする。二人のやりとりに周囲の騎士が気づきはじめる。それを知ってか、エリクは一段と声を大きくした。

「おまえの瞳って、フェリエラルド人にしては色が濃こいよなぁ。僕たちはフェリエさまと同じペリドットみたいな淡あわい碧みどり色いろをしてるけど？　その森で拾われた幼児って……、もしかしておまえのことなんじゃないか？」

「………!!」

　その衝撃的な一言に、シュペリは呼吸を忘れそうになった。全身が引き攣つったように動けなくなる。

　周囲の騎き士したちが「言い過ぎだ」「やめろ」とエリクを止めに入った。

　しかしそう口にする彼らの、シュペリに注がれる視線はひどく懐かい疑ぎ的てきなものだった。

　エリクを咎とがめながら、その実、彼の言葉に賛同する。それはただの同意よりも手て酷ひどくて、シュペリに騎士団との大きな隔へだたりを感じさせた。

　タナトスが長い尾おを振ふってばしっとシュペリを叩たたいてくる。それにより呪じゆ縛ばくから解放された。

「ふざけんな……！　何の証しよう拠こがある」

　こんな大勢の人の前で、タナトスの前で、シュペリの心を巣食う不安を暴あばかれるなんて。

　焦しよう燥そうと動どう揺ようで身体が一気に熱くなり、汗あせが吹ふき出る。長く一人で抱かかえ込んできた脆もろい部分を炙あぶられたみたいだった。

「証拠かぁ。──そうだ。森で拾われた子供って、生存記録にはどう記き載さいされるんだろうな？　前例が無いだろうし、事務総局の偉えらい人たちは困っただろうね」

「生存記録？　エリク、それは──」

　これ以上無む駄だ話はさせぬと言いたげに、演習開始の角笛が高らかに鳴った。

　神しん獣じゆうたちが咆哮し、矢が飛び交かう。エリクは笑いながら相手の隊列へと駆けていった。

　その後、どう演習を終えたかは記き憶おくに無い。ただタナトスの獣じゆう毛もうをきつく握にぎり締めて一度も離さず、タナトスも敢あえてそれを咎めなかったことだけは憶おぼえていた。










　揺ゆれる小さな炎ほのおを、シュペリは濃のう緑りよく色しよくの瞳でじっと見つめていた。

　その蠟ろう燭そく以外の明かりを灯ともしていない家は、暗くしんと静まり返っている。

　タナトスは銀の肢し体たいを半分闇やみに溶とけ込ませて、いつものようにまぶたを閉じて瞑めい想そうしていた。

　──森で保護された子供、黒い瞳の女、生存記録……。

　暗い部屋でシュペリはそれらを何度も反はん芻すうする。

　今日の演習中に聞いたエリクの言葉に、シュペリは完全に囚とらわれていた。

　騎士たちのあの視線も忘れることができない。皆みな、心の中で思っているのだろう。シュペリがどこか異質な存在なのだと。

　シュペリが知らなかっただけで、あの噂を知る者は多くいるのかもしれない。

『また噂に踊おどらされる気か？』

「えっ……？」

　いつの間にか瞑想をやめていたタナトスに、また心の中を読まれた。

『エリクが言う根こん拠きよも無い噂を、おまえは信じるのか？　確たる情報、揺るぎない事実を元に的確な行動を取れとアークに言われたばかりだろう』

「違ちがうよ、タナトス。これは噂だけじゃない。だって俺は──」

　間ま違ちがいなく神獣の森で拾われた子なんだ──今、そうタナトスに伝えた時点で、エリクが言う噂のすべてを認めることになってしまうのではないだろうか。それを認めてしまえば、フェリエラルドにいることも、タナトスのそばにいることも許されなくなる。

「なんでもない」

　どうしても言えなかった。この事実を知ったときのタナトスの反応を見るのが怖こわい。

　そんなシュペリの思考などお見通しなのだろう、タナトスが小さな溜息をひとつつく。

『仮に噂通りおまえが森で拾われ、異国の血を引く人間であったとして、それがいったい何だって言うんだ？　おまえを育はぐくんだのはこの碧の大地であることに変わりはないだろう』

「タナトス……」

　何ごとにも動じない、タナトスらしい言葉だと思った。心のどこかで誰だれかがそう言ってくれることをシュペリも望んでいた。

「ありがとうな。そう思ってくれるのはきっとタナトスだけだ」

　他ほかの誰でもない、タナトスにそう言ってもらえたことをありがたく思う。皆がどう思おうと、タナトスさえシュペリを認め許してくれるのなら、それだけで救われるような気がした。

　けれどこれは昨日今日出てきた話ではない。シュペリが十一歳の少年のころから、その心にずっと抱え込んできたものだ。

　この漠ばく然ぜんとした巨きよ大だいな不安を払ふつ拭しよくするために、シュペリはユノーを頼たよるしかなかった。

　けれどそれでは駄だ目めだということにようやく気づく。思った以上に逼ひつ迫ぱくしてしまったこの事態は、自分の手で決着をつけるべきだと思った。そのためにシュペリができることは──。

「俺、生存記録を見に行く」

『やめておけ。見ても意味は無い』

「なんでっ……。生存記録は根拠の無い噂とは違う。確かな情報だろ」

　タナトスに即そく座ざにきつく否定されて、シュペリは躍やつ起きになった。

　神獣の森で拾われた子供。黒い瞳の女。異国の血──この不安は、シュペリにしかわからない。シュペリと同じ境きよう遇ぐうの者は、フェリエラルド中のどこを探してもきっといないだろう。

「生存記録は騎士団本部にあるんだ。だから一人で行ける。タナトスは家で休んでてくれ」

『待てっ』

　扉とびらに向かおうとするシュペリを飛び越こえて、タナトスが扉の前に音もなく着地した。

　その巨きよ軀くをぶるっと震ふるわせたタナトスが、人型への変化を始めたことに驚おどろく。

「ど、どうしたんだよ……。見たらすぐに帰ってくるって。食事はその後じゃ駄目なのか？　そんなに腹減ってる？」

「服をくれ。おれも行く」

「えっ？」

　タナトスは眉まゆ根ねを寄せ、黄金の腕うで輪わが嵌はまった手で長い前まえ髪がみを搔かきあげる。

「おまえを一人で行かせるわけにはいかない」

「ありがとうな！　生存記録を見たら、もう勝手なことはしないよ。噂に流されもしない。真ま面じ目めに鍛きたえて、騎士団がユノーを助けに行く日をちゃんと待つから」

　シュペリが張り切って持ってきた服を着ながら、タナトスは深い溜ため息いきをひとつついた。

　生存記録はマルス騎士団本部の事務総局に保管されている。

　夜が深くなるのを待って忍しのび込んだ事務総局の巨大な書しよ架かに、膨ぼう大だいな数の生存記録帳は収められていた。二人で手分けして目的の一冊を探す。

　シュペリは懸けん命めいに背表紙の文字を追ってゆく。乗り気ではないタナトスは腕うでを組みながら、さらっと流すように見るだけだった。

「タナトス、あったぞ」

　シュペリの住む町は人口が多い分その生存記録帳も辞典ほどの厚みがあった。シュペリがページをめくり、長ちよう軀くのタナトスは上からそれを覗き込む。頭上から大きな溜息がまた聞こえた。

「なんだよ、さっきから何度も溜息ばかりついて」

「いや別に。ここまできたならもう閲えつ覧らんするだけだ」

　タナトスはひどく機き嫌げんの悪そうな声を出す。生存記録に特記事じ項こうが無ければ、これはシュペリのわがままで終わる。そのときはきちんと謝ろうと思った。そうなることも願っていた。

　ただのわがままで終わることを願いながら、ページをめくってゆく。

　シュペリたち一家のページを見つけた。祖父、父親は戦死。祖母、母親は病死。

　ユノーの状じよう況きようをどう説明しているのか、その記録に眼めを走らせた。

【ブルーム地区生まれ現在行方ゆくえ不明。三〇三二年調査開始】

　カナン帝てい国こくという国名は伏ふせられているが、失しつ踪そうしていると公式に記録されていることに息を吞のむ。しかもその翌年からすでに調査は開始されていた。そして次がシュペリだ。文字をたどる指先が震える。その記録は──。

【神獣の森にて保護。母親（カナン帝国人）は死亡。火か葬そう。墓標無し】

「あ……あ、そんな……俺──」

　ゴトッ……と鈍にぶい音がして、分厚い生存記録帳が床ゆかに落ちた。大きな口をばっくりと開くみたいに床が真っ二つに割れ、そこに広がる漆しつ黒こくの闇にシュペリは落下する。落ちた先はカナン帝国に違いない。

「違ちが、うっ」

　わかっている。これは錯さつ覚かくだ。錯覚だとわかっていて逃のがれられない。シュペリはカナン帝国から一生逃れることはできない。なぜなら身のうちにその血が流れている──。

「シュペリ。おい……、──待てっ」

　事務総局から飛び出したシュペリは滅め茶ちや苦く茶ちやに駆かけた。騎士団本部を抜ぬけて坂を駆け下りる。足が縺もつれて何度も転びそうになる。それでも必死で駆けた。

　──俺は、カナン帝国人……！

　姿を消す直前、ユノーはこのことを伝えようとしていた。長い間心に蔓延はびこっていた曖あい昧まいな影かげが、今はっきりとした形を成してシュペリを襲おそう。

　カナン帝国。美しいフェリエラルドを侵おかし続け、神獣を捕ほ縛ばくした最大の脅きよう威い。

　フェリエラルド人の誰もが恐きよう怖ふと憎にくしみを持っている。シュペリも同じだった。父を奪うばい、兄を捕とらえている憎き敵国。それなのに、シュペリの身体からだにはその敵国の血が流れていた。

　母国フェリエラルドを守りたいという気持ちは誰よりも強いと信じて、それに誇ほこりを持っていたのに。この身のうちに流れるカナン帝国の血がそれを嗤わらっているようだった。

　エリクの言葉は噂うわさではなく真実であり、それが皆に知れ渡わたってしまった。

　この身がひどく憎いものに思えてくる。町の皆に、騎き士し団の皆に、敵国の血を引く自分の姿を見られたくない。もうここにはいられない──。

「お、俺はっ……この国を出る！　今すぐ出るっ……」

　石いし畳だたみの坂を下りきったところで追いついてきたタナトスに、シュペリは叫さけぶように言った。

「そんなことをする必要は無い。フェリエラルドを出て何の意味がある？」

「おまえも見ただろ！　俺はカナン帝国人なんだ！　こんなに綺き麗れいなフェリエラルドを傷つける国の人間なんだ！　どうすればいい!?　俺どうしたら──」

「シュペリ。いいから落ち着け」

「落ち着いてなんかいられない！」

　生存記録の冷たい文字の羅ら列れつが眼に焼きついて離はなれない。神しん獣じゆうの森で保護。カナン帝国人である母親には墓すら与あたえられなかった。悲痛極きわまりない事実がシュペリの心を打ち砕くだく。

　なんて酷こくなことをするのだろう。墓標ぐらい立ててやってほしかった。そう思う自分はやはりカナン帝国の人間なのだろうか。憎いのに、可か哀わい相そうだ──心がばらばらになる。

　ユノーなら、きっと優やさしく教えてくれたはずだ。あの丸く柔やわらかな言こと葉ば遣づかいで丁てい寧ねいに伝えられていたなら、ともすれば落らく胆たんの果てにこの真実を受け入れられたかもしれない。

　シュペリはフェリエラルドが大好きだった。小さいけれど緑豊かで、皆みなとても穏おだやかで、美味おいしいものがたくさん採れる。長い春と、短い冬。巡めぐりゆく季節を彩いろどる花々に何度心を奪われたか知れない。森で出会う強く綺麗な神獣たちに胸を高鳴らせてばかりいた。

　夢のように美しく煌きらめく皇都を見つめるたび、胸が苦しくなるほどの痛切な憧どう憬けいを抱いだきながら、この風景を守っていくんだと何度も誓ちかいを立ててきた。

　それなのに、大切なフェリエラルドを侵す敵国の血がこの身に流れているなんて。

「ちょ……、ちょっと待て。──泣くことない、だろう……」

　何ごとにも決して動じないタナトスが、かつてないほど狼狽うろたえる。その姿も涙なみだでぼやけて見えなくなった。

「タナトス。俺は……」

　そばにいたいのに、それはもう叶かなわないと思った。カナン帝国人であるシュペリがこれ以上フェリエラルドに留とどまることは許されない。

　シュペリはタナトスを失う──何よりも恐おそれていたことが現実となって、身体の震えが止まらなくなった。シュペリに残されるのは耐たえがたい喪そう失しつ感かんと孤こ独どくだけだ。きつく麻ま痺ひした頭と心が見たくもない幻まぼろしを喚よんでくる。

「あ、あ──」

「シュペリ？」

　涙でぼやけたタナトスの、その隣となりに人間の幻げん影えいを見た。きっと最初の伴はん侶りよだ。私のタナトスを傷つけないでくれとシュペリを諫いさめに来たのだろう。こんなときにあらわれるなんて、タナトスを大切に想おもい、タナトスに大事にされていたに違ちがいない。

　仲なか睦むつまじく寄り添そう二人を簡単に想像することができた。いつもの怜れい悧りさを消して熱心に体液を求めるタナトスと、それに応こたえる伴侶。肢し体たいをからませその行こう為いに耽ふける二人は、いつかタナトスが異国の者と契けい約やくするなどとは一いつ瞬しゆんたりとも思わなかっただろう。

「タナトス。俺たちはもう──」

　敵国の血を引く人間を伴侶としてしまったタナトス。神獣にとってこんなにも不ふ名めい誉よなことがあるだろうか。これが皆に知れたら、タナトスは女め神がみの眷けん族ぞくとしてあるまじき行為だと蔑さげすみの眼で見られてしまう。シュペリのせいで、誇り高き神獣である彼が、誰だれよりも強く美しいタナトスが穢けがれてしまうように思えてならなかった。

　大切なタナトスをみずからの手で窮きゆう地ちに陥おとしいれることだけは絶対にしたくない。自分自身から伴侶を守るために、シュペリは震える声でタナトスに別れを告げる。

「俺たちの契約も終わりだ。他ほかの騎士の元へ行くなり──尋たずね人びとのところへ行ってくれ」

「おまえ、何を言って──」

「もういいんだ！　いっそのこと今すぐ喰くい殺してくれよ！　こんな命、無くたっていい！」

「なんだと？　おまえ、ふざけたことを言うな！」

　こんなに荒あらい声を出すタナトスは初めて見る。その怒ど気きにシュペリが見ていた人間の幻影は搔かき消された。タナトスの大きな手が上がり、強く頰ほおを打たれる予感にまぶたを閉じる。

「く、っ……、なぜ──」

　短い逡しゆん巡じゆんの末、その手は頰を打つことなく肩かたを抱き、シュペリは強く引き寄せられた。搾しぼり出すようなタナトスの声は、シュペリよりも強い悲痛が含ふくまれているように聞こえた。

「なぜこうなるんだ。泣くな。頼たのむから泣かないでくれ。こんな思いをさせるためにおれは命をやったんじゃない」

「タナトス……？　今、何て……？」

　涙に濡ぬれる瞳ひとみでタナトスを見上げた。美しい紫し紺こんの瞳と深く視線がからみ合う。

「シュペリ。──おまえは、おれの命を半分持っているんだ」

「……どういう、こと？」

　急に告げられた言葉に眉まゆを寄せた。シュペリの混乱を鎮しずめるように、タナトスが栗くり色いろの髪かみをそっと撫なでてくる。

　濃のう緑りよく色しよくに輝かがやく瞳を見つめるタナトスは、懐なつかしさを含んだ眼まな差ざしをしていた。

　ずっと心に秘ひめてきたであろうその真実を、落ち着いた声でしっかりと伝えてくる。

「おれは昔、神獣の森の奥深くで息絶えようとしていた異国の子供を助けた。自分の命を半分分け与えて……おれが捜さがしているのは、その子供だ。そいつは深い碧みどり色いろの瞳をしていた。こんなに綺麗な瞳を持っているのは、シュペリ、おまえしかいない」

「噓うそ、だ……」

「噓じゃない。この腕うで輪わについたおまえの血を口にしたときから、もうわかってた。シュペリがおれの半身なんだと」

「で、でも……だったら……タナトスは、俺の秘密を、ずっと……知ってた？」

「ああ。おまえの母は異国の者で、おまえは森でフェリエラルド人に拾われたんだ」

「なんで……なんでずっと黙だまってた？　どうして教えてくれなかったんだ！」

「シュペリ」

　震ふるえる細い身体を抱だき締しめる腕うでに、ぐっと力が籠こめられる。シュペリの秘密を知っていながら黙もくされていたことが悔くやしいのに、その腕の力強さにすがりたくなった。

「おれがそれを言ったところで、おまえは傷つくだけだ。おれはおまえがカナン帝国の血を引こうが、他国の人間であろうが、そんなことはどうだっていい」

「どうでもよくない！　なんでそんな言い方……」

「おれはどうでもいいんだ。シュペリがシュペリであることだけが大切で、血や出生など何だってかまわない。ただ悲しませるだけの事実なら、知らせる必要は無い」

「タナトス……。でも、俺──」

　シュペリが懸けん命めいに張り続けてきた心の糸は完全に切れてしまった。ぐらぐらとする気持ちをどうすることもできなくて、ただタナトスに身を委ゆだねたくなる。

「俺、ずっと不安だった。他国の血が流れているかもしれないって不安になりながら、それでもフェリエラルド人でありますようにって、ずっとずっと願ってきたんだ」

「この国の人間であることの証あかしが欲しいなら、おれがやる。おれだけがシュペリだけにやれる証だ」

　綺麗な紫紺の瞳がまっすぐ見つめてくる。タナトスはシュペリの頰を伝う涙を舐なめ取らずに、長い指でそっと拭ぬぐった。

「おれはおまえに命の半分をやった。そしておれは森から生命の源をもらってる。あのとき、おまえは神獣の森で生まれ変わった。それでは駄だ目めか」

「タナトス……」

「言っただろう？　神獣はフェリエラルド人にしか心を許さない。その本能に強く支配されてる。おれだって本能には抗あらがえない。おれの言ってる意味、わかるよな」

「う、ん」

　暗くら闇やみに突つき落とされた心に、ひとすじの光が差したようだった。シュペリはその光を懸命にたどってゆく。

「わかる……。タナトスは、俺を伴侶だって、認めてくれた」

「だったらもう惑まどうな。泣くな。必要の無い命などと、二度と言うな」

「──あ、ぅ……っ」

　その存在を否定することは許さないと、嚙かみつくように口づけられた。

　流れ込んできた長い舌で口内がいっぱいになる。怯おびえるみたいに縮こまっていた舌先を捕とらえられ、きつく吸われた。

　ぐらぐらとふらつくシュペリを捕つかまえるようにうなじに手がまわり、強ごう引いんに上を向かされる。

　濡れる唇くちびると唇を触ふれ合わせるだけの口づけをしたまま、開く口こう唇しんに吹ふき込まれたタナトスの言葉は、甘い呪じゆ文もんのようにシュペリを痺しびれさせた。

「おれだけ見てろ。おれを見るたび、神しん獣じゆうの心を手に入れた自分がフェリエラルド人であることを思い出せ」

「ん……！」

「おれの言うことだけ聞いてろ。おまえはフェリエラルドを守るために生まれてきたんだ。そんなおまえを、おれが一生守り抜ぬく」

「う、んっ……」

　シュペリが最も恐れていた、タナトスとの別べつ離り。そうなってしまう決定的な事実。シュペリは敵国の血を引いていた。けれど、どうしても逃のがれられないその悲痛からシュペリを救ってくれたのはタナトスだった。

「他国の血を引いていることを知られたら、フェリエラルドにはいられない。そしたらもうタナトスとは一いつ緒しよにいられない。俺、それが凄すごく怖こわかった」

「血に拘こだわるのなら、半分おれの血でできているおまえはおれのものだ。そういうことだろう」

「あ……」

　タナトスの力強い言葉に、真っ直すぐなその思いに、ばらばらになった心が少しずつ元に戻もどってゆく。

「逃にげても無む駄だだ。おれの血はどこまでもおまえを追いかける。どれだけ遠くへ行こうとも、その匂においを嗅かぎ分けて、必ずフェリエラルドに連れ戻す。おまえの母国に」

「……うん。タナトス、わかった、よ……。俺、逃げたり、しないから」

　タナトスが分け与あたえてくれた命によって、シュペリは神獣の森で生まれ変わった。

　シュペリを苛さいなむ悲しい事実をすべて覆くつがえしてしまうほどの強きよう烈れつな奇き跡せき。

　それを与えてくれたタナトスの揺ゆるぎない強さを、心から大切に想う。

「タナトス。凄い奇跡だ……ありがとう……」

「ああ。おれとシュペリだけが起こせる奇跡だ」

　類たぐい稀まれな紫紺の瞳と、美しい銀色をした、シュペリだけの神獣。人間と関かかわることを煩わずらいながら、それでもシュペリを受け入れてくれた。

　喰うと脅おどしたり、しれっといやらしいことを言ってからかったり、わがままもひどかった。

　つまらないことで嫉しつ妬としあって喧けん嘩かしたかと思えば、妙みように甘やかしてきて、ぐらついたところに付け込んでくる。

　夜ごと空腹を訴うつたえては強引に触れてきて、触れられることには慣れていないのにシュペリにそれを許してくれた。愚おろかな行動を取ったシュペリを守るために駆かけつけてくれた。

　そうやって背中合わせだった二人は互たがいに少しずつ振ふり向いて、ようやく今、本当の伴はん侶りよであることを確かめ合う。

「俺、タナトスが、好きだ……。そばに、いたい」

「ずっといたらいい。シュペリはおれの伴侶だろう」

「ぅ、ん……、ん──」

　たくましい腕に強く抱き締められて、また唇を深く嚙み合わせる。入ってくるタナトスの舌先を、今度は欲しくなって自分から吸った。熱くて弾だん力りよくのあるそれに口こう腔こうを満たされるのが気持ちいい。細い身体からだに食い込むような腕の力強さが心地ここちよかった。

　ちゅっ、とわざと音を立ててタナトスが唇を離はなした。激しい口づけにぼうっとするシュペリの涙なみだを舐め取りながら意地悪く訊きいてくる。

「どうする。家に帰るか？　それともフェリエラルドを出ていくか」

「そんな訊き方しないでくれよ……。家に、帰ろう」

　タナトスは満足気に笑うと、シュペリの手を取り家に向かって歩き出す。互いにからみ合わせた指に、やたら力を入れられた。

「痛い。ちょっと加減してくれよ。指が折れる」

「緩ゆるめたらまたいきなり駆け出すだろう？　このじゃじゃ馬」

「そんなことしないって言ってんのに……」

　銀色の月を映す湖の浅あさ瀬せを渡わたり、夜よ露つゆに濡れる草原を歩く。

　蒼あお白じろい月光を浴びるタナトスは匂い立つような神秘をおびていて、同じ人の姿をしているのにシュペリとは違ちがう。彼が女め神がみの眷けん族ぞくであることをあらためて知った。

　そんなタナトスは、なぜ異国の子供だったシュペリに命を分け与えたのだろう。

　遠い昔にあった出で来き事ごとを、シュペリは憶おぼえていなかった。

　今なら、タナトスの落ち着いた声で語られる話をすべて聞き入れることができる。ちゃんと知っておきたいと思った。

「タナトス。あのさ……昔の、俺に命をくれたときのこと、教えてほしいんだ」

　繫つないだ手をきゅっと握にぎり返しながらそう言うと、タナトスは丁てい寧ねいに話してくれた。

「最初におまえと会ったとき、おまえはまだ二歳ほどのとても小さな子供だった。母親とはぐれたおまえは、神獣の森の奥で泣いていたんだ。おれが見つけるとおまえは怖がりもせず、ただぴったりと泣きやんだ。その瞳ひとみを見て、森と同じ色をした綺き麗れいな碧だと思ってたら、そこから涙が落ちた。その涙がやたら美味うまくてな。おまえがおれの毛皮を触さわりたがるから、特別に許した。そしたら妙に懐なついてきて……おまえ、今と同じくらいおれの毛皮に嵌はまっていたぞ」

「噓だろ……恥はずかしいな」

　昔の思い出を語りはじめたタナトスの表情はとても柔やわらかだった。反省房ぼうで悲しい過去を聞いたときとは違う。非常に幼い時期だからしかたないとはいえ、共有している大切な時間を憶えていないことがとても悔しかった。

「泣きやんだおまえを母親の元へ連れていき、それきりもう会うことも無いと思っていた。でもしばらく経たって森におまえたちが倒たおれていたんだ。カナン帝てい国こく人らしき男も二人いて、そいつらに母親は殺された。そうなった理由は、おれにもわからない」

　何となくそんな予感はしていたが、実際に聞くと心がひどく傷いたんだ。

　母親はどんな人だったのだろう。深い碧みどり色いろの瞳をした息子むすこを抱だいて、なぜフェリエラルドに来たのだろう。なぜ、殺されなくてはならなかったのか。無事にユノーたちを助けることができたら、次は母親の痕こん跡せきを追いたいと思った。

「俺に命を半分くれたのは、そのとき？」

「ああ。母親は亡なくなってもおまえを守るように抱いていた。母親の腕うでの中で息絶えようとするおまえを見て、それが惜おしくなって……。二人で森を歩いたときのことを思い出した。またそうできればいいと思ったんだ。自分にもそんな感情があったなんて驚おどろいたが、おれはあのときおまえを助けることに躍やつ起きになっていた。おまえの綺麗な濃のう緑りよくの瞳はフェリエラルドに、神獣の森にこそふさわしい。だからここで生きてほしいと思って助けたんだ。悲しい思いをさせるためじゃない。それだけはわかってくれ」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだ……、ちゃんとわかってるよ」

　母親を失い、カナン帝国の血を引くという事実に傷んだ心が、タナトスの言葉に優やさしく包まれ癒いやされてゆく。タナトスに生かされた命がそれを喜ぶようにとくとくと脈打っていた。

「目覚めたら捜さがしに行こうと思っていた。そしたら本人が腕うで輪わを持ってやってきて、伴侶になれと言う。馴なれ合うのは好きじゃない、億おつ劫くうだと言うおれの話も聞かないで、おまえはどんどんおれの懐ふところに入ってくる。──でもそれも悪くないと、おまえが思わせてくれたんだ」

「タナトス」

　孤こ高こうであることをやめ、ありのままのシュペリを受け入れてくれたタナトス。繫いでいる手をもう一度強く握る。それに応こたえてくれるタナトスの横顔がとても愛いとしかった。

「ありがとう」

　生かしてもらえたから、また巡めぐり合えた。伴侶になれて、大切だと思えた。タナトスに生かされた命は、不安や悲しみよりも多くの素す晴ばらしいことや幸福で満たされている。

　タナトスが起こしてくれた奇跡の向こうに、シュペリは強い運命を感じていた。

　何かが二人をふたたび巡り合わせてくれたような──それはきっと、女神さまだけが使える力のような、眼めに見えないもの。

　命を分け与えた子供が成長して、自分を迎むかえにくる。その子の手によって長い眠ねむりから覚かく醒せいする──シュペリと同じように、タナトスもそこに運命的なものを感じてくれていたら、とても嬉うれしい。

　そう想おもいながら見つめたタナトスは、なぜかふっと笑っていた。

「でもおまえはだいぶ危あやうくて、おれは今、困っている。こんなに困るのは初めてだ。勝ち気で喧けん嘩かっ早ぱやいし、真っ直ぐ過ぎてこうと決めたら即そく行動だしな。おかげで少しも目が離せない」

「そんなことばっかりじゃないと思うけどな……」

　何か異議を唱えたかったが、タナトスが整った顔に笑えみを浮うかべているのを見ると、言う気がしなくなった。

「危険だとわかっていてミラーに接せつ触しよくするし、一人で暴走もする。そうと思えばいきなりしおらしくもなる。昨夜は、こいつおれを誘さそってると本気で思った。どこまでおれの忍にん耐たい力りよくを試ためせば気が済むのかと……。つかめないやつだよおまえは。やたら強気なくせして、さっきみたいにぼろっと泣くしな。あれはさすがに焦あせったぞ……」

　家に着くとタナトスは狼おおかみの姿に戻った。

　いつもは寝しん台だいに四し肢しを折って座るのに、今日はごろりと横になって腹を見せてくる。この上で寝ねろということらしい。

『おまえの好きな毛皮を気の済むまで触るといい。神しん獣じゆうの矜持プライドにかけて今夜は耐たえ抜ぬいてやる』

　なかば自棄やけなその言葉にシュペリは泣き笑い、その涙にタナトスはふたたび狼ろう狽ばいしていた。

　タナトスの四肢とシュペリの手足をからませる。柔らかな腹の毛を撫なで、厚い首まわりの獣じゆう毛もうに顔をうずめた。長くふさふさの尻尾しつぽが身体にまわってくる。

　今日を限りに二度と泣くまいと心に誓ちかって、シュペリはゆっくりと眠りについた。
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　夢は何も見なかった。

　暗くら闇やみがさあっと消える感覚があって、シュペリはぱちりと目を覚ました。あまりの寝ね覚ざめのよさに、そのまま上体だけを起こす。

「………」

　まぶたは腫はれぼったいが、身体も頭も、心もずいぶんすっきりとしている。

　それはたぶん、窓から差し込む太陽の光と、隣となりで寝息を立てる伴侶のおかげだ。

　タナトスは知らぬ間に人型になり、そのたくましい腕をシュペリに貸してくれていた。

　相変わらず服は着ていない。しかしシュペリが身を起こしたためにずれた毛布の、その間から見えた下半身には布が巻かれていた。

　タナトスはいかにも人間らしいくしゃみをひとつして目を覚ました。紫むらさきの瞳がこちらを見上げてくる。

「気分はどうだ」

「悪くない。タナトス、やっと人間の行ぎよう儀ぎを覚えてくれたのか」

「ああ、これは、こうでもしとかないと本能に負けて熟じゆく睡すいしてるおまえに挿いれてしまいそうに……痛っ！」

　いつになくふざけてそう言うので、鍛きたえ上げられた腹を踏ふむようにして寝台から降りる。

　タナトスは驚いた拍ひよう子しに狼の姿に戻もどってしまった。

『何をするっ』

　眉み間けんに皺しわを寄せて呻うめくタナトスの顔を両手で挟はさむ。ぎゅう、と力を入れ、額を寄せて言った。

「ありがとうな、タナトス。──演習行こう」

　すぐに頰ほおを染めるシュペリを揶や揄ゆしていたタナトスが、獣毛の下で密ひそかに顔を紅あかくしていたことにシュペリは気づかなかった。

　タナトスのおかげで落ち着きを取り戻したシュペリは、調べものに没ぼつ頭とうするようになる。

　生存記録以外にも参考になる文ぶん献けんは多くあることに気がついた。この点については生存記録の存在を提示してくれたエリクに感謝している。

　生存記録を見た日から十日ほど経っても、マルス騎き士し団に大きな変化は見られなかった。

　あのときシュペリが強く感じた懐かい疑ぎ的てきな視線も、今は収まっている。この頃ころには朝早くからの演習に参加した後、タナトスとともに国立図書館に籠こもるのがシュペリの日課となっていた。

　周辺諸国との平和条約の内容やその簡易議事録は、騎士であれば申しん請せい後閲えつ覧らんが可能だと先せん輩ぱい騎士が教えてくれた。シュペリは二年前に行われた、フェリエラルドとカナン帝国の平和特使による会談の簡易議事録を閲覧する。

　しかし内容が難しくてよくわからなかった。そういうものは必ずタナトスにも見てもらう。

　国立図書館の読書室に入り、横並びで座った。いつも椅い子すの上に飛び乗り、前まえ脚あしを揃そろえて器用に座るタナトスを、シュペリは密かに微笑ほほえましく思っていた。

　けれど、昔の伴はん侶りよともこんな風にして一いつ緒しよに過ごしていたのかと思うと、せっかくすっきりとした心にまたもやもやとしたものが生まれてしまう。

　余計なことは考えまいと頭かぶりを振ふった。そんなシュペリのことを放ほうって、簡易議事録を熟読していたタナトスが言う。

『簡易だけあってたいしたことは記き載さいされてないな。意図的に〝神しん獣じゆう強ごう奪だつ〟の言葉を避さけているようには見えるが』

「神獣とユノーについて何も記載されてないことがわかったな」

『その考え方は前向きでいいと思う』

　参考資料はまだたくさんある。次は地図だ。いつでもユノーを助けに行けるよう、カナン帝てい国こくの地図を調べ、二人してその地形を頭の中に叩たたき込んでゆく。

　その日、図書館で調べものを終えたシュペリは長い廊ろう下かを歩いていた。するとタナトスがぴんと耳を立てたかと思うと、シュペリのローブの裾すそを嚙かみ、ぐいぐいと引っ張る。

「なんだよ、そっちは議事堂しかないって。俺たちには関係ない」

『聞こえないのか？　ヒュペリオンがおまえを呼んでる』

「えっ？　俺を？」

　艶つややかな飴あめ色いろをした議事堂の大おお扉とびらを開く。たしかにヒュペリオンがいた。立派な椅子の背もたれ部分にとまり、首くび飾かざりにあるアレキサンドライトを輝かがやかせて、シュペリを見つめてくる。

「ヒュペリオン……こんなところで何してるんだ？　総そう帥すいは？」

　そう話しかけてももちろん返事は無い。そんなことは気にせず笑顔で言った。

「この前の林りん檎ご、ありがとう。蜜みつがいっぱい入ってて、あんな美味うまい林檎は初めて食べた」

　鋭するどい嘴くちばしで突つかれてもいいと思いながら、シュペリは手を伸のばした。淡あわい碧みどり色いろの瞳ひとみをぱちぱちと瞬またたかせる大おお鷲わしの、綺き麗れいな純白の羽う毛もうにそっと触ふれ、ゆっくりと撫でる。

「嫌いやな役させてごめんな。俺もうヒュペリオンを困らせるようなことは絶対しないから」

　ヒュペリオンは目を糸のように細くして、キー、と短く啼ないた。

「痛っ！　……何なんだよタナトス」

　せっかくいい雰ふん囲い気きだったのに、またもタナトスの頭ず突つきを尻しりに食くらった。睨にらみ合っているとヒュペリオンが警けい戒かいせよと言わんばかりに啼き出す。

　その警告を理解したタナトスにローブの裾を引っ張られ、シュペリは大きな本ほん棚だなの後ろにあった隙すき間まに押し込められた。

「何だよ？」

『いいから静かにしろ』

　やがて遠くから男たちの話す声が聞こえてきた。その声はまっすぐ議事堂に向かってきている。厚い扉が開き、腹に響ひびく音を立てて閉まった。

「ヒュペリオンが確かく認にんを取りました」

　それはアーク総帥の声だった。騎士たちと話すときの口調ではない。ということは話の相手は大臣かあるいは皇族か。

「国境に最も近いカナン帝国の要よう塞さいに兵が集まりはじめております。その中に五、六頭ほどの神獣と──フェリエラルド人を一人、確認いたしました」

「なんと、七年前の大戦で姿を消した彼らか！」

「……お静かに。今回の侵しん攻こうはおそらく、奪うばった神獣を洗脳し調教し、フェリエラルドを襲おそわせるための試行的戦。兵力はそこまで大きくありません」

「神獣の様子まで把は握あくできたのか？　彼らに母国を襲わせるなど……あまりにも惨むごい。信じられぬ。信じたくない」

「洗脳された振りでしょう。そばにいるフェリエラルド人が巧たくみに彼らを導いているはずです」

　がくがくと震ふるえ出した身体からだを止めることができなくなって、シュペリはタナトスにしがみついた。タナトスは冷静にまぶたを閉じ、二人の会話を一言一句逃のがすまいと耳をそばだてている。

「しかし此こ度たびの件、相当な歳月を要したの。そなたらしくもない」

「確実に奪だつ還かんするためです。一人、一頭でも欠けては意味がありません」

「様子見で終わりはせぬか？　すぐにでも彼らを連れ戻してほしいが、我が国から戦いくさを仕し掛かけては絶対にならぬ。女め神がみフェリエの御ぎよ意いに反する」

「カナン帝国に戦を仕掛けさせます。仕掛けさせてそこを叩くのです。全騎士団召しよう集しゆうに先だって陽動作戦は今これより始動しております。おそらく開戦は夜明け前かと。失礼ながら陛下へのご報告は敵かないません」

「かまわぬ。陛下には私がこの足で報告に上がる。頼たのんだぞアーク。七年は長い。彼らを必ず母国へ連れ戻せ」

　二人の足音が遠ざかってゆく。

　重い扉が閉まるその間ま際ぎわ、にやりと嗤わらう総帥が振り返る。眼めが合いそうになる。

　──駄だ目めだ！　気づかれる！

　今度こそ縊くびられる。そう思ったとき、風を切る音が聞こえて、ヒュペリオンが翼つばさをこれ以上ないほど広げてアークの肩かたにとまった。

　その真っ白な翼に遮さえぎられ、総帥の貌かおは見えなくなった。

　──ヒュペリオン？　隠かくしてくれたのか？

　キィーと一啼きする声が聞こえた。もう大だい丈じよう夫ぶ、そう言ってくれた気がした。

　どくどくと高鳴る心臓が痛い。タナトスはそれを鎮しずめるかのように、しがみつくシュペリの栗くり色いろの髪かみを一度だけ撫なでてくれた。

「今の……、どう思う？　総帥、笑ってた。まるで俺たちに聞かせるみたいな──」

『そうだな。おそらく、アークはヒュペリオンを使ってシュペリをここに誘ゆう導どうしたんだ。機密事じ項こうを下級騎士に聞かれるようなへまをあいつがするとは思えない』

「この話を聞いたら俺はすぐにでも国境へ行くって、総帥なら考えるはずだけど」

『あいつはそれも見み越こしている。確かな情報を元に的確に動けと言われただろう。その許可が下りたと思っていい』

　タナトスが言う通り、これはアーク総帥が暗あん黙もくのうちに出した出しゆつ撃げき許可だ。たとえそうではなかったとしても、ここまで聞いた以上、シュペリはユノーたちを奪還するために国境へ向かう。そう思っているのに、身体が上手うまく動いてくれなかった。

　──どうしたんだ。動け、俺……。

　そう思っても、しがみついたタナトスから離はなれられない。一刻も早くユノーたちに近づきたいのに。

　カナン帝国に奪われ、存在が曖あい昧まいになっていたユノー。それでも生きていると信じて、自分自身の手で助けるのだと何度も決意して、この七年間を過ごしてきた。

　タナトスに情報を得てもらい、アークにその存命を知らされて、曖昧だったユノーがはっきりと姿をあらわす。そしてついに自分の手で救出できるときが来た。それなのに、急にそれが恐おそろしくなる。

「俺……、怖こわいんだ」

『怖い？　何が。おまえらしくもない』

　わかっている。助けに行くことが怖いのではない。失うことが怖いのだ。

　奪還に失敗すれば、ユノーたちは次こそ永遠に手の届かないところへ行ってしまう。

「これが最初で最後の機会だと思う。ここで俺が失敗したら、きっと誰だれかが死ぬ。それが俺ならかまわない。でも、それがタナトスやユノーだったらって考えるだけで俺は……」

　大切な人たちを失うその瞬しゆん間かんを想像して、戦せん慄りつに身体が震える。

　過去、失うものなど何も無いと思っていたシュペリに恐きよう怖ふは無かった。

　でも今は違ちがう。シュペリの中には大切なものがあって、それを失う怖さに今さらながら気がついた。

「俺は、ユノーたちを失くしたくない。──タナトスを失くすのが凄すごく怖い」

『くだらないことを考える。そんなことになるわけがないだろう』

「でも！　何があるかわからないだろ」

『おれがそんなことにはさせないと言っているんだ』

「タナトス……」

『ずっと一緒にいるために、互たがいの伴侶であるために、強きものであり続けることは、できないか。おれはできる。二人のために、おれはまだ強くなれる。そう言いきれる』

　その言葉にはとても大きな想おもいが宿っていて、この先シュペリがマルスの騎き士しとして生き、伴侶と添そい遂とげるまでの長い歳月において、何度も力を与あたえてくれる魔ま法ほうの言葉となった。

『シュペリ。まだ怖いか』

「──大丈夫だ。もう怖くない」

　タナトスの額にそっと額を重ねる。

　まぶたを閉じて、彼らを救う場面を強く思い浮うかべた。

「ユノーたちを助けに行く。タナトス、力を貸してくれ」

『ああ。七年もの間あいつらの居場所がわからなかったんだろう。それが今はすぐそこにいるんだ。おまえが手を伸ばせば届くところに。難しいことじゃない、一歩でもフェリエラルドの地に連れ戻もどしさえすれば、こっちのものだ』

「うん」

『おれがおまえを守る。何が何でも守り抜ぬく。約束しただろう？　だからおまえはユノーたちを奪還することにだけ集中するんだ。できるよな？』

「できる。やってみせる」

『おれたちの力を、おまえだけは疑うな』

「わかった。ありがとうタナトス。──準備をして出発する」










　冷たい夜の風が頰ほおを荒あら々あらしく撫でてゆく。

　軍事大国カナン帝てい国こくの要塞から吹ふき下りてくる強い風には、乾かわいた砂が含ふくまれていた。

　図書館に籠こもる日々は無む駄だにならなかった。シュペリとタナトスの頭の中には、カナン帝国の地図が入っている。特に国境付近の地形は、その細部までを記き憶おくしていた。

　それでも、地図からでは知り得ない現実のカナン帝国に、シュペリは息を吞のんだ。

　一続きの大地であるのに、フェリエラルドの国境を越こえるだけで何もかもが違ってくる。

　最初は空気。透とう明めい度が急激に落ちて、重みすら感じるようだった。

　その風景もまるで違う。国境に近づくにつれ青々とした草原が少しずつ消え、そこを越えたあたりで茶色い草がまばらに生えるだけとなった。シュペリが今立っている場所はごつごつとした岩山で、植物はもうどこにも見当たらない。

　そして、明らかに変化したタナトスの動き。

　皇都から国境までは、馬だと四半日はかかる。その距きよ離りを一時間で駆かけるほどの力を持つタナトスが、国境を越えた今は馬並みまでその脚きやく力りよくを落としている。

「タナトス？　呼吸しづらいのか？」

『いや、問題ない。あの錘おもりを着けた演習が意外と役に立ってる』

　そう言うタナトスの呼吸は、やはりいつもより速くなっている。身体も重いはずだ。

　女神フェリエが己おのれの左眼をなげうって創造した〝碧みどりの磁場〟が、どれだけフェリエラルドと神しん獣じゆうに恩おん恵けいを与えているのか、シュペリはその肌はだで彼女の神しん威いを知る。

　落ちてしまった神の力を、それでも最大限に使って、タナトスは捕とらわれている神獣たちの匂においをたどってくれた。

　カナン帝国の要塞は岩山を越えてすぐの場所に建っていた。三階建てほどの高さがあり、硬こう質しつの岩石を幾いく層にも重ねた壁かべからは何台もの大たい砲ほうがフェリエラルドに向かって口を開いている。天に向かって伸のびる物見高こう楼ろうはひとつ。見つからないようそこを迂う回かいして、ユノーたちが捕らわれている場所へ近づいてゆく。

「ここは兵が少ないな。……まさか、もう侵攻準備に入ってる？」

『おそらくな。アークは夜明け前を見込んでいた。あと数時間で出るだろう』

　要塞の裏側に設置されている主要広場から、男たちの声や金属が触ふれて鳴る音、馬の嘶いななきが聞こえてくる。そこだけが煌こう々こうとして、他ほかは松明たいまつがまばらに置かれているだけだった。

「もう神獣たちもそっちに連れて行かれてるかもしれない」

『いや、あの馬小屋の隣にある煉れん瓦がの建物が見えるか？　あそこから神獣の匂いがしてる』

「えっ？」

　シュペリは濃のう緑りよくの瞳ひとみをぐっと見開いて夜の闇やみを凝ぎよう視しした。たしかに見える。数頭の馬が繫つながれたままの廏きゆう舎しやの横に、煉瓦造りの小屋がある。

『行くぞ。今しかない。広場に連れて行かれたら終わりだ』

「うん」

　見回りの兵が去ってすぐに行動を起こした。

　隠れていた岩いわ陰かげからまっすぐ小屋を目指して走る。予想通り扉とびらには錠じようが掛かかっていた。剣けんでそれを叩たたき割る。派手な音を立てて錠が地に落ちるよりも先に、扉を思いきり開けた。

　小屋の中は狭せまく、細い蠟ろう燭そくが数本あるだけだった。昼間も陽ひが当たらない場所なのだろうか、わずかな黴かびの臭においが鼻び腔こうをつく。

「あっ！」

　頼たよりなげな蠟燭の炎ほのおに照らされたそこにいたのは、間ま違ちがいない、身を寄せ合う六頭の神獣。

　そして、綺き麗れいな淡あわい碧の瞳をした、優やさしげな男──。

「ユノー！」

　この七年間に何度も口にしてきたその名を、シュペリは懐なつかしい想いで叫さけぶ。

「あ、あっ……!?　シュペリ!!　シュペリ！」

　目を見開いてひどく驚おどろくユノーは、それでも飛び込んできた男が弟であるとすぐにわかってくれた。驚きよう愕がくのあまり力が抜けてしまったのだろうか、立ち上がってよろめくユノーを、シュペリはぎゅっと抱だき締しめた。

「ユノーっ、無事で良かった！　遅おそくなってごめんな……！」

「シュペリ、本当に……？　夢を見てるみたいだ」

　抱き締めた細い肩かたが、シュペリの背にまわった腕うでが震ふるえている。それを鎮しずめてやりたくて、シュペリはユノーを搔かき抱いだいた。

「夢じゃない、俺が助けにきたよ。もう大だい丈じよう夫ぶだから。もう怖い思いなんてさせないからな」

「シュペリ、お願いだ。もっと顔をよく見せて……！」

　七年の時を経てようやく再会を果たした兄弟は固く抱き合い、額を重ね合う。

　別れたときよりも兄が小さく見えたのは、自分が大きくなったからだろうか。シュペリはその儚はかなげな兄の肩を持てる力のすべてを籠こめて強く抱き締めた。

「ユノー。生きていてくれてありがとう。俺、ずっとそれを言いたかったんだ」

　母国へ帰き還かんできるその日を忍にん耐たい強づよく待ち続けてくれたユノー。それなのに、七年はあまりにも長過ぎる。マルス騎士団もシュペリも待たせ過ぎた。感謝と謝罪の思いを籠めて、シュペリは今一度兄を抱き締めた。

「シュペリが助けに来てくれるって信じてた。騎士団じゃなくて、ぼくの弟が……。ありがとう、シュペリ」

　そう言って微笑ほほえむユノーの表情は、泣けるほど柔やわらかくて優しかった。

　再会を喜ぶのは後だとタナトスが吠ほえ、脱だつ出しゆつを促うながす。シュペリも一刻も早くここを離はなれることだけを考えた。

「みんな立つんだ！　まだ気づかれてない！　すぐにここを出るっ」

　ユノーは拘こう束そくされていなかったが、神獣たちは戦せん闘とう準備に入らされた状態で、その脚あしに重い枷かせを嵌はめられていた。シュペリとタナトスが手分けをしてそれらを叩き壊こわす。シュペリは自分が最初に表に出て、敵兵がいないかを確かく認にんした。全員を連れて出る余よ裕ゆうはある。

　大きな医師鞄かばんを持つユノーと神獣六頭を脱出させ、最後にタナトスが出る。全員揃そろって駆け出そうとしたそのとき、シュペリの頰を一本の矢がかすめた。

　矢の飛んできた方向を振ふり向く。錠の割れる音や話し声を聞かれたのだろう、数人の敵兵に囲まれた。

　その中心に立って大声を上げる男に、シュペリは目を瞠みはる。

「あいつは……！」

「逃にがさんぞユノー！　おまえ、やはり洗脳された真似まね事ごとを！」

　敵国の男が言い慣れたみたいに兄の名を呼ぶ。シュペリはそれに抑おさえようのない苛いら立だちをおぼえた。その男が纏まとう見覚えのある黒衣。松明にさらされたその顔には口くち髭ひげと、あの爛らん々らんとした闇色の瞳──。

「ミラー！」

「なにっ？　なぜわしの名を……。──きさま、あのときの小こ僧ぞうか！」

「やっぱりおまえが仕し掛かけたことだったんだな！」

「駄だ目めだよシュペリ！　ミラーに近づいちゃ駄目っ。そいつは毒を使ってくるんだ！」

「知ってる！　タナトスが見み抜ぬいてる！」

　ユノーが止めるのも聞かずに、シュペリは黒衣の軍人に向かって剣を振りかざした。同時にタナトスが躍おどり出て、従兵を薙なぎ倒たおしてゆく。

「ユノー、走れ！　神獣を連れてそこから岩山を登れっ。早く行け！」

　応戦してきたミラーの重い一いち撃げきを受け流しながら、シュペリは叫ぶ。従兵を全員斃したタナトスがユノーたちを岩山へ追い立てる。

「なめた真似をしてくれるものだ。まあいい、やつらの代わりにその銀の神獣をもらう。おまえには毒をやろう。もがき苦しんで死ぬがいい」

「よくもフェリエラルドの宝を、兄を……、絶対に許さない」

　シュペリに恐おそれはなく、あるのは怒いかりだった。七年もの間ユノーたちにどれだけつらい思いをさせてしまったのか、待たせ過ぎた自分への怒りと、なおもタナトスを拘束しようとするミラーへの強い怒りだった。

　タナトスを背中で隠かくし、剣を持ち直す。この一撃で終わらせる、そう決めて剣を振りかざす。

　次の瞬しゆん間かん、骨の砕くだける音がした。シュペリの背後から躍り出た銀の塊かたまりが、ミラーの顔面めがけて飛び、そこに嚙かみつく。シュペリはすぐさま黒衣に剣を振り下ろした。

　タナトスに顔を嚙まれシュペリの一撃を受けたミラーはどうと斃たおれ、その激痛に呻うめき声を上げた。

　大おお粒つぶの汗あせがシュペリの細い顎あご先からぽたぽたと落ちる。我に返り、それを拭ぬぐった。

『もう充じゆう分ぶんだ、行こう』

「うん」

　新たな追っ手はまだ見えていない。ユノーたちが全員岩山の上にいることを確認して、シュペリとタナトスもそこを登る。タナトスがずいぶんと息を荒あらくしているのが気になった。

　一刻も早くフェリエラルドに入らなくては──。

「シュペリ！　後ろ！　ミラーが！」

　そうユノーが悲鳴を上げたのに驚いて、シュペリは振り向くのが遅くなった。

　それは一いつ瞬しゆんの出で来き事ごとだった。

　血で顔を真っ赤に染めたミラーが、最後の力を振り絞しぼって矢を放つ。シュペリに真っ直すぐ向かってくるその矢が、やけにゆっくりと飛ぶように見えたのは、錯さつ覚かくだったのだろうか。

　すぐそこに迫せまる矢は、シュペリに刺ささらなかった。

「タナ、トス……？　何、だよ？　獣けものみたいな声、出したり、して……」

　グオォォ……という聞いたこともない獣の声を上げて、タナトスが岩山を滑すべり落ちてゆく。その肩に矢が深く突つき刺さっているのが見えた。

「ああ！　タナトス！　タナトス！」

　シュペリも岩から手を離し、落下する伴はん侶りよを追って転げ落ちた。倒れたままの銀の身体からだを搔き抱く。矢の痛みにタナトスはまた咆ほう哮こうした。苦しみ方が尋じん常じようではない。口角に血の混ざった泡あわが附着していた。苦痛に悶もだえるタナトスは吠えてばかりいる。

「タナトス！　何か喋しやべれ！」

　そう言っても何の反応も示さない。タナトスが人語を失っていることに気づいたシュペリはこれ以上ないほどに狼ろう狽ばいした。獣けもの堕おち──その恐ろしい言葉に戦せん慄りつが走る。

「嫌いやだぁっ、タナトス！　なんでっ？　こんなことにならないって約束しただろ！」

「あれは毒矢……！　みんな手伝って！　あの仔こをここまで持ち上げて。早く！」

　ユノーの声で六頭の神しん獣じゆうが下りてくる。皆みなでタナトスの巨きよ軀くを支えて岩山を登りきってくれた。身体に力が入らなくなり、自力で登れなくなったシュペリも神獣に押し上げられた。

「早く毒を抜ぬかなきゃ。シュペリ、どこか隠れられる場所は無かった？」

「嫌だ、タナトス、起きろよ。何か喋ってくれ、なぁ、喋って……」

　張っていた糸が切れたように、シュペリはぺたりと座り込んで、動かなくなったタナトスにしがみついた。眉み間けんに深い皺しわの刻まれた顔をぎゅっと抱き寄せて、自分の額を押し当てる。

　ユノーもしゃがみ込んだ。そして震えるシュペリの肩をそっと撫なでてくれた。

「シュペリ。頼りはおまえだけだよ。マルスの騎き士しとして、この仔たちを母国に導いて」

「あ──、う……」

　兄のその一言で、シュペリは自分を取り戻もどすことができた。

　いわばこれは人間二人と神獣七頭で編制された、マルス騎士団の特とく殊しゆ小隊で、その小隊長はシュペリなのだ。

　隊長が取り乱していては、隊は全ぜん滅めつする。

「──うん、ごめん。ここから少し行ったところに洞どう窟くつがある。そこに隠れよう」

　国立図書館で何度も見たカナン帝てい国こく国境一帯の地図を思い出す。幾いくつかある洞窟の中で、一番近いものを選び、そこへ向かう。

　タナトスは巨軀なうえに、それを運んでくれる神獣の身体は皆小さい。シュペリはそれがひどく気になった。

「ユノー。みんな瘦やせていて小さいな。毛色もあまり良くない」

「うん。そうだね。捕つかまったときは、みんなもっと大きくて真っ白だったんだけど。七年も碧みどりの磁場から離れてるとこうなっちゃうんだね」

「みんな、ごめんな。遅くなって本当にごめん」

「大丈夫、神獣の森で過ごせば、みんな必ず元に戻るよ」

　それを聞いて少し安心できた。地図通りの場所に洞窟を見つけ、その奥へタナトスを運ぶ。

　ユノーが持っていた医師鞄は、七年前別れたときに見た物と変わっていなかった。そこから消毒薬や医い療りよう器具を取り出して並べ、ユノーは毒を吸い取るためにタナトスに近づいた。

「待って！　俺がやる！　俺にやらせて！」

「シュペリ？」

「俺の伴侶だから……俺が助ける！　だから、やり方を教えてくれ！」

　憚はばかりもせず必死になって頼たのみ込むと、ユノーは柔らかな表情をしてすぐに指示をくれた。

「吸った血は全部吐はき出して。絶対に飲んじゃ駄目。この仔の大きくて強い身体だから耐たえられているだけで、ぼくたちなら助からないほどの猛もう毒どくだから」

「そんな……タナトス！」

「治ち療りようは落ち着いてやらなきゃうまくいかないよ。──大だい丈じよう夫ぶ、思いきり吸って全部吐き出して。少しでもシュペリの喉のどを通ったと思ったら、ぼくが喉に手を突っ込んで吐かせるからね」

「わかった」

　ユノーの指示通り傷口に唇くちびるをあて血を吸い取り、すぐに吐き出す。タナトスは耐えがたい激痛に何度も咆哮したが、シュペリは狼狽うろたえずに続けた。暴れそうになる巨軀は神獣たちが押さえてくれた。

　どろどろとしていた血液の粘ねん度どが通常になるまでそれを続ける。もういいよと言うユノーの指に喉奥をきつく押さえられ、シュペリは胃の中の消化物もろとも口内に残っていた猛毒を吐き出した。

　水で何度もすすぎ、最後に消毒薬を口に含ふくむ。その間にユノーはタナトスの傷口から解げ毒どく剤ざいを注入し、縫ほう合ごうしてくれた。

「シュペリが上手に毒抜きできたからかな。さっきより落ち着いてきたね」

「うん……」

　そうは言うものの、タナトスはシュペリの腿ももに頭をのせ、かたくまぶたを閉じている。

　深く裂さけた口から赤い舌を出していて、呼吸はまだ荒い。シュペリは獣じゆう毛もうに覆おおわれたタナトスの前まえ脚あしを握にぎり、その背中を繰くり返し撫でた。

「その仔、もしかして、あのタナトス？　伝説の、孤こ高こうの神獣──」

「やっぱりユノーは凄すごいな。すぐにわかるんだ」

「纏まとっている空気が他の神獣と少し違ちがうよね。痛いくらいに伝わってくる威い厳げんみたいなもの……。助けにきてくれたときも、とても冷静だった。タナトスを伴侶にしたなんて、シュペリ、よく頑がん張ばったね。立派な騎士になった。本当に見み違ちがえるほど大きくなったよ」　>>>♥

「そんなことない。七年も本当にごめん。俺の力が無かったばっかりに。ユノー、酷ひどい目に遭あわなかったか？　神獣たちも。あのミラーに、何もされてないか？」

「大丈夫だったよ。──この神しん獣じゆう強ごう奪だつは、ミラーを中心に実行された計画だったんだ」

「ユノーがそれを知ったのはいつ？　どうして一人で行ってしまったんだ？」

「あの日、ぼくは朝から森にいて、そこで神獣を捕ほ獲かくしてるミラーたちに会ってしまった。すぐに殺されそうになったけど、そのとき交こう渉しようしたんだ。ぼくは獣じゆう医いで神獣の生態にも詳くわしいから、この仔たちに危害を加えないなら神獣を増やしてあげるよ、って。神獣を自国で繁はん殖しよくさせることの難しさは、ミラーもよくわかってた。ぼくは見ての通り弱いし剣けんなんて持ったこともないから、あいつは警けい戒かいせずにぼくの話に乗ってきたんだ」

「それなら攫さらわれた神獣を助けに行くって、一言伝えてくれたら良かったのに。俺の母さんのことも言いっ放しで……俺、ユノーがいなくなって本当に悲しくて心細くてしかたなかった」

　懐なつかしい兄を目の前に、七年間の思いが堰せきを切ったようにあふれ出す。

　繰り返し見た夢も中ちゆう途と半はん端ぱに投げられた出生の秘密も、充分に心を傷いためる要素ではあった。けれど、ユノーがいなくなってしまったことそのものが何よりもシュペリを悲しくさせていた。

「シュペリ。本当にごめんね。あのとき、ミラーたちはすでに神獣を生け捕どりにしてカナン帝国へ向かっていたんだ。医療道具を取りに行きたいって言っても待ってくれなかったから。見失ったらもう二度とこの仔たちはフェリエラルドに戻れないと思って……。当時はフェリエラルドが下手へたに動くとこの仔たちが殺される危険性があったから、誰だれにも何も言えなかった」

「だったらあの短い時間で俺の出生を伝えようとしたのはなんで？」

　畳たたみ掛かけるように訊きいてしまって、すぐに後こう悔かいした。悲痛な日々を送っていたのはシュペリだけではない。

「ごめん。ユノーの方がずっとつらかったのに」

　そう落ち込んで謝ると、ユノーは柔やわらかな笑え顔がおを見せる。それは少しも変わらなくて、昔と同じようにシュペリに安心感を与あたえてくれた。

「ううん。──あのとき、何年もフェリエラルドに戻れないって予感がしたんだ。ぼくがいないその間に、シュペリが心無い噂うわさや作り話で自分の出生を知ることだけにはなってほしくなかった。あの別れ際ぎわ、どうしてもぼくの口から伝えておきたいと思ったんだ」

「俺、その噂を聞いたんだ。昔、神獣の森に黒い瞳ひとみをした異国の女性と子供が倒たおれていて、その子供が俺なんじゃないか、って言われた」

「ああ、やっぱり……。噂のせいで曲げられた真実を知って、シュペリが傷つくのが嫌でたまらなかったんだ。だから自分の口から伝えておこうと思ったのに、でもひどく中途半端で、結局ぼくがシュペリを苦しませてしまったね。ごめんね」

「そんな顔しないでくれよ。俺、ユノーからそう聞けただけで充じゆう分ぶんだ」

　ユノーがひどく悲しそうな顔をしたので、シュペリは焦あせってしまった。たしかにこの真実はシュペリの心を打ち砕くだくものではあったが、そのばらばらになった心は今、タナトスの支えを得てふたたび強さを取り戻している。

「ユノーが言ってた俺の母さんのことに、俺はずっと囚とらわれていたんだ。ユノーを助けてから訊けば済むことだったのに、夢もたくさん見て、噂を無視できないくらい心がぐらぐらして。俺、どうしても知りたくて生存記録を見てしまったんだ」

「何て書いてあったの？」

「神獣の森で保護、って書いてあった。母さんはカナン帝国人で、亡なくなったって」

「そんな風に記き載さいされていたなんて……ぼくたちは本当の家族なのに。小さい頃ころのシュペリは今よりもっと大きな瞳をしていてね。深くて綺き麗れいな碧色の瞳に吸い込まれそうだなぁ、って父さんもよく言ってた。神獣の森に連れて行くととても嬉うれしそうにして……あの碧の大地で育はぐくまれたシュペリは、間ま違ちがいなくフェリエラルド人だよ」

「でも俺にはカナン帝国の血が流れてる。敵対する国の血を持つ人間を快く思わない人もいる。俺がマルスの騎き士しを続けるなんて、それこそフェリエラルドのみんなを裏切ることになる」

「たとえカナン帝国の血を引いていても、シュペリはカナン帝国人じゃない。あの日、父さんが泣いてるシュペリを抱だっこして言ったんだ。この子は神しん獣じゆうの森が産んだ子だよ、って。ぼくはそれを本気で信じていて、心から羨うらやましく思ったよ」

　笑ってそう言うユノーの言葉に、偽いつわりの心は欠片かけらも無かった。それを聞いたシュペリは、やはり兄の口から真実を聞くべきだったんだと、先走って生存記録を見たことを後悔した。

「俺の大切な人も、そう言ってくれた。神獣の森で生まれ変わったんだ、って」

「大切な人が言うことなら、それを信じ抜ぬいていいよね」

「うん」

　ユノーはタナトスを見つめて優やさしく笑う。六頭の神獣たちは互たがいに場所を取り合うこともなく、皆みな、どこかをユノーと触ふれ合わせて寝ねそべっていた。神獣の輪の中心に座るユノーは彼らを順番に撫なでてゆく。

「毎日、フェリエさまに祈いのってたよ。この仔こたちをあなたの国に帰らせてくださいって。でも、この仔たちはどうしても不安定になるときがあるの。そんなときはシュペリのことを話してた。ぼくの弟が必ず助けに来るからって。するとみんな落ち着くんだ。ぼくが噓うそをついていないってわかるから」

「なんで？　どうしてユノーはそこまで信じられたんだ？」

「だってシュペリは約束してくれたでしょう？　騎士になってぼくを守ってくれるって。だからぼくは七年前のあの日、この仔たちを追ってカナン帝てい国こくに渡わたることを決めたんだ」

「俺のその約束だけで……、たったそれだけの理由で？」

「うん」

　この人は、本当に強い。シュペリは心からそう思った。

　戦うための肉体は持ってはいないけれど、決して折れることの無いしなやかな精神と、優しさのうちに鋼はがねみたいな心を持っている。

　攫われた神獣を追い、一頭も失わずに母国へ帰す。これはユノーだから成し遂とげられたことだ。総そう帥すいもランサムもシュペリも、誰にも真似まねはできない。

「迷うことなんか何も無いよ」

　ユノーは柔らかな笑みを浮うかべる。

　ユノーだから言えるその一言を、シュペリは心に深く刻み込む。

「どうか迷わずに、マルスの騎士でいて。シュペリはフェリエラルドの森で産まれた子。ぼくだけの大切な弟だ。その一生を賭かけて、母国と神獣を守り抜いて」

「うん。わかった。……ありがとう、ユノー」

「お礼を言うのはぼくの方だよ。助けに来てくれて本当にありがとう。嬉しかった」

「まだフェリエラルドに着いてないけどね」

　そう言って兄弟は顔を寄せ合い笑ったが、その穏おだやかな時間はすぐに奪うばわれてしまった。

　ユノーを囲む六頭の神獣が一いつ斉せいに頭を上げる。何か来る。それがシュペリにもわかった。

　ここに潜ひそんでいることに気づかれたのだろうか。剣を抜いて洞どう窟くつの入り口へ向かう。

　六頭の神獣のうち、二頭の山犬がシュペリの両側についてくれた。

「ありがとうな。でも俺がやるから、無理して戦わなくていい。あと少しでフェリエラルドだからな」

　入り口の岩いわ陰かげに潜み、外の様子を窺うかがう。すると白く巨きよ大だいな塊かたまりが物もの凄すごい速さでシュペリたちの頭上を飛び越こえ、洞窟に入ってきた。

「うわっ！　──ランサム!?」

　それは純白の獅し子しに跨またがるランサム少将だった。驚おどろいて尻しり餅もちをつくシュペリに、ランサムは上官の顔をして言う。

「無事だったか、シュペリ！　アーク総帥からおまえへの命令が出ている。ユノーと神獣たちを連れてすみやかにフェリエラルドへ帰き還かんせよと。おれはその後こう援えんを任された」

「総帥が？　──やっぱり、わかってたのか……」

「おまえたちはカナン帝国に戦いくさを仕し掛かけさせるための陽動作戦を実行中だ。ユノーたちをフェリエラルドに戻もどした時点で作戦は終しゆう了りようする」

　シュペリが男と会話しているのが気になったのか、ユノーが残りの神獣を連れて洞窟の奥から出てきた。その姿を見たランサムが目を瞠みはる。

「ユノー！　おまえ、よく無事でいてくれた！　神獣たちも！」

「ランサム……！」

　少将が獅子から飛び下り、ユノーを強く抱き締しめる。親交の深かった二人が再会できたことを、シュペリも心から嬉しく思った。

「よし、すぐに出発する。神獣を全員ここへ」

　その的確な指示に、叶うならシュペリも従いたかった。でもそれはできない。瀕ひん死しのタナトスを動かすことは絶対にしたくない。けれどユノーたちをいつまでもここに留とどまらせておくわけにはいかなかった。

　残っている方法はひとつだけだ。ランサムになら安心してユノーたちを託たくすことができる。少将が来てくれたことにシュペリは心から感謝した。

「ランサム。ユノーと神獣たちを頼たのむ。俺はここに残る」

「何を言ってるんだ!?」

「タナトスが毒矢にやられたんだ。今は動かせない」

「タナトスが!?　信じられない。想定すらしていなかった……。しかし総帥の命令はここにいる全員の帰き還かんだ。シュペリ、俺の伴はん侶りよの背にタナトスを乗せるんだ」

「駄だ目めだよ。運ぶなんてとんでもない。今、あの仔の身体からだの中で生命力が猛もう毒どくと闘たたかってるの。安静が必要なんだ。無む茶ちやをすればフェリエラルドに着く前に消しよう滅めつしてしまう」

　獣じゆう医いであるユノーの言うことは絶対だ。ランサムも思案して黙だまってしまったが、シュペリはさらに焦っていた。

　消滅。その言葉がやけに耳に残る。早くタナトスのところに行ってやりたい。

「いつまで待てばタナトスは回復する？　それまで皆でここに──」

「そんなの駄目だ。俺は今すぐユノーたちにフェリエラルドに戻ってほしい。お願いだランサム。ユノーたちを連れて行ってくれよ。俺たちも絶対帰るから」

「ぼくもシュペリと同じ意見だ。この仔たちを一刻も早く神獣の森へ帰したい」

「ユノー、おまえ、シュペリを置いていくなどなぜそんな無む慈じ悲ひなことができる！」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。ぼくの弟は帰ってくると言ったら必ず帰ってくるもの。──ね、シュペリ」

「うん」

「おまえたちは……兄弟揃そろって……」

　そう言ってランサムはわずかの間思い悩なやむ。しかしマルス騎士団であるランサムとシュペリは、ユノーたちを母国へ帰還させるという最大級の任務を果たさなければならない。

　かたく閉じていたまぶたを開き、少将は決断した。

「わかった。俺がユノーたちを連れて戻る。シュペリ。タナトスとともに必ず母国へ戻れ」

「はい！」

　そして兄弟はふたたびしっかりと抱き合う。神獣隊の筆頭騎士とその伴侶である純白の獅子に守られて、ユノーたちは母国へ向かった。

　これでいい。ユノーをカナン帝国に置いておくより、自分が留まった方がよっぽど気持ちが救われる。そう思いながら洞窟の中へ戻ろうとしたときだった。

「シュペリ！」

「ランサム？　どうしたんだ……？」

　皆を連れて洞窟を出たはずのランサムが、単身シュペリの元へ駆かけ戻ってきた。

　そのまま強く抱き締められる。驚いて見上げたランサムはさっきまで上官の顔をしていたのに、今は違ちがっていた。

「ランサム……？」

「駄目だ。やはり俺はおまえを残しては行けない。絶対に。──おまえのことが誰だれよりも大切なんだ」

　強く抱き締めてくるその腕うでに籠こめられた感情を何と呼ぶのか、シュペリは少し前まで知らなかった。でも今はわかる。

　それは恋こいだ。少し離はなれただけで、そばにいたいと心にその姿を思い浮かべる。近くにいると安心するのにきゅっと胸が苦しくもなる。それは何も知らなかったシュペリにタナトスが気づかせてくれたもので、タナトスからもらいたいもの、そしてシュペリがタナトスだけに渡したいもの。一人だけを大切に想おもう気持ち。

　タナトスの腕に抱き締められると、安心できて嬉うれしくて、無む性しようにありがとうと伝えたくなる。

　どきどきと胸が高鳴って、もっと強くてもいいのにと思ってしまうときもある。

　タナトスじゃないと駄目だ──シュペリはランサムの身体を押し、その腕から逃のがれた。

「シュペリ？」

「俺も大切だよ。俺はみんな大切なんだ。ランサムは誰よりも尊敬できる上官だし、ユノーも大好きな家族だ。総帥も、騎士団の仲間も、ヒュペリオンもみんな……、でも俺にはもっと大事な人がいるんだ。自分の命をなげうってでも守りたい人が」

「シュペリ……、それは──」

「その人のために俺はここに残る。ごめん。でもランサムにはわかっていてほしいんだ」

　シュペリは深い碧みどり色いろの瞳ひとみでランサムを真っ直すぐに見つめた。

「ランサムは俺の大切な幼おさな馴な染じみで、親友だ。これからもずっと、騎き士しとしてついていきたい」

「シュペリ……」

　世界にたったひとつしかない宝石のようなその瞳に見つめられて、ランサムが落らく胆たんのうちに上官の表情を取り戻してゆく。

「本当におまえには敵かなわないな。……ユノーたちをフェリエラルドに帰したら、次はおまえたちを援えん護ごしに戻る。必ずだ。だからシュペリも油断をするな」

「わかった。──ランサム、ありがとう」

　ランサムは惜おしむように、また何かを吹ふっ切るように、今一度シュペリを強く抱だき締める。シュペリもそれに応じ、今度こそしっかりとその後ろ姿を見送った。

　皆みなの姿が見えなくなると、シュペリは洞窟の奥へ駆け戻る。

　タナトスは少しも快方へ向かう様子を見せない。

　ひどく落胆しながら脚あしを崩くずして座り、腿ももにタナトスの頭をのせた。

「もう誰もいなくなったよ。喋しやべっても大丈夫だぞ」

　そう伝えても、タナトスは何も言わないまま、まぶたを閉じて短い呼吸を繰くり返している。

「腹減ってるだろ？　血を飲むか？　なぁ。タナトスってば……」

　このまま、獣けもの堕おちをしてしまったら、消滅してしまったらどうしよう──二人がずっと一いつ緒しよにいるために、強きものであり続けると約束してくれたのに。あれほど熱心に求めてきた血液すら口にしようとしないタナトスに、不安で胸が押し潰つぶされそうになる。

「苦しいよな。ごめんな。俺があのとき一度でも後ろを見ていれば、こんなことにはならなかったんだ。どうしたらおまえの苦しみを消してやれる？　何でもするから教えてくれよ」

　岩山から落下したときにできたのだろうか、頰ほおの深い切り傷に、まわりの獣じゆう毛もうが赤く濡ぬれていた。神しん獣じゆうみたいに舐なめて傷口を癒いやせたらどれだけ良かっただろう。

　タナトスの血液には強い毒素が残っているため、絶対に摂せつ取しゆしてはいけないとユノーは言っていた。けれど少しも怖こわくなかった。

　獣毛を撫なでて傷口を確かめ、そこに唇くちびるを押し当てて、シュペリは伴侶の血を舐めた。

　苦しくはならない。タナトスの血は、なぜかとても甘かった。

「あ──」

　銀の狼おおかみと一緒に歩いた、どこまでも続く碧の回かい廊ろうが、シュペリのまぶたに鮮あざやかに蘇よみがえる。

　身のうちに流れる血が熱い。タナトスの血に強く感応しているのがよくわかった。その熱に喚よび起こされるみたいに、記き憶おくに無いはずの数々の風景が鮮せん明めいに浮うかび上がってくる。

「タナトス……。俺、思い出した──」

　遠い昔、森の奥深くで出で逢あった、綺き麗れいな銀色の狼。

　こぼれる涙なみだを舐め取り、その柔やわらかな獣毛に触ふれることを許してくれた。

　命の灯ともし火びが消えるその間ま際ぎわ、与あたえられた真っ赤な血は、喉のどが灼やけつくほどに甘かった。

　小さな身体を流れるその熱い血が、生きてフェリエラルドを守れと叫さけんでいた。

　間ま違ちがいなく、この身にはタナトスの命が宿り、同じ血が巡めぐっている。

　いったいどれほど守られてきたのだろう。月の欠片かけらで染めたような、美しい銀の神獣に。

「俺もおまえを守りたいんだ」

　孤こ高こうの神獣と、深い碧色の瞳をした子供。美しい森で生まれた、運命的な出で逢あい。

　ふたたび巡り合い、心を通わせ、掛かけ替がえのない伴侶となる、その奇き跡せき。

　それをここで終わらせたくない。救い守られてきたこの命を代だい償しようにしてでも、タナトスを癒したい。シュペリの心を奪うばったあの揺ゆるぎない強さを取り戻もどしてほしかった。

「タナトス」

　有らん限りの愛いとしさを籠めて伴侶の名を呼ぶ。

　シュペリの想いに呼応するように、まぶたがうっすらと開き、紫し紺こんの瞳がわずかに動いた。

「俺を喰くってくれ」

　タナトスは眉み間けんに深い皺しわを刻み、ウー、と唸うなる。また馬ば鹿かなことを、と怒おこっていた。

「この前みたいに自棄やけで言ってるんじゃないんだ」

　そう言っても聞いてくれなかった。せっかく開いたまぶたがまた閉じられてしまう。

　タナトスはいつかシュペリの血肉を喰うと言っていた。いつかではなく今ここで喰ってほしい。そうすれば腹が満たされて、この猛もう毒どくにも打ち勝てるはずだ。

　シュペリは短たん剣けんを取り出し、その剣けん先さきを手首にあてる。

「──ッ！」

　手首から先が落ちてもかまわないと思った。血管の脈打つそこに思いきり短剣を突つき立て、引き抜ぬく。物もの凄すごい勢いで血液が吹き出て、あっという間に真っ赤になった手を、伴はん侶りよの口に突っ込み、その喉奥へ入れた。

『シュペリ……！』

　タナトスがかっと眼めを見開く。激痛と多量の出血に、シュペリはそこに倒たおれ込んだ。

『何てことをっ』

「あ……、タナ、トス？　……良かっ、た……言葉が、戻っ──」

　気が遠くなるほどの激しい痛みが引いてゆく。躍やつ起きになって手首を舐める獣けものの舌や口が、人間のそれに形を変えてゆく。銀色の獣毛が少しずつ短くなり、長い尾おが消えた。

「こんなこと、二度とするな……！」

　鍛きたえ上げられた完かん璧ぺきな男の裸ら体たいが、倒れたシュペリに覆おおいかぶさってくる。傷きず痕あとが残るだけになった手首から離れた唇が、深く重なってくる。

「んっ……ぅ、──あ、あ、タナトス……」

　出血のせいで朦もう朧ろうとしながら、それでもその力強い命を感じたくて、流れ落ちてくるような重い舌のすべてを受け止める。腕をまわして触れた背は、汗あせでしたたかに濡れていた。それが脂あぶら汗あせであることがすぐにわかった。

「タナトス？　まだ苦しいのか？　──寒いのか？」

　タナトスは無言で小さくうなずく。がたがたと震ふるえる巨きよ軀くをシュペリの身体からだにこすりつけ、本能のおもむくままに声を出した。

「はぁ、……っ、──中に、入りたい。シュペリ……おまえの、中に……、入りたい……っ」

　ベルトの金具がせわしない音を立てた。タナトスがそれを外そうとしている。

　けれど猛毒に侵おかされた身では上手うまく手先が動かないようで、タナトスは躍起になって金具をがちゃがちゃと鳴らした。

「待て、俺がやる、から──、……ん、んぅっ」

「シュペリ……、早く……っ」

　数秒すら待てぬと唇に嚙かみつかれ、ローブを剝はぎ取られた。荒あら々あらしい口づけに顎あご先まで濡らされながらベルトを緩ゆるめると、次の瞬しゆん間かんには下衣と長なが靴ぐつを脱ぬがされて、あっという間に下か肢しが外気にさらされた。白い脚を大きく開かされ、そこにタナトスの巨軀が割って入ってくる。

「ああっ……」

　強く搔かき抱いだいてくるその肌はだはどこも熱く濡れていて、シュペリの股また座ぐらに押し当てられるタナトスの雄おすは、強きよう靭じんな生命力を滾たぎらせたように膨ふくれ上がっていた。

「──ぁ、ウゥッ……、シュペリ……」

　人語を取り戻し人型を得ても、タナトスは時折獣のような唸うなり声をあげて、シュペリは伴侶が体内に巣食う猛毒とまだ闘たたかっていることを知る。

　けれどタナトスは死なない、死なせない。俺が癒し守る──汗で濡れ光る伴侶の肉体を抱き締しめ、シュペリはそこに強く唇を押し当てた。

　敷しき物ものの役目を担になうローブの上で、白く細い身体と汗に艶つやめく長ちよう軀くが激しくからみ合う。

「あっ」

　フーッ、フーッと荒あらい息をシュペリの首筋にあてながら、タナトスが後こう孔こうをいじってくる。まだほころんでいないそこに指を捻ねじ込もうとするその動きは、いつもの怜れい悧りなタナトスからは懸かけ離はなれていて、神獣とただの獣との狭はざ間まを彷徨さまよっているようだった。

「タナ、トス……濡らして、くれ──」

　濡らしてほぐさなければ、長大な雄を挿そう入にゆうすることはできない。シュペリがそう言うとタナトスは短く唸り、本能に駆かられるようにして己おのれの陰いん茎けいをきつく握にぎり締めた。

「あっ……、あっ……」

　真っ赤に充じゆう溢いつした先せん端たんを後孔にぴたりとくっつけて、タナトスは雄を扱しごき上げる。その激しい振しん動どうが重ねられた場所から直接伝わってきて、それだけでそこがわずかにほころんでくる。

「あ！　タナトスっ……」

　ぐっ、ぐっ、と強く突くようにして大量の先走りが後孔に塗ぬりつけられる。その勢いのまま、先端が嵌はまり込んできて、シュペリはぞくぞくと肌を粟あわ立だてた。

「……ハッ、ハァッ──、シュペリっ……、く！　ウゥッ……」

「んんっ……！」

　発熱のせいなのか、神獣だからなのか、射出されたタナトスの体液はひどく熱い。

　一度浴びただけでそこが溶とけてしまいそうだった。その勢いも凄すさまじく、わずかに減めり込んだ一部から精液が体内に注入されたのがわかった。

「もう……頼たのむ、から……中に──」

「う、ん……」

　猛毒に蝕むしばまれたタナトスを癒せるのなら、いくらでも受け止めたい。

　なにより深く繫つながり、互たがいが掛け替えの無い伴侶であることを確かめ合いたい。

　心も身体もそれを切望している。

　今度こそ挿入のために先端があてがわれる。シュペリの後孔はそこに吸いつくような動きをして、タナトスを受け入れた。

「……あ！　あぅっ……」

　陰茎の半分までを吞のみ込むと、タナトスが大きく腰こしを前後させて硬かたく長大なそれを繰くり返し送り込んでくる。そのたびに腹の奥が開かれる初めての感かん触しよくに、呼吸は乱れたが苦痛は無かった。シュペリの中でタナトスが癒されてゆく。その感触だけを懸けん命めいに追った。

「……悪、いっ……加減、できない──」

「いい、……そんな、こと、──あっ、あっ、あっ！」

　タナトスが激しく腰を使うたびに、その細い顎先から汗が滴したたり落ちてシュペリの肌を濡らす。どくどくと脈打つ雄は、出ていってしまうかと思えば急速に入り込んできて、その焦しよう燥そう極きわまった抽ちゆう挿そうにシュペリは翻ほん弄ろうされた。

「タナ、トスっ……死んだら、だめ、だっ……。好きだ、から……」　>>>♥

「シュペリ……っ」

　熟うれた後孔がこれ以上ないほどに拡ひろげられた。何か引っ掛かっていたものが外れる感覚があって、タナトスの先端が腹の一層奥を貫つらぬく。

「痛ッ──、深、いっ……」

　本能のおもむくままの激しい生せい殖しよく行こう為いの果て、タナトスはそこに生命の源を注ごうとしている。滾りきったそれをシュペリの最さい奥おうに叩たたきつけたいとばかりに、陰茎がぐうっと膨ぼう張ちようした。

「タナトスっ……う、ぁ……」

「あ、あ……、達いく、シュペリ、……シュペリっ、──ぅ、ンンッ……！」

　ずっ、ずっ、と激しい水音を立てて、タナトスは凶きよう暴ぼうなまでの腰使いを繰り返す。

　たくましい下肢をシュペリの尻しりに打ちつけると、ぶるっと巨軀を震わせた。

「や……、熱い……」

　熱く濃のう厚こうな神しん獣じゆうの精液が体内に広がってゆく。その感触はひどく克こく明めいで、シュペリは肢し体たいを戦慄わななかせた。

「──はっ……は、ぁっ……」

　短くなったふたつの呼吸が洞どう窟くつに響ひびく。それ以外は何も聞こえてこなかった。

　知らぬ間にシュペリも汗を纏まとっていて、その震える身体をタナトスが強く抱だき締めてくる。

　すがるようにシュペリの首筋に顔をうずめ、また短く唸うなる。その姿は拮きつ抗こうしてきた本能に完全に負けているみたいだった。

「……っ、……酷ひどく、した。許してくれ。こんなつもりじゃ──」

「平気、だ……。おまえが治るなら、何でもできる。……苦しかっただろ？　ごめんな……」

　力の入らない指で汗に濡ぬれた銀ぎん髪ぱつを梳すき、耳にそっとかけてやった。その手を取り、タナトスが口づけてくる。そうやっているうちにまた衝しよう動どうに駆られたのか、タナトスが繫がったまま腰を大きく揺ゆらした。

「あっ」

「は、ぁ……っ。シュペリの中は凄すごくいい……。温かで柔やわらかくて力強くもあって、ずっとこうして入っていたい」

　タナトスが恥はずかしげもなくそう言いながら、硬いままのものをびくびくと動かしてくる。まだ体内にあることを意識させられて、シュペリは顔を真っ赤にしてしまった。

　それを見たタナトスがいつものように笑う。

「おまえの中に入るとフェリエラルドにいるときと同じ力が湧わいてくる。心も身体も気持ちがよくて……碧みどりの磁場のすぐ近くにいるみたいだ」

　素す晴ばらしいな──タナトスはそう至福の吐と息いきをついた。

　シュペリも本当に嬉うれしくて感謝の気持ちでいっぱいになった。この身のうちには、ちゃんとフェリエラルドがある。あの切なくなるほどに美しい碧の風景が。

「あっ、ん！　……も、何すんだよ……っ」

　まぶたを閉じて母国のことを想おもっていたのに、いきなり茎くきを握られた。

「おまえ、達ってなかったから」

「そ、だけど……。あっ、ちょっと、いじったら駄だ目めだって。もう出そうなんだよ……」

　そう言うと、体液を口で受け止めるためにタナトスが結合をほどいた。それを寂さびしいと想うのは、いけないことだろうか。

　シュペリの想いに気づいたのか、タナトスが茎を吞み込みながら低い声でささやいてくる。

「この戦いを終えたら、もう一度おまえの中に入りたい。今度は酷くしないと約束する」

「う、ん……。あっ、タナトス……、いく──」

　そこに直接伝わる声が心地ここちよくて、シュペリは白い液体をゆっくりと吐はき出した。
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　夜と暁あかつきの狭間に広がる群ぐん青じよう一色の世界を、シュペリとタナトスが駆けてゆく。

　ほどなくして東の空が白みはじめた。カナン帝てい国こく軍が迫せまっていることを、シュペリは震える大気や轟とどろく大地から感じていた。

　奇き跡せき的てきな復活を果たせたとはいえ、タナトスの動きはひどく鈍にぶい。ままならない身体にかなりの苛いら立だちを感じているようだった。

　フェリエラルドはすぐそこだ。もう無理はしてほしくない。タナトスの背を撫なでながら駆けていると、シュペリたちの目指す方向に一人の男が立っているのが見えた。

「人がいる。──マルスの騎き士しだ！」

　その男がシュペリと同じマルス騎士団の制服を身に着け、ローブを纏っていることに心から安あん堵どする。仲間の騎士がここにいるのなら、騎士団も近くまで来てくれているはずだ。

「ゆっくり来てくれ」

　タナトスにそう言って、シュペリは全速力で騎士に駆け寄った。

　その騎士は人型のタナトスよりも巨きよ軀くで、フェリエラルドでは珍めずらしい褐かつ色しよくの肌はだをしている。

　夜会で会った、あの高位騎士だった。目ま深ぶかにかぶったフードもあのときと変わらない。

「ユノーたちが無事にフェリエラルドに入ったか、知りませんか」

　息を切らしながらそう訊たずねるシュペリに、騎士は答えず黄金の鎧よろいと冑かぶとを手て渡わたしてくる。

「え？　これは……？」

「神々の祝福を受けた鎧だ。タナトスに。力が戻もどる」

　近くでよく見て初めて、立派な体たい軀くを持つ彼が自分より若いことにシュペリは気がついた。

「ありがとう。──あの。名前を訊きいてもいい？　俺の名前は、知ってたよな」

　そう訊ねても答えてくれない騎士を覗のぞき込む。息を吞むほどに整ったその顔も、夜会のときと同じだった。知りたいことがまだ多くあるシュペリは、その顔を見つめて問う。

「総そう帥すいは……マルス騎士団は？　近くにいる？　カナン帝国軍がすぐそこまで──」

　二人の間にある大きな身長差を埋うめるため、騎士が身を屈かがめてくる。すると、夜会のときには見えなかった首元が見えた。彼が着けている首くび飾かざりはとても精せい巧こうで美しかった。

　そしてその中央に輝かがやく大おお粒つぶの宝石を、シュペリは何度も見たことがある。

「あれ？　そのアレキサンドライトって」

　端たん整せいな顔が近づく。翼つばさみたいに長く豊かな純白のまつげが揺れる。

　耳に馴な染じむ落ち着いた声が、すぐそばで聞こえた。

「神皇国フェリエラルド・マルス騎士団神獣隊シュペリに、軍神マルスの加護を──」

　その格好良さに思わず頰ほおを紅あかくしていると、追いついたタナトスが叫さけんだ。

『何をしているヒュペリオン！　早くアークを呼べ！』

「えぇ!?　おまえ、ヒュペリオン!?」

　ヒュペリオンは自分のローブをつかむ。

　ばっ、と派手な音がして、脱ぬぎ捨てられたローブが大きく広がりながら地に落ちた。

　騎士が消えた。真っ白な羽が舞まう。

「えぇぇっ!?　噓うそだろ！」

　キュ──ィ……キュ──ィ……と高らかに啼なきながら、純白の大おお鷲わしが天空を目指して飛ひ翔しようする。昇のぼりはじめた朝あさ陽ひを受けて真っ白に輝き、美しい弧こを描えがいて旋せん回かいすると、ヒュペリオンは己おのれの最も大切な場所へと一路飛んでゆく。

　その方向から、懐なつかしい母国の馬ば蹄てい音が聞こえた。

　太陽が二つ昇ってくる。シュペリはそんな錯さつ覚かくに陥おちいった。

　シュペリが見つめる丘きゆう陵りようにずらりと騎士が並ぶ。先せん陣じんを切るのはマルス騎士団神獣隊だ。

　純白の神獣は皆みな、神々の祝福を受けた黄金の鎧を身に着けている。それらが朝陽を反射させ、もうひとつの太陽を創つくり上げているようだった。

　ヒュペリオンが大きく翼を広げながら、白しろ貂てんの毛皮にとまる。

　誰だれもが心を奪うばわれる、美しく冷れい酷こく無む慈じ悲ひな軍神マルス──その美び貌ぼうに不敵な笑えみを浮うかべたアーク総帥が声を上げる。

「神獣隊シュペリ！　神獣隊タナトス！　任務遂すい行こうご苦労だった！　今これよりマルス騎士団はカナン帝国軍を迎むかえ撃うつ！」

　その声に呼応するように、大地が揺れた。目視できるまでにカナン帝国軍は接近している。

『シュペリ、それをおれに着せてくれ』

「うんっ」

　ヒュペリオンがくれた黄金の鎧をタナトスに着せ、形の良い鼻先を黄金の冑で覆おおう。

　戦せん闘とうにおもむく神獣は威い厳げんに満ちて勇ましく、まさに神の眷けん族ぞくに値あたいする。

　シュペリは伴はん侶りよのその姿に、これ以上ないほどの胸の高鳴りをおぼえた。

『身体からだが軽くなった。存分に戦えそうだ』

「でも絶対無む茶ちやするな。俺が守るから」

『わかってる。早く乗れ』

　そう言ってタナトスが屈み、シュペリはそこに跨またがった。怒ど濤とうのように迫りくるカナン帝国軍に向かってアーク総帥が開戦を告げる。

「我らがフェリエラルドを穢けがす者、生きて家族の元には帰さぬ。己おのが故国の大地に沈しずめ！」

　どこまでも通るアーク総帥の声に、男たちが鬨ときの声を上げる。大気が振しん動どうする。

「草一本も渡わたすな！　カナン帝国を追い落とせ！」

　アークが総攻こう撃げきを号令する。開戦の角笛が高く鳴り響ひびく。

　神しん獣じゆうたちが咆ほう哮こうし、それに呼応するように騎士たちもふたたび鬨の声を上げる。

　マルス騎士団は軍事大国カナン帝国と正面から激げき突とつした。

　その先さき駆がけの位置にいたシュペリの両りよう脇わきに、二人の騎士が援えん護ごにつく。

「ランサム！」

「ユノーは大だい要よう塞さいでおまえたちの帰りを待っている。この戦いを終わらせて、必ず帰るぞ」

「はい！　──エリク！」

「……なんだよ、その顔。僕だって神獣隊の一員なんだからな！」

　そう言うエリクは緊きん張ちようしているのか、剣けんを持つ手が震ふるえていた。ランサムが苦く笑しようしながら教えてくれる。

「エリクは俺とともにおまえの援護を買って出たんだ」

「えっ……エリクが？　どうして……」

「死なれちゃ虐いじめられなくなるからだよっ」

　むきになってエリクはそう言い、続いてばつが悪そうに「……ごめん」とつぶやいた。それはシュペリにしか聞こえていなかったと思う。引きずる性質たちではないシュペリは、その一言で今まで受けた嫌いやがらせのすべてを吹ふき飛ばした。エリクが顔を赤くして言う。

「おまえのことは嫌きらいだけど、敵国に乗り込む度胸は褒ほめてやるよ。……ほら、行くぞ」

「うん。──ありがとな、エリク」

　結構かわいいところがあるんだな、と思えてしまうのは、シュペリも少し大人になれたからだろうか。エリクの緊張を和やわらげてやりたくなって、シュペリはその肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

「ありがとう、ランサム、エリク」

「よし、出しゆつ陣じんだ！　絶対に死ぬな！　深追いは不要だ」

　三人の騎士はそれぞれの伴侶に跨り、敵てき陣じんへ乗り込んでゆく。

　不敵な笑みを崩くずさないアークが先陣に躍おどり出た。それだけで敵兵は怯ひるみを見せる。

　恐きよう怖ふも躊ちゆう躇ちよも一いつ切さいせず馬上で矢をつがえるその姿に、シュペリは軍神マルスを見た。

　絶対に勝てる、そう思った。

　軍神マルスの化け身しんが率いる騎士団に敗北は無い。

　圧あつ倒とう的てきな力の差を知らしめて、マルス騎士団はカナン帝国全軍退たい却きやくという名の勝利を収めた。










　早朝に始まった戦いは、太陽が中天を越こえる頃ころに完全な終結を迎えた。

　マルス騎士団は隊列を組んで国境近くの大要塞へ向かう。そこは白い城じよう壁へきに囲まれていて、七棟むねの堅けん固ごな建物が聳そびえ立ち、五百人余の騎士を収容することが可能なフェリエラルド最大の要塞だった。

　騎士たちは夜明けまでここで過ごし、勝利の美酒を味わい、そして各おの々おの態勢を整えて皇都へ帰き還かんする。

　戦いの最前線から戻ったシュペリは、この大要塞でユノーと再会を果たした。

「シュペリ、タナトス、無事に戻ってきてくれてありがとう。ぼくもようやく今フェリエラルドに帰ってきた気がする」

　カナン帝てい国こくの要塞から救出したときも、洞どう窟くつでも変わらず気き丈じようでいたユノーが、このとき初めて瞳ひとみを潤うるませた。その兄の細い肩をシュペリはきつく抱だき締しめる。

　ユノーは医師らしくシュペリとタナトスを診しん察さつして、大きな怪け我がが無いことを確かめて言う。

「おまえたちが無事に帰ってきたことさえ知れたらそれで良かったんだ。ぼくは今から神獣の森へ行くよ」

「そんなの駄だ目めだ。夜の暗くら闇やみを移動するのは危険だし、ここでよく休んでからの方がいい。明日あしたの早朝、一いつ緒しよに出よう。俺が神獣の森まで送るから」

　そう説得したが駄目だった。すでに出発する準備を済ませていたユノーは、六頭の神獣たちと要塞の大門を出てゆく。

　懐かしい我が家にも寄らずに、これからしばらくの間は神獣の森で暮らすという。

　六頭の神獣たちと寝しん食しよくを共にして、彼らが一日でも早く回復するよう努めるのだそうだ。

　アークの計らいで、ユノーたちの護衛に神獣隊の高位騎き士しが三人もついてくれた。

　何度も振ふり返っては「また明日ね」と笑顔で手を振る兄に応こたえていると、横でタナトスがつぶやいた。

『最強というのはアークでもランサムでもない。ユノーのことをいうんだな』

「うん。俺もそう思う」

　シュペリも明日の演習後、頼たのまれた薬やく剤ざいや荷物を持って神獣の森へ行くことになった。

　ユノーたちの姿が夜の闇やみに溶とけてゆくのを見届けて、すぐそばにいる伴侶に視線を送る。

　シュペリと繫つながり体液を摂せつ取しゆしたとはいえ、猛もう毒どくを受けた身体で激げき闘とうを終えたのだ。表には出さないがタナトスも相当疲ひ労ろうしているはずだった。

「まだ完全に回復してないなら、おまえもユノーたちと一緒に森へ帰る？　明日の夕方には迎えに行けるけど。どうする？」

　そう訊きいたが、首を横に振るタナトスが一歩先に大門を潜くぐったので、シュペリもその後を追った。

　白はく亜あの要塞では勝利の宴うたげが続いていた。

　騎士たちは大いに吞のみ、食べ、語らい、一いつ睡すいもせずに夜明けを迎える。そして国境一帯に残党がいないかをくまなく調べ、皇都へと戻もどり、休息も取らずに演習を行う。

　それが屈くつ指しの精せい鋭えいが集つどうマルス騎士団の常だった。

　この戦いにおいて最大の活かつ躍やくをした新人騎士を、皆が待っている。すでに酒に酔よった何人もの先せん輩ぱい騎士から「必ず顔を出せよ！」と念押しをされていた。タナトスとゆっくり過ごしたい気持ちでいっぱいだったが、シュペリはその宴を避さけて通るわけにはいかなかった。

　タナトスを先に休ませるため、割り当てられた部屋へと向かう。

　広い廊ろう下かの角を曲がったところで、シュペリは足を止めた。

「アーク総そう帥すい」

　宴の中心にいるはずのアークがそこに立っていたことに驚おどろいたが、すぐに深く辞じ儀ぎをする。

「酒の場に出る必要は無い。あいつらには私からよく言っておく。おまえはもう休め」

「総帥……？」

　初めて聞くその甘く優やさしい声に、思わず耳を疑ってしまった。

　結果的に命令を受けたことになりはしたが、許可も得ずに単独行動を取ったのはシュペリだ。

　反省房ぼうに入れられたときのように縊くびられても文句は言えなかった。

「なんで俺にユノーの情報をくれたんですか。勝手な行動を咎とがめないのはどうして……」

「おまえがユノーたちを奪だつ還かんするに値する騎士だと私が判断したからだ」

　気を抜ぬくとすぐに見み蕩とれてしまうその美び貌ぼうには微び笑しようがあった。ヒュペリオンはまるで何ごとも無かったかのように目を細めてじっとしている。その白い翼つばさを撫なでながら総帥は言う。

「神しん獣じゆう強ごう奪だつ事件は、マルス騎士団創設以来最大の汚お辱じよくだった。騎士団がそばにいながら、神獣を敵地に連れ去られるなど──この事件は話題にすることが禁きん忌きであるかのような扱あつかいを受けた。神獣など最初から奪われていないと言い出す者さえも……」

　七年前、大敗を喫きつしたマルス騎士団を二十一歳の若さで託たくされ、再生へと導いたアーク総帥。

　強さと力を取り戻し、ふたたび輝かがやきを放つマルス騎士団の陰かげで、攫さらわれた神獣たちはその存在を希き薄はくなものとされてゆく。そのことにアークは誰だれよりも心を痛めていた。

「だかおまえだけは声を高らかに、兄を助けるんだ神獣を助けるんだと言っていたな。自国のものは決して渡さぬという信念を私に貫つらぬかせてくれたのは、シュペリ、おまえだ」

「総帥……」

「神獣奪だつ還かんの報告は、すでに陛下の御お耳にも入っている。涙なみだを流して喜ばれていたそうだ。準備が調ととのい次し第だい、祝福の儀が執とり行われることになったぞ」

「でも。総帥、俺は──」

　出生の秘密を言い淀よどむ。しかしアークは躊躇なくそれを口にした。

「カナン帝国の血を引くおまえがフェリエラルド皇こう帝ていの祝福を受けるということは、非常に歴史的な意味を持つ。これが列強との共存の道しるべになることを陛下はお望みなのだろう。たとえその道程が長く険しいものだとしても。──シュペリ。カナン帝国人であるという真実は、つらいか？」

　そう訊たずねるアーク総帥の瞳は、フェリエラルド人を見つめていた。そう強く感じることができた。シュペリが同じ母国の人間であること、そして大切な部下であることを、ペリドットみたいに綺き麗れいな瞳が伝えてくれる。

「はい。正確に言うと、とてもつらかった。でも今は平気です。タナトスやユノーが力になってくれました。俺はカナン帝国人です。でもマルスの騎士でいたい。生しよう涯がい騎士でいて、タナトスと一緒に母国を守り抜いて、騎士のまま死にたいです。アーク総帥みたいに」

　心が張り裂さけそうになったとき、誰よりもそばにいてシュペリを救ってくれた愛いとしい伴はん侶りよの背を撫でる。タナトスは綺麗な紫し紺こんの瞳を細めて二人の会話を聞いていた。

　シュペリの決意を、アークはきちんと聞き入れてくれた。微笑んで深くうなずく。

「受け止められぬほどつらいことが起きたとしても、それを乗り越えることができれば、同じように苦く悩のうする者を理解し、その力になることができる。シュペリ、おまえは人の傷いたみを知り、そのために戦うことができる。私はそう信じている」

　その言葉は金の勲くん章しようよりも重たく、シュペリに喜びと勇気を与あたえてくれた。

　アーク総帥の言葉を胸に、シュペリはマルスの騎士として生きてゆく。

「おまえと、おまえの伴侶のための祝福の儀だ。胸を張って臨のぞむといい」

「はいっ」

　元気良く返事をするシュペリに、アークは少し悪戯いたずらっぽく笑って言う。

「ああ、そうだ。祝福の儀に合わせて、ユノーをマルス騎士団に入団させることにしたんだ」

「えぇっ！　ユノーが騎士に!?」

「そうだ。配属先は医い療りよう部隊。私はそこに新たに神しん獣じゆう分隊を設置させた。神獣の診察・治ち療りように特化した分隊だよ。彼にはその分隊長を担になってもらう。ユノーは入団と同時に高位騎士だ。これはかなり稀まれなことだな」

「総帥っ。お、俺は？　俺にも、何か格好いいやつ……」

「何を言ってるんだ。おまえは何も変わらん。言っておくが明日も明後日あさつても演習だからな。褒ほう美びなど出んよ」

「えぇ……」

　がっくりと肩かたを落とすシュペリを見て、ヒュペリオンがキィと啼なく。

　心から楽しそうに笑う総帥に『そのくらいにしてやれ』と言ってくれているようだった。










　見事な功績をあげたシュペリには、立派な風ふ呂ろ場ばのついた個人部屋が用意されていた。

　部屋に入ると一人と一頭まとめて湯ゆ浴あみをし、血と汗あせと泥どろをすべて洗い流した。

　寝ね間ま着き一枚だけを纏まとうと、寝しん台だいに飛び乗るタナトスを捕つかまえて大きな布で身体からだを拭ふく。

　布越ごしにあった柔やわらかな獣じゆう毛もうの感かん触しよくが消えてゆく。布の間から伸のびてきたそのたくましい人間の腕うでに、ごく自然に導かれた。

「あっ、……や。──ちょっと、待って」

「なぜだ？　おまえももう硬かたくしているのに」

「違ちがう、これは……。おまえのが、当たるから、で……」

　寝台の上、裸はだかのタナトスが胡坐あぐらをかくその上に座らされると、下か肢しに何も着けていないことがすぐにばれてしまった。

　丈たけの長い寝間着に隠かくされたその下で、風呂上がりのさらさらとした肌はだが触ふれ合うのが心地ここちいい。けれどその中心には硬く立ち上がったタナトスの雄おすがあって、それに触れることでシュペリも反応してしまっただけだ。自分から硬くしたわけじゃないと言いたかった。

「待て、って……、も、揺ゆらすなよ……」

　タナトスは胡坐の上に座らせたシュペリの重さなどものともせず、腰こしを揺らしてくる。

「滑なめらかで、でも吸いついてくるような肌だな。気持ちがいい」

「も、いやだ……」

　いちいち同じところで感じて、それを口にしないでほしい。そんなことにすら嬉うれしくなっている自分が恥はずかしかった。

「嫌いやなのか？　気持ちいいこと好きだろう？」

「そういうの……、訊かなくて、いいから」

「シュペリはおれと気持ちいいことをするのが好きか？」

「……っ」

　また憚はばかりもせずはっきりと訊かれて、それに抗あらがえなくなる。タナトスが甘い声を出したように聞こえたのは気のせいだろうか。

　悔くやしいけれどシュペリは顔を真っ赤にしてこくりとうなずいた。

　誰だれ彼かれ無しにこういうことをしたいわけではない。シュペリはタナトスしか知らないし、これからもずっとそうだ。

　だからこそ、昔の伴侶が気になる。反省房で話を聞いたときからその存在がちらついて離はなれない。身体を繫つなげる行こう為いはもちろんのこと、唾だ液えきのやりとりや、形式的な血液の付ふ与よすらも気になる。自分はこんなに心の狭せまい人間だっただろうか。

　そんな細かいことまで問いただしては、またタナトスが人間を煩わずらわしく思ってしまうかもしれない。

「シュペリ？　どうした」

　頰ほおを紅あかくして素す直なおにうなずきながらも、むっとするシュペリにタナトスが怪け訝げんな顔をして訊きいてくる。このままずっともやもやとした気持ちでいるのは自分らしくない。気になってしかたないなら訊くしかなかった。

「俺、気になってて……」

「なにが」

「タナトスの、前の伴侶のこと。──こうやって、触さわったり……してたの、か……？」

　タナトスが揺らしていた腰をぴたりと止めた。

　やはり同じことをしていたのだろうか。今それを指し摘てきされて、面めん倒どうだと思っただろうか。

　タナトスが前の伴侶とこんな風に肌を触れ合わせて、甘やかすような声を出していたのだとしたら──正直なところ、出生の秘密を知るときよりもつらい。女め々めしいかもしれないけれど、嫉しつ妬とに駆かられてまた心が乱れてしまう。

　そんなシュペリの想おもいなど知らないで、タナトスが淡たん々たんと説明を始めた。

「狼おおかみというものは、数日食べられなくてもそれに耐たえ得うるし、そのために一度に大量の肉を食べることも可能なんだ。人間の血液なら数すう滴てきで十日は充じゆう分ぶんにもつ」

「え……？」

　何だか話が違ってきたように思う。

　それなら今まで夜ごと体液をやりとりしてきたのは、いったい何だったのか。

「前の騎き士しから体液をもらったのは、契けい約やくを締てい結けつしたときの一回だけだ。指先から垂れ落ちた血を、口を開けて受けた。一度たりとも接せつ触しよくはしていない」

「本当、に……？　だったらなんで──」

　俺のは毎日──そう訊こうとして、唇くちびるを塞ふさがれた。入ってきた長い舌で口内を満たされる。

「んぅ……、──いや、だっ」

「シュペリ？」

　せわしなく動くタナトスの舌に意識を攫われかけたが、そこから逃のがれた。何だかごまかされているような気がして、もう一度訊き直す。

「話っ。終わってない。──なんで、俺だけ？　毎日要いらないのに？」

「それは言わないと駄だ目めなのか」

「……聞きたい」

　両りよう腕うでをタナトスの肩に置き、うなじにまわした手を組む。話してくれよと銀ぎん髪ぱつを指で梳すくと、タナトスは観念したようだった。

　小さな溜ため息いきをひとつつくと、いつもの落ち着いた声で丁てい寧ねいに言葉を紡つむぐ。

「おまえがおれだけのものであることの証あかしを、毎日刻みつけておきたかった。いずれおまえが異国の血を引くという真実を知っても、遠くへ行くことのないように」

「タナトス」

　そう言ってタナトスがまぶたを閉じ、額を寄せてきたのでシュペリもそれに応こたえる。

「誰だれとも馴なれ合わない、独りでいいと言うおれの懐ふところに入り込んできたのは、後にも先にもおまえだけだ。それが不思議と嫌じゃなかった。おまえから近づいてくるくせに、おれが手を出すと顔を赤くして動どう揺ようする。そういうくるくると変わる表情も見ていて新しん鮮せんだった。それがいつしかそばに無いと落ち着かなくなったんだ」

　神獣が紡ぐ言葉は人間ほどの熱量や抑よく揚ようは無い。けれどいつも真しん摯しで、シュペリの心にすっと入ってくる。

「長い間独りだったおれに、誰かとともに生きることは素す晴ばらしいことだと気づかせてくれたのはシュペリだった。おれの隣となりで、大きな声で喋しやべったり笑ったり、時々怒おこったりするおまえがいいんだ。そう思うたび、いつか真実を知ったおまえがどれだけ心を傷めるのかを想像して胸が苦しくなった。おまえが悲しんだり傷ついたりすることが、おれはたまらなく嫌なんだ」

　触れ合う額からタナトスの想いが伝わってくる。揺るぎない強さを持つタナトスが唯ゆい一いつ怖おそれていたこと、それはシュペリが傷つくことだった。

「泣かれたときは、もうたまらなかった。ああいうときどうすればいいのか、経験が無いからひどく狼狽うろたえた。長く生きていることはさほど役にも立たないな。泣くシュペリなど、おれは二度と見たくない。そうならないようおれが守っていく」

「タナトス、ごめん。俺もう泣くようなことはないから。絶対だ。約束する」

　そう懸けん命めいに伝えた想いは、ちゃんとタナトスに届いたようだ。少しつらそうにしていた表情が柔らかくなる。

「それならいい。フェリエラルドを離れて遠くへ行くことはないと、おれを安心させてくれ」

「俺、遠くへなんて絶対に行かない。ずっとタナトスのそばにいる」

　ふっと笑うタナトスの両手が寝間着の下に滑すべり込んできた。そのまま脱ぬがされ、白くしなやかな肢し体たいがあらわになる。すべらかな背をタナトスの手がせわしなく上下する。その指先からあふれてくるタナトスの想いが身体中に刻まれてゆくようだった。

「おれは運命という言葉を信じているわけではないが」

「ん……、タナトス……？」

「それでも、おれたちはそうなんだろう。神獣の森で、おまえの濃のう緑りよくの瞳ひとみからこぼれ落ちた涙なみだを口にしたその瞬しゆん間かんから、おれとおまえはこうなるように定められていたんだ」

「うん。タナトス。俺も、同じこと思ってた……」

　孤こ高こうの神獣と、深い碧みどり色いろの瞳をした異国の子供。二人は抗えぬ本能をも凌りよう駕がして互たがいに強く惹ひかれ合う。血を分かち合うという濃のう密みつな行為の果て、タナトスはフェリエラルドの神々にすら手を下させないほどに、シュペリに所有の証を深く刻み込んだ。

「シュペリの心も身体からだも、血の一ひと滴しずくに至るまで、すべておれだけのものだ」

「タナトスっ──」

「あ、ぁ……シュペリ、早く、挿いれたい。もう繫がりたい……」

　触れたり離れたりを繰くり返していた二人の陰いん茎けいを大きな手で握にぎり締しめると、タナトスはふたたび腰を揺らしはじめた。

「おまえの体液は甘くて美味うまくて、ただ純じゆん粋すいに毎日欲しいと、そう思ってもいた。頰を真っ赤にしておれの食事に耐えるおまえの表情は、最高にそそるんだ」

「あっ……あっ……、タナトス……」

　寝しん台だいの上、座るふたつの裸ら体たいがからみ合う。タナトスは吐と息いきに乗せて「可愛かわいいな」とささやく。言い慣れていないであろうその言葉が細い身体を巡めぐって、こりこりとこすれ合う性器の感度が増したみたいだった。

「あぁ、……ん、……きもちい、い」

「気持ちいいことが好きなこのいやらしい身体も、凄すごくいい。全部おれのものだ」

　強い神性を持ち、いつも怜れい悧りで落ち着いた佇たたずまいをしているタナトスは、こういうときだけやけに情熱的になり、動物的な衝しよう動どうを少しも抑おさえることなくシュペリを激しく求めてくる。

　伴はん侶りよの情動の落差にシュペリはすぐに堕おちた。その想いに応えたくなる。

「シュペリ……おれが欲しいと思うのはおまえだけだ」

「あ、っ──」

　ひどく実直な愛をささやかれて、身体がびくりと跳はねた。嬉うれしくて切なくて泣きそうになる。

　増すばかりの快感に、シュペリは眉まゆ尻じりを下げた。まぶたを閉じてタナトスの腰こしに強く揺ゆさぶられながら、夢中になってその想いを口にする。

「俺もっ、……タナトスが、好きだ……っ。タナトスだけ──」

　あとはもう、獣けものみたいに互いを貪むさぼり求め合うだけだった。

　タナトスはシュペリを抱だいたままゆっくりと後ろに身を倒たおす。高く積まれた柔やわらかな枕まくらたちが二人の身体を支えてくれた。

「え……。な、に……？」

　タナトスは自分の上にいる細身のシュペリを軽々と浮うかせて、その方向を逆にさせた。

　シュペリは仰あお向むくタナトスを跨またぐかたち、長大な陰茎を目の前に、剝むき出しになった後こう孔こうをタナトスにさらす体勢を取らされた。

「なに、これ……この格好、いやだ……」

　シュペリの訴うつたえなど少しも聞き入れられず、伸のびてきたタナトスの手に導かれるようにして雄おすの根元をつかまされる。

「もっと強く締めてくれ。出てしまう」

「待っ、て……何する……」

「いやらしくて気持ちいいことだ。シュペリは病やみつきになると思う」

「──や！　あぁ、っ……」

　太く丈たけのある雄を痛みなく受け入れさせるために、タナトスは執しつ拗ように後孔を濡ぬらし、押し開いた。ほころびを促うながすように硬かたく尖とがらせた舌先で襞ひだをなぞられて、馬ば鹿かみたいに素す直なおに反応するそこが力を無くしてゆく。

「簡単にほぐれてきた。もう挿れてもいいな」

「タナ、トスっ……、ああっ、あぁぅ……！」

　左右の指で後孔を開かれ、唾だ液えきをたっぷりと含ふくませた長い舌の根元までをそこに挿れられた。

　内ない壁へきに唾液を塗ぬり込むような動きをされて、ねだるみたいに尻しりがはしたなく揺れる。

「あ！　あ！　はぁ、っ……ぁむ、むぅ──」

　タナトスの手が後頭部に添そえられて、優やさしく前に押してくる。そうやって強く握っていただけの陰茎を咥くわえさせられた。舌を少し動かすだけで熱く滾たぎる雄の匂においが口内に広がってゆく。

「あぁ……。凄くいい、シュペリ……」

「んっん！　んんっ……！」

　後孔から舌が抜ぬかれて安あん堵どしたのも束つかの間、長い指がぬるりと入ってきた。とろけた後孔は少しも抵てい抗こうを見せなくなって、すぐに増やされた指も吞のみ込んでゆく。

　震ふるえる茎くきの先せん端たんを、ちゅう、と吸われただけで射精感が一気に膨ふくれ上がる。二本の指は滑なめらかな抽ちゆう挿そうを繰り返して、タナトスの性器を咥える唇から飲みきれない先走りがこぼれ落ちた。

「んんぅ！」

　頭も身体も心の中も、どこもタナトスでいっぱいだった。

　嵐あらしのような快感の中で迎むかえる絶頂は気持ちよすぎて怖こわくて、手足がぶるぶると震え出す。

「悪い……、やりすぎたか」

「う、ぁ……、ん……」

　タナトスがシュペリの下から長ちよう軀くを抜き去る。ようやく解放されて、シュペリは寝台に力なく身体を投げ出した。すぐにタナトスがうつ伏ぶせるシュペリに覆おおいかぶさってくる。寝台と腹の狭はざ間まに滑り込んできた手で腰を上げられた。

　四よつん這ばいになるシュペリの手にタナトスの長い指がからみついてくる。

　肩かたを甘あま嚙がみされて耳みみ朶たぶを食はまれて、そこでささやかれた。

「後ろから挿れたい。駄だ目めか？」

「ん……」

　タナトスがどれだけ人型をしていてもその基もといは神しん獣じゆうで狼おおかみだ。

　本能のおもむくまま交こう尾びをしたいのなら、その体位が自然なのだろうとシュペリも思う。

「も、いいから、はやく……」

　きつい快楽にあれだけ怖い思いをしたのに、またタナトスが欲しくなる。

　柔らかく笑うタナトスの先端があてられた。　>>>♥

「シュペリ。おれだけの伴侶……」

「あ、あ」

　愛あい撫ぶを受けて濡らされた後孔に、重く長大なタナトスの雄を受け入れることは、ひどく気持ちがいい。身体だけではない、心までも満たされてゆく。

　昨夜のような痛みも引き攣つりも、タナトスを失うことの恐きよう怖ふもない。

　あるのは愛いとしい神獣とひとつになれる、このうえない幸せと喜び。

「あっ、あっ、気持ちいい……、きもち、いっ……」

「おれも……、たまらなくい、い……っ」

「あぁっ、……タナトスっ、──好き、だ……からっ。──もっと、っ……！」

　タナトスが長く激しい抽挿を開始する。

　シュペリは腰を上げ背中を上手にしならせて、さらに奥へと伴侶を誘さそう。

　フェリエラルドに新しい暁あかつきが昇のぼるまで、二人の深い結合がほどかれることはなかった。
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　季節がひとつ巡り、碧の小国は長い春の盛りを迎える。

　その日、神皇国フェリエラルドにおいて執とり行われた祝福の儀ぎは、長く後世に伝えられるものとなった。

　カナン帝てい国こくの血を引くマルスの騎き士しが、フェリエラルド皇こう帝ていの祝福を受ける。

　その歴史的瞬しゆん間かんに立ち会い、祝い慶よろこぶため、皇都の人々が大だい宮きゆう殿でんに押し寄せた。

　扉とびらの前に立つシュペリは、震える自分の指先を見つめる。初うい陣じんのときでもここまで緊きん張ちようしなかったと思いながら、タナトスの獣じゆう毛もうを撫なでる。そうするだけで震えはぴたりと静まった。

　シュペリとタナトスの後ろに控ひかえるのは、ともに祝福を受ける人たち。

　マルス騎士団の制服を着て長いローブを身に纏まとっている、兄のユノー。

　そして彼とともに異国を生き抜いた六頭の神獣たち。

　彼らは皆みな、生命力に満ちた体たい軀くを取り戻もどし、その獣毛は純白に輝かがやいていた。

「あ……鐘かねの音。始まるよ、タナトス」

　堂々とな。マルスの騎士──タナトスの美しい紫し紺こんの瞳ひとみがそう言っていた。シュペリはそれに深くうなずく。

　大だい鐘しよう楼ろうの鐘が祝福の儀の開始を告げる。

　大宮殿の広間の重い扉がゆっくりと開いた。

　女め神がみフェリエ、軍神マルス、太陽神ヒュペリオン──そこにはたしかにフェリエラルドの神々がいる。シュペリはそれを肌はだで感じた。

　抜けるように高い天てん井じようと、光を集める幾いくつもの大きな窓。七色に輝くステンドグラス。

　光が織り成す、厳おごそかな神々の空間。

　シュペリはタナトスとともに深緑の絨じゆう毯たんを進む。

　絨毯の両側には、ランサムやエリクたちマルス騎士団の仲間が敬礼をしている。

　真っ直すぐに延びた深緑の絨毯の先には、美しさと強さを誇ほこるマルス騎士団総そう帥すいアークが、その伴はん侶りよヒュペリオンがシュペリたちを見守る。

　そしてシュペリはフェリエラルド皇帝の足元に片かた膝ひざを折る。

　皇帝は丁てい寧ねいな所作でシュペリの首に勲くん章しようをかけてくれた。その勲章はタナトスと同じ銀色をしていて、中央にはシュペリの瞳を模した濃のう緑りよくのエメラルドが輝いていた。

「マルスの騎士シュペリに、その伴侶タナトスに、フェリエラルドの光あれ」

　皇帝がタナトスの額にそっと口づける。

　その瞬間に起こった拍はく手しゆ喝かつ采さいは、鳴りやむことが無かった。

　人々の祝福の言葉が大宮殿に響ひびき渡わたり、色とりどりの花びらが舞まう。

「俺、タナトスが誰だれよりも何よりも大切なんだ。だからずっとそばにいて。ずっと──」

　シュペリは美しい銀色の獣毛に触ふれ、タナトスがそれに応こたえてくれる。

　伴侶とともに母国を守っていける。そう思った。

　タナトスさえそばにいてくれたら、シュペリは限りなく強くなれる。

　この命が尽つきるその日まで、伴侶の手を離はなすまいと固く心に誓ちかう。

　清らかなフェリエラルドの光を受けて、シュペリの深い碧みどりの瞳がきらきらと輝いた。







　あとがき







　はじめまして。こんにちは。鴇六連と申します。

　このたびは拙せつ著ちよ『銀獣と碧みどりの守護者』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　三冊目を刊行していただきました。今作には奇き跡せきがぎゅっと詰つまっています。




　モフモフを書くことに憧あこがれています──憚はばかりながらそのようなわがままを担当Ｔさまにお伝えしたことから、この物語づくりが始まりました。けれど、モフモフに騎き士し団という要素を加えたばかりに、お話を組み立てる段階で私は音を上げてしまい、Ｔさまを（例のごとく）混乱に陥おとしいれてしまいました。それを思い出すと完成したことが奇跡のようです。

　そして今作最大の奇跡は、沖麻実也先生にイラストを描えがいていただけたことです！

　まことに畏おそれ多く……超ちよう弩ど級きゆうのプレッシャーを感じつつも、本当に嬉うれしくて嬉しくて、こんなに素す敵てきで幸せなことは今後もう起きないと思っております。

　シュペリが可愛かわいくてたまりません。カバーイラストのシュペリの瞳ひとみには強い意志が宿っていて、本物のエメラルドのように綺き麗れいです。そしてタナトス……こんなに格好いい攻せめがかつていたでしょうか。怜れい悧りで無敵の神しん獣じゆう、けれど本能には従順。沖先生が描いてくださったタナトスに、あふれるような神こう々ごうしさと濃のう厚こうな獣性を感じるのは私だけではないはずです！

　沖先生、大変お忙いそがしい中、貴重なお時間を割さいていただき、本当にありがとうございました。

　可愛いシュペリに試練を与あたえてしまったことを申し訳なく思いながら、タナトスの孤こ独どくも気になっていました。おれは独りでいいと言う彼のことを「寂さびしくないのかい？」と心配しつつ書き進めていましたが、とっても別べつ嬪ぴんで元げん気き潑はつ剌らつとした奥さんと出で逢あい、長い寡か夫ふ暮らしを終えることができました。あぁ、本当に良かったねタナトス……。

　シュペリにはタナトスと笑い合ったり喧けん嘩かしたりイチャイチャもしながら、騎士として成長してほしいです。でもこれ以上可愛くなると、タナトスの心配事が増えてしまいますね。

　アーク総そう帥すいとヒュペリオンの真相はどうなのでしょう？　シュペリのお子さまな妄もう想そうなど遥はるかに凌りよう駕がした、濃のう密みつでどろっどろの、愛あい慾よくと官能に満ちた関係──というのは、私の個人的な希望だったりします。

　また、今作を進めるにあたって、ＴさまからＡさまへ、ご担当の変へん更こうがありました。

　本当に何ひとつ知らなかった私に『ＢＬ小説とは』から始めてくださったＴさま。たくさんご教示いただきました。ご恩を必ずお返しするよう努力致いたします。ありがとうございました。

　そして、初めてのご挨あい拶さつもそこそこに「私、手が掛かかります、ほんと掛かりますから！」という先制攻こう撃げきをどんと受け止めてくださったＡさま。今作を完成させるために期限ぎりぎりまで何度も相談に乗ってくださり、タイトル決定にご尽じん力りよくくださいました。

　凄すごく頼たのもしいです……！　今後とも宜よろしくお願い致します。

　最後に、皆みなさまへ。ここまで読んでくださり本当にありがとうございます。

　お手に取ってくださるころは、雨の季節ですね。皆さまどうぞお体を大切になさってください。そして長雨の日を読書にて楽しく過ごしていただけることを願っております。

　二〇一四年　四月


鴇　六連　　　
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